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研 究 要 旨 

2009 年 4 月より「光トポグラフィー検査を用いたうつ症状の鑑別診断補助」と

して、精神医療分野で初めて厚生労働省から先進医療の承認を受けた近赤外線ス

ペクトロスコピィ near-infrared spectroscopy (NIRS)の臨床場面でのさらなる実用

化を図るため、多施設共同研究を行った。全国 7 施設の双極性障害・うつ病・統

合失調症の患者 673 名と健常者 1007 名を対象として、1 施設のデータをもとに定

めた基準にもとづいて他の 6 施設のデータを検討したところ、双極性障害・統合

失調症の 85.5％、うつ病の 74.6％のデータを正しく分類できた（NeuroImage 

85:498-507, 2014）。 

こうした結果をもとに、この検査は「D236-2 光トポグラフィー 2. 抑うつ

症状の鑑別診断の補助に使用するもの」として、2014 年 4 月より保険収載された。

こうした実用化は、精神疾患の診療の客観性や定量性の改善に資するとともに、

精神医療の可視化により当事者中心の医療を推進する手がかりとなるもので、結

果として精神医療の向上と医療経済の改善をもたらすものである。 
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A．研究の概要 

 

(1) 研究目的 

精神医療分野で初めての先進医療「光

本研究は、精神医療分野で初めて先進医

療に承認された光トポグラフィー検査

（ 近 赤 外 線 ス ペ ク ト ロ ス コ ピ ィ 

near-infrared spectroscopy NIRS）を用いて、

精神疾患の早期診断に有用な脳画像検査

システムを構築し、診療場面における補

助検査として実用化することを目的とす

る。 

 精神疾患の診断と治療は、臨床症状と

その経過にもとづいて行なわれる。こう

した精神現象の詳細な観察にもとづく診

断と治療には、いくつかの限界が指摘さ

れている。代表的なものとして、第一に

客観性や定量性の保証が難しいこと、第

二にそのため診断や治療の根拠を当事者

や家族が納得しやすい形で示しにくいこ

と、第三に「症状を認めてから診断する」

ために診断も治療も遅れがちにならざる

を得ないこと、が挙げられる。 

 精神疾患においても早期診断と早期治

療が症状の回復と予後を改善することは

実証されてきているので、症状が典型的

にならない段階であっても精神疾患の早

期診断に有用で、しかも客観性と定量性

を備えており、したがって当事者や家族

が理解し納得しやすいような臨床検査が

実現できれば、精神疾患の速やかな回復

と予後の改善に寄与できると考えられる。 

申請者は、平成 20～22 年度に本研究事業

を実施し、統合失調症など精神病性障害

において臨床病期の初期から NIRS や

MRI などの脳画像に所見を認めることを

明らかにし、NIRS についての成果を書籍

『精神疾患と NIRS』としてまとめた。こ

れらの成果をさらに発展させ、精神疾患

の早期診断に有用な検査システムを診療

場面において実用化することを目指す。 

精神疾患についての NIRS 研究は、英文

原著論文の 2／3が日本人研究者によるも

ので、日本が情報を発信できる状況にあ

る。光を用いるため侵襲性がなく、小型

で比較的安価な装置で検査ができるとい

う特徴は、診療場面における有用な臨床

検査としての可能性を示しており、また

座位など自然な状態の脳機能を検討でき

る点で精神疾患に適した検査法である。

こうした NIRS の特徴を生かして、世界に

先駆けて早期診断に有用な臨床検査を実

現しようとする点が、本研究の独創的な

点である。 

 

(2) 期待された成果 

光トポグラフィー検査を、診療場面に

おける日常的な臨床検査として診断の補

助に実用化できると、精神疾患の早期診

断に有用なものとなると考えられる。そ

れにより、以下のような点が成果として

期待できる。 



  

(1) 早期診断とそれにもとづく早期治

療が可能となることで、症状が重症化す

るに到らず、回復が速やかになり、予後

が改善される［早期診断・早期治療の実

現による治療の向上］。 

(2) 臨床症状が典型的にまで到らない

段階でも診断の正確さが増すことで、臨

床病期の早期においても確定診断をくだ

しやすくなり、また誤診が減少する［病

初期における診断の確実性の向上］。 

(3) 臨床病期の早期における治療につ

いて、標準化を図りその質を向上させる

うえで、ひとつの手がかりを提供できる

［病初期における治療の質の向上］。 

(4) 当事者や家族が診断を理解し治療

に納得するうえでの根拠となり、疾病の

理解や受容が促進され、治療目標の設定

がより病状に即したものになるなど、当

事者中心の医療の推進に資する［当事者

中心の精神科医療の実現］。 

(5) 以上のことを通じて、精神医療の適

切化・標準化・効率化が推進され、当事

者中心のより良い医療の実現に資するも

のとなり、これらのことを通じて、結果

として医療費の削減にも資するものと考

えられる［精神科医療の質の向上による

医療経済的な寄与］。 

 

(3) 研究方法 

 気分障害・統合失調症・発達障害を

対象に、NIRS 検査結果と臨床症状・薬物

反応性・治療経過との関連、およびその

背景をなす脳構造・脳機能を MRI・事象

関連電位 ERP・生体物質血中濃度により

検討した。研究は、各施設で倫理委員会

や臨床試験委員会の承認を得たもので、

被検者からは十分な説明のうえで文書に

よる同意を得た。 

 

(4) 研究結果および考察 

1) NIRS の基礎について 

①頭皮上の NIRS 測定位置を MRI 画像

に対応づけるさまざまな方法を網羅する

理論的体系化を実施し、NIRS 計測位置を

5 分程度で標準脳に対応させる方法を実

用化した（Neurosci Res 72:163-71, 2011，

Tsuzuki ら NeuroImage 2014）。 

②NIRS データへの皮膚血流の影響を

fMRI との同時測定を用いて検討し、

oxy-Hb と BOLD の相関が前頭前野で

r=0.65 であったことから、NIRS データは

脳血液量を反映していると考えられた

（Sato ら NeuroImage 2013）。先進医療で

用いられる言語流暢性課題では、NIRS デ

ータの少なくとも 50％程度は脳由来であ

ることを示し（第 14 回 日本ヒト脳機能

マッピング学会，2012.7.）、皮膚圧迫法を

用いてほとんどが皮膚由来であるとした

NeuroImage 論文(2011)の結果とは一致し

ないことを明らかにした。 

③健常者における NIRS データは左前

頭前野においてQOLと正の相関を示した

（Satomura ら Social Neurosci 2013）。 

2) 気分障害について 

①大うつ病の NIRS データは健常者と

比較して積分値（振幅）は小さいが初期

変化（傾き）には差がなく、②大うつ病

性障害患者 30 例について、NIRS データ

と臨床症状との関連を検討し、ハミルト

ンうつ病評価尺度の合計得点と右背外側

前頭前野の NIRS データの間に負の相関、

特に精神運動制止得点と右前頭～側頭部



  

の NIRS データの間に負の相関を認め

（Noda ら J Psychiat Res 2012）、③GAF で

評価した社会生活機能との正の相関を腹

外 側 前 頭 前 野 で 認 め た （ Kinou ら 

Schizophr Res 2013）。④ATQ-R で評価した

positive な自動思考が乏しい大うつ病患者

は右上側頭部の賦活が大きく左背外側前

頭前野の賦活が小さかった（Koseki ら J 

Affect Disord 2013）。⑤先進医療の NIRS

検査の時点で SCID により大うつ病と診

断された症例を 1.5 年追跡すると、双極性

障害への診断変更例では NIRS 積分値が

大きく重心値が遅れており、双極性障害

のデータと類似していた（Satomura ら 

BESETO 2013 で発表）。 

3) 統合失調症について 

①統合失調症の NIRS データは、健常者

と比較して積分値（振幅）と初期変化（傾

き）がともに小さく、②GAF で評価した

社会生活機能との正の相関を前頭極周辺

で認めた（Kinou ら Schizophr Res 2013）。

③発症年齢が若いほど右前頭葉背外側の

NIRS データが小さいことから、右前頭葉

が発症機構と関連することを示唆され

（Koike ら Clin Neurophysiol 2011）、④慢

性期の患者において左右側頭部で精神病

未治療期間 DUP との負の相関を認めた

（ Chou ら  Prog Psychopharmacol Biol 

Psychiatry 2014）。⑤会話中の脳活動が測

定可能で、左右側頭部で陰性症状と負の

相関を示した（Takei ら J Psychiatr Res 

2013）。⑥初回エピソードの統合失調症 19

例について、0, 6, 12 か月の時点で臨床評

価と NIRS 測定を行い、0 か月の NIRS デ

ータが 6 か月と 12 か月の GAF 得点を予

測する、6 か月の NIRS データが 12 か月

の GAF 得点を予測する、という結果が得

られ、NIRS データが半年～1 年後の予後

を予測できる可能性が示唆され（第 42 回 

日本臨床神経生理学会 2012.11.）、⑦統合

失調症の治療評価と病状予測に有用であ

る可能性について総説した（Koike ら 

Front Psychiatry 2013）。 

4) 発達障害について 

①10 歳前後の定型発達児と 20 歳代後

半の成人の NIRS データを比較して、年

齢・性別により発達に伴う変化に違いが

認められることを明らかにし（PLoS ONE 

6:e25944, 2011）、②小児の ADHD 患者を

対象に、衝動性と関連する Go/Nogo 課題

を 用 い た NIRS 測 定 を 行 い 、

methylphenidate 投与により課題成績が向

上するとともに右前頭前野の NIRS 振幅

の増大を認め、methylphenidate への反応

性予測や薬効評価に利用できる可能性を

示した（Monden ら Clin Neurophysiol 2012, 

NeuroImage: Clinical 1:131-140, 2012）。②

成人の自閉症スペクトラム障害の抑制課

題における NIRS データは成人 ADHD よ

り左腹外側前頭前野で小さく、81.4％で判

別できた（Ishii-Takahashi ら NeuroImage 

Clin 2013）。②小児 ADHD において

methylphenidate単回投与前のNIRSデータ

が小さく、投与後のデータが大きいほど 1

年 後 の 治 療 効 果 が 大 き か っ た

（Ishii-Takahashi ら WFSBP2013 で発表）。 

5) 鑑別診断における有用性について 

①先進医療の課題における NIRS デー

タを決定する要因を双生児について検討

すると、左前頭極と右背外側前頭前野で

の遺伝要因の寄与率が約 70％であった

（Sakakibara ら NeuroImage 2013）。②先



  

進医療の課題における NIRS データをア

ルファベット言語圏のデータと比較し、

疾患診断に用いられる前頭部のデータに

差がないことを示した（Dan ら  Brain 

Lang 2013）。③精神疾患 673 名・健常者

1,007 名を対象とした 7 施設共同研究にお

いて、先進医療の課題における NIRS デー

タを自動解析した 2 つのパラメータを用

いることで、抑うつ状態を示す大うつ病

性障害の 74.6％、双極性障害・統合失調

症の 85.5％を正しく鑑別できた（Takizawa

ら NeuroImage 2014）。この成果は報道発

表を行い、読売新聞（2013.9.5.）日経産業

新聞（2013.6.21.）などで報道された。 

6) NIRS データの背景について 

NIRS 所見の背景をなす脳基盤につい

て、以下の検討を行った。①脳構造：脳

画像解析ソフトウェアの標準である SPM

を拡張したプログラム iVAC を開発し、

MRI データを用いた統合失調症と健常者

との判別を多施設で行い、感度 70～88％、

特異度 70～73％で%であった（Nemoto ら 

WFSBP2013 で発表）。②脳機能：精神病

発症ハイリスク ARMS のミスマッチ陰性

電位 MMN は、後に統合失調症へ移行し

た群で小さかった（Higuchi ら PLoS ONE 

2013）。③物質基盤：うつ病における NIRS

データは脳脊髄液の MHPG と正の相関を

示した。うつ病の血中 BDNF 濃度は、前

駆体は差がないが成熟型は低下しており、

統合失調症では陰性症状と成熟型が正の

相関を示した（Niitsu ら  Psychiat Res 

2014）。 

 

(5) まとめ 

1) 達成度について 

①NIRS の技術的基礎について検討を

行い、②気分障害・統合失調症・発達障

害の診断、重症度・病態・薬効の評価、

発症・予後・診断変更の予測などに NIRS

データが有用であることを示したうえで、

③多施設共同研究において先進医療でも

ちいられる NIRS データがうつ状態の鑑

別診断補助の有用性を示すことができ、

④さらにその脳基盤についての検討も開

始し、それらの結果を論文として公表す

ることで「実用化研究」の目的を概ね達

成できた。 

2) 研究成果の学術的意義について 

精神疾患を対象とした NIRS 研究の英

文原著論文の 2/3 以上（136 編のうち 93

編）が日本人研究者によるものであり、

研究として日本から世界に発信できる分

野である。また、小型で非侵襲な装置と

いう簡便性と、実際の生活場面に近い状

況で脳機能を検査できるという現実性と

いう NIRS の利点を生かして、研究成果を

臨床検査として実用化する試みは、

translational research の一例として位置づ

けられる。 

3) 研究成果の行政的意義について 

NIRS 検査を診断や治療の補助に用い

て臨床診察を補うことで、診断の精度が

高まり治療の評価が容易になることをし

ばしば経験する。そのような個々の治療

の改善は、社会全体としては国民のここ

ろの健康の向上と医療費の削減に役立つ。

また、脳機能を可視化して示すことで、

患者・家族が納得のしやすい精神医療の

実現に寄与できる。さらに、精神医療分

野で唯一の先進医療である NIRS は、今後

発展する精神疾患についてのバイオマー



  

カー実用化のモデルとしての役割を担っ

ている。本研究等の成果にもとづき、

2014.1.の中医協において NIRS 検査は

2014 年度より保険収載されることとなっ

た。 

4) NIRS 検査の普及と均霑化 

NIRS 検査の標準化や普及と質の担保

に向け、国立精神･神経医療研究センター

病院が開催している検査法についての

「第 4 回 光トポグラフィー講習会」、デ

ータ判読についての「第 3 回 光トポグラ

フィー判読セミナー」、先進医療の経験共

有のために「第 1 回 光トポグラフィー先

進医療ワークショップ」に講師として協

力している。 

 

(6) 光トポグラフィー検査の保険収載 

 上記の結果などをもとに、精神疾患に

ついての光トポグラフィー検査は 2014年

4 月より保険収載となった。 

 

1) 保険収載項目 

D236-2 光トポグラフィー 

2. 抑うつ症状の鑑別診断の補助に使用す

るもの 

イ．地域の精神科救急医療体制を確保

するために必要な協力等を行っている精

神保健指定医による場合 400 点 

ロ．イ以外の場合 200 点 

注 1 2 について、別に厚生労働大臣が定

める施設基準に適合しているものとして

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関

において行われる場合に限り算定する。 

注 2 別に厚生労働大臣が定める施設基

準に適合しているものとして地方厚生局

長等に届け出た保険医療機関以外の保険

医療機関において行われる場合には、所

定点数の 100 分の 80 に相当する点数によ

り算定する。 

（脳波検査等）通則区分番号 D235 から

D237-2 までに掲げる脳波検査等について

は、各所定点数及び区分番号 D238 に掲げ

る脳波検査判断料の所定点数を合算した

点数により算定する。 

D238 脳波検査判断料 180 点 

 

2) 保険請求要件 

ア．抑うつ症状を有している場合であ

って、下記の（イ）から（ハ）を全て満

たす患者に実施し、当該保険医療機関内

に配置されている精神保健指定医が鑑別

診断の補助に使用した場合に、1 回に限り

算定できる。また、下記の（イ）から（ハ）

を全て満たしており、かつ、症状の変化

等により、再度鑑別が必要である場合で

あって、前回の当該検査から 1 年以上経

過している場合は、1 回に限り算定できる。 

（イ）当該保険医療機関内に配置され

ている神経内科医又は脳神経外科医によ

り器質的疾患が除外されていること。 

（ロ）うつ病として治療を行っている

患者であって、治療抵抗性であること、

統合失調症・双極性障害が疑われる症状

を呈すること等により、うつ病と統合失

調症又は双極性障害との鑑別が必要な患

者であること。 

（ハ）近赤外光等により、血液中のヘ

モグロビンの相対的な濃度、濃度変化等

を測定するものとして薬事法上の承認又

は認証を得ている医療機器であって、10



  

チャンネル以上の多チャンネルにより脳

血液量変化を計測可能な機器を使用する

こと。 

イ．当該検査が必要な理由及び前回の

実施日（該当する患者に限る。）を診療報

酬明細書の摘要欄に記載する。 

 

3) 施設基準 

(1)精神科又は心療内科及び神経内科又

は脳神経外科を標榜する保険医療機関で

あること。 

 (2)当該療法に習熟した医師の指導の下

に、当該療法を 5 例以上実施した経験を

有する常勤の精神保健指定医が 2 名以上

勤務していること。 

 (3)神経内科又は脳神経外科において、

常勤の医師が配置されていること。 

 (4)常勤の臨床検査技師が配置されてい

ること。 

 (5)当該療養に用いる医療機器について、

適切に保守管理がなされていること。 

 (6)精神科電気痙攣療法(マスク又は気

管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔を行

うものに限る。）を年間 5 例以上実施して

いること。 

 (7)国立精神・神経医療研究センターが

実施している所定の研修を終了した常勤

の医師が 1 名以上配置されていること。 

 (8)当該療法の実施状況を別添 2 の様式

26 の 3 により毎年地方厚生局長等に報告

していること。 

2. 適合していない場合には所定点数の

100 分の 80 に相当する点数により算定す

ることとなる施設基準 施設共同利用率

について別添 2 の様式 26 の２に定める計

算式により算出した数値が 100 分の 20 以

上であること。 

3. 届出に関する事項 光トポグラフィ

ーの施設基準に係る届出は、別添 2 の様

式 26 の 2 を用いること。 

 

 

B．研究方法 C．研究結果 Ｄ．考察 

 

(1)NIRS 研究（分担：西村・榊原・滝沢） 

 

精神疾患の早期診断・治療や予防にお

いては、客観的な検査指標を用いること

で各臨床病期に応じた適切な医療の選択

が可能となると考えられるが、その方法

は未確立である。本研究は、臨床応用可

能性の高いと考えられる NIRS を臨床症

状との関連を病初期から縦断的に検討し、

各臨床病期を検査結果にもとづいて判断

する方法を確立することを目的としてい

る。同時に、その精度を高めるため同時

期に縦断的に測定した MRI・ERP/MEG・

神経心理検査(BACS)・遺伝子・生化学マ

ーカーの各臨床検査指標との関連研究も

行っている。双生児研究の手法を用いた

NIRS の研究では、前頭葉における NIRS

信号の一部が遺伝的影響を受けているこ

とを報告した。また、抑うつ状態を呈し

大うつ病性障害と診断された患者群、統

合失調症の発症高危険群 Ultra-High 

Risk(UHR)の NIRS 測定を行い、患者の転

帰をフォローしたところ、全体としては

重症度や機能レベルの改善が認められた

一方で、前者の一部では双極性障害への

診断移行が見られ、後者の一部では初発

精神病エピソードの発症が見られた。後

に双極性障害への診断変更が必要となっ

た者とそうでない者、統合失調症を発症



  

した者とそうでない者のベースラインで

の NIRS 信号を比較したところ、予備的な

検討ながら、NIRS 信号がその後の発症や

診断変更を予測する可能性が示唆された。 

 

(2)NIRS 研究（分担：野田） 

 

精神科の課題であった診断の客観性の

乏しさに対して、近赤外線光トポグラフ

ィー（NIRS）はうつ症状の鑑別診断補助

として 2014 年 4 月に保険適応されたが、

病状と NIRS との関連についての有用性

を示した報告はなく、本研究ではうつ病

の病状と NIRS との関連を明らかにする

ことを目的とした。 

MDD 患者 30 名を対象に HAM-D21 総

得点と VFT 中の oxy-Hb 変化量の平均値

とを検討したところ、右背外側前頭前野

（dorsolateral prefrontal cortex: DLPFC）に

相当する CH25 において有意に負の相関

を示した（rho = -0.56, P = 0.002）。 

MDD において限定的ではあるが、NIRS

が病状評価ツールとして有用であること

が示されたことで、治療効果の判定や治

療反応性の予測、再発予測といった精神

科で期待されている客観的ツールとして

の有用性の検討が可能となる。また、双

極性障害の早期診断の可能性が示された。 

古典的モノアミン仮説で提唱されてい

る脳髄液（cerebrospinal fluid: CSF）中のモ

ノアミン代謝産物に注目し、CSF のモノ

アミン代謝産物と NIRS との関連を明ら

かにすることを目的とした予備的検討を

行った。健常者を含む 39 名の被験者にお

いて CSF 中のモノアミン代謝産物である

HVA、MHPG、5-HIAA と NIRS データと

の関連を検討した。その結果、健常者を

除いた被験者において、MHPG と VFT 中

の oxy-Hb濃度変化は左背外側前頭前野を

中心に有意な正の相関を示した。MHPG、

前駆物質であるnorepinephrineが側頭部に

おける oxy-Hb濃度変化の生物学的背景の

可能性が示唆され、背外側前頭前野にお

ける NIRS データの臨床応用の発展が期

待される。 

 

(3)NIRS 研究（分担：川久保・石井） 

 

成人の発達障害は、気分障害などの二

次障害を合併することが多く、二次障害

を主訴に受診する場合、根底にある発達

障害が見過ごされるケースが少なくない。

そこで、本研究では、発達障害の診断補

助検査として NIRS 検査を用いるため、未

服薬の成人 ASD と ADHD を対象に、抑

制課題遂行中の前頭前野の血流変化を測

定し、定型発達 (TD) 群との比較および

疾患間の比較を行ない、発達障害間での

違いが見られるかどうか検討した。さら

に、発達障害は幼児期に発症することを

考えると、診断補助検査として成立させ

るためには、成人期だけでなく、小児期

においても実施可能な検査であることが

必要である。そこで、これまで成人を対

象に実施されてきた NIRS 検査を小児に

も用いて、幅広い年齢層を対象に年齢に

よる NIRS 信号の変化を検討した。また、

定型発達児の NIRS 計測の繰り返し測定

の妥当性を検討した。さらに NIRS 検査に

よって、小児 ADHD の薬物療法において

第一選択薬として承認されている MPH

の継続内服後の効果を予測できるかどう

かの検証、また MPH の継続内服が脳機能

へ及ぼす影響について検討した。 



  

   

(4)NIRS 研究（分担：檀） 

 

 本研究では、注意欠陥多動性障害

(Attention Deficit Hyperactivity disorder；

ADHD)に対するメチルフェニデート

(MPH)の薬理効果を、fNIRS を用いた脳機

能イメージングによって検証した。第一

段階では、ADHD の典型的症状である衝

動性や注意力の制御に関わる実行・抑制

機能を反映する Go/NoGo 課題遂行時の脳

血流動態変化を、MPH 内服前後で fNIRS

を用いて評価可能であるかどうかを検討

した。fNIRS 計測においては、MPH 内服

前後で、右中前頭回/下前頭回の境界領域

において、有意な oxy-Hb 信号の上昇が観

察された。fNIRS 計測は、3 時間以内かつ

1 日の通院で実施可能であり、ADHD 時

における MPH 投与効果について生物学

的指標を用いて客観的に確認する上で有

用な手法と考えられた。第二段階では、

MPH 服用前後の ADHD 児を対象とした

脳機能変化の検討を目的とし、Go/NoGo

遂行時に fNIRS 解析を用いて二重盲検プ

ラセボ比較試験を実施した。この結果、

MPH 服用前の ADHD 児と定型発達児と

の比較では、服用前の ADHD 児において

右前頭前野の活動が有意に低下した。一

方で、薬物内服後の ADHD 児において、

右前頭前野の活動が上昇し、定型発達児

との有意差はなかった。また、プラセボ

内服後には有意な脳活動の上昇はなかっ

た。第三段階では、ADHD の注意機能障

害に対する MPH の薬理効果を検証した。

MPH 服用前後の ADHD 児を対象とした

脳機能変化の検討を目的とし、注意機能

課題（Odd ball 課題）遂行時に fNIRS 解析

を用いて二重盲検プラセボ比較試験を実

施した。この結果、MPH 服用前の ADHD

児と定型発達児との比較では、服用前の

ADHD 児において右前頭前野の活動が有

意に低下した。一方で、薬物内服後の

ADHD 児において、右前頭前野の活動が

上昇し、定型発達児との有意差はなかっ

た。また、プラセボ内服後には有意な脳

活動の上昇はなかった。上記の全対象者

において、解析離脱率は 0 %であった。こ

れらの結果から、fNIRS を用いた本解析

系は、小児 ADHD の発症時期に評価可能

であり、実行機能課題・注意課題遂行時

に確認される右前頭前野の機能不全は、

治療効果の面で客観的評価マーカーの候

補となりうると示唆された。 

 

(5)NIRS 研究（分担：大渓） 

 

脳画像検査が治療経過の中で診断や状

態評価の客観的な指標となるかどうか検

討する目的で統合失調症、双極性障害、

大うつ病性障害の脳形態と脳機能を測定

し、疾患横断的な検討と同一被験者にお

ける変化を追跡した縦断的検討を行った。 

統合失調症患者群、双極性障害患者群、

健常者群の脳構造の比較では、関心領域

の体積と大脳皮質厚を用いることにより

初発統合失調症患者と健常者は判別率が

男性で 87％、女性で 81％であった。また、

統合失調症患者群と双極性障害患者群の

大脳皮質厚と皮質下関心領域の体積をそ

れぞれ健常者群と比較すると、両疾患で

いくつかの共通した変化が見られたが、

統合失調症患者群を双極性障害患者群と

直接比較すると、統合失調症患者群で脳

室の拡大や内側上前頭回における大脳皮



  

質厚の減少などが見られた。これらの結

果から、関心領域の体積や大脳皮質厚が

初発統合失調症の診断補助として応用で

ききる可能性が示唆されたが、統合失調

症と双極性障害の鑑別診断のためには疾

患特異的な変化に注目した研究だけでな

く、両疾患を直接比較した研究による知

見が必要であることが明らかになった。 

統合失調症、双極性障害、大うつ病性

障害を対象とした脳機能の疾患横断的研

究では、年齢、家族歴、自記式質問紙に

よる bipolarity の評価、検査時の PANSS

を用いた状態像の評価のいずれもが

NIRS 波形による鑑別診断の精度を向上

させるために有益な情報となることが示

唆された。双極性障害の状態像に注目し

た検討では、軽躁状態の方が抑うつ状態

よりも語流暢性課題中の脳活動の賦活が

大きいことや、軽躁状態の時の方がそう

でない時よりも脳活動の賦活が大きくな

ることが確認され、前頭部の脳活動が状

態像を評価する客観的な指標となる可能

性が示唆された。また、双極性障害患者

と大うつ病性障害患者を対象として、測

定間隔を約 6 か月間に統制した条件下で

NIRS 波形と社会適応の変化を縦断的に

検討した研究では、語流暢性課題中の脳

活動の賦活の大きさの縦断的な変化と社

会適応の変化の間に正の相関が見られ、

NIRS 波形の縦断的変化が社会適応の生

物学的な指標となる可能性が示唆された。 

 これらの研究による成果から、脳画

像検査が精神疾患の診断補助としてだけ

でなく、治療経過における状態評価の補

助としても有用である可能性が示唆され

た。 

 

(6)NIRS 研究（分担：福田） 

 

精神医療分野における初めての先進医

療「光トポグラフィー検査を用いたうつ

症状の鑑別診断補助」のさらなる実用化

を図るため、標準化した検査法とデータ

解析法を書籍『NIRS 波形の臨床判読－先

進医療「うつ症状の光トポグラフィー検

査」ガイドブック』としてまとめるとと

もに、国立精神･神経医療研究センター

NCNP 病院が開催する「NCNP 光トポグラ

フィー講習会」、「NCNP 光トポグラフィ

ー判読セミナー」、「NCNP 光トポグラフ

ィー検査先進医療ワークショップ」に講

師として協力した。 

こうして標準化された検査法について、

全国 7 施設の双極性障害・うつ病・統合

失調症の患者 673 名と健常者 1007 名を対

象とした多施設共同研究を行い、双極性

障害・統合失調症の 85.5％、うつ病の

74.6％のデータを正しく分類できたとい

う結果を得た。この結果をもとに、先進

医療の検査は「D236-2 光トポグラフィ

ー 2. 抑うつ症状の鑑別診断の補助に使

用するもの」として、2014 年 4 月より保

険収載された。 

こうした実用化は、精神疾患の診療の

客観性や定量性の改善に資するとともに、

精神医療の可視化により当事者中心の医

療を推進する手がかりとなるもので、結

果として精神医療の向上と医療経済の改

善をもたらすものである。 

  

  

(7)MRI 研究（分担：山下） 

 

 NIRS 所見の背景にある脳構造変化を



  

明らかにするための試みとして平成 25年

度に開発した全脳の客観的脳容積評価手

法を発展させ、脳体積に影響を与える年

齢や性別などの因子を数学的に調整した

上で個別症例の脳体積の異常度を算出す

るソフトウェアプログラムを開発し、ウ

ェブ上に公開した。 

  

(8)MRI 研究（分担：鈴木） 

 

統合失調症の神経発達病態を明らかに

するために、初回エピソード統合失調症

（FES）患者、および健常者を対象に、構

造 MRI を用いて視床間橋および透明中隔

腔の出現頻度を調べ、大きさを計測した。

また、同じく FES 患者と健常者、および

At Risk Mental state（ARMS）患者におけ

る嗅溝の深さを計測した。視床間橋の前

後長は患者群で健常者群より短く、縦断

的検討では両群ともに経時的な短縮を示

した。透明中隔腔の大きさには両群間の

差や経時的な変化はなかった。FES 患者

群の嗅溝は健常者群より有意に浅かった

が、両群ともに経時的な変化は示さなか

った。また ARMS 患者においても、健常

者に比較して嗅溝が有意に浅かった。 

 

(9)MRI 研究（分担：根本） 

 

統合失調症では軽度ではあるものの、

上側頭回、前頭葉内側面、海馬などに萎

縮が認められることが明らかとなってい

る。統合失調症に特徴的な形態萎縮が認

められるのであれば、MRI を用いた統合

失調症の鑑別診断が可能となる。しかし、

これまで臨床で簡便に使うことのできる

ツールは開発されてこなかった。このた

め、本研究では統合失調症鑑別ソフトウ

ェアの開発を行ってきた。具体的には、

最初に日本人の 20 代～30 代の統合失調

症患者に特徴的な関心領域を抽出し、そ

の領域から得られる指標を用いての判別

能を検討した。次に、臨床でも使いやす

いようにユーザーインターフェイスも考

慮したツールボックスの開発を行った。

その後、汎用性および診断精度を高める

ためにより多くのデータセットから関心

領域およびノーマルデータベースを作成

し直した。その結果、関心領域の中で健

常者に比べて萎縮している領域の占める

割合に着目することで、統合失調症患者

を ROC 解析にて AUC0.77-0.87 程度で判

別することができた。 

  

(10)ERP 研究（分担：住吉） 

 

精神病発症ハイリスク (at-risk mental 

state, ARMS)者における事象関連電位の

変化と発症予測への応用について、

reorienting negativity（RON）およびミスマ

ッチ陰性電位(MMN)を対象に検討した。

ARMS 者、初発統合失調症(first episode 

schizophrenia, FES)患者、慢性統合失調症

(chronic schizophrenia, CS)患者、健常者

(normal controls, NC)を対象とした。RON、

dMMN 振幅ともに NC > FES 患者、NC 

>CS 患者の有意差を認めた。ARMS 者の

RON 振幅および dMMN 振幅は、NC に比

べ減少傾向を認めた。次に、ARMS 者を

後に統合失調症に移行する converters 群

と移行しない non-converters群に分けて検

討を行った。dMMN 振幅においては

converters 群＜non-converters 群の有意差

を認めた。さらに、converters 群の RON



  

振幅 non-converters群に比べ減少傾向を認

めた。次に dMMN の発生源電流密度の三

次 元 脳 画 像 化 を low-resolution brain 

electromagnetic tomography (LORETA)法を

用いて行い、FES と NC 間で比較した。

結果として、dMMN の振幅および側頭葉

の LORETA 電流密度について、NC＞FES

患者の有意差を認めた。以上の所見は、

統合失調症の発症メカニズムの解明およ

び早期診断につながると考えられた。 

 

(11)血中物質研究（分担：橋本） 

 

メタ解析より、脳由来神経栄養因子

（BDNF: Brain-derived neurotrophic factor）

が、うつ病の血中バイオマーカーとして

有用であることが報告された。本研究に

おいて、うつ病患者の血清中の成熟型 

BDNF 濃度は、健常者と比較して有意に

低下していた。また血清中 proBDNF 濃度

は両群で差は無かった。双極性障害患者

の血清中の前駆体 proBDNF濃度は健常者

と比較して低下してが、逆に、成熟型

BDNF 濃度は、健常者として比較して増

加することを見出した。一方、統合失調

症患者については、血漿中の成熟型BDNF

濃度は健常者と比較して差は無かった。

本研究結果から、血清中の proBDNF およ

び成熟型 BDNF の測定は、うつ病と双極

性障害の鑑別診断に有用であることが示

唆された。 

 

E．結論 

 

先進医療「光トポグラフィー検査を用

いたうつ症状の鑑別診断補助」のさらな

る実用化を図るため、標準化した検査法

とデータ解析法を書籍『NIRS 波形の臨床

判読－先進医療「うつ症状の光トポグラ

フィー検査」ガイドブック』としてまと

めるとともに、国立精神･神経医療研究セ

ンターNCNP 病院が開催する「NCNP 光ト

ポグラフィー講習会」、「NCNP 光トポグ

ラフィー判読セミナー」、「NCNP 光トポ

グラフィー検査先進医療ワークショッ

プ」に講師として協力した。 

こうして標準化された検査法について、

全国 7 施設の双極性障害・うつ病・統合

失調症の患者 673 名と健常者 1007 名を対

象とした多施設共同研究を行い、双極性

障害・統合失調症の 85.5％、うつ病の

74.6％のデータを正しく分類できたとい

う結果を得た。この結果をもとに、先進

医療の検査は「D236-2 光トポグラフィ

ー 2. 抑うつ症状の鑑別診断の補助に使

用するもの」として、2014 年 4 月より保

険収載された。 
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研 究 要 旨 

 
精神医療分野における初めての先進医療「光トポグラフィー検査を用いたう

つ症状の鑑別診断補助」のさらなる実用化を図るため、標準化した検査法とデ

ータ解析法を書籍『NIRS 波形の臨床判読－先進医療「うつ症状の光トポグラフ

ィー検査」ガイドブック』としてまとめるとともに、国立精神･神経医療研究セ

ンターNCNP 病院が開催する「NCNP 光トポグラフィー講習会」、「NCNP 光ト

ポグラフィー判読セミナー」、「NCNP 光トポグラフィー検査先進医療ワークシ

ョップ」に講師として協力した。 

こうして標準化された検査法について、全国 7 施設の双極性障害・うつ病・

統合失調症の患者 673 名と健常者 1007 名を対象とした多施設共同研究を行い、

双極性障害・統合失調症の 85.5％、うつ病の 74.6％のデータを正しく分類でき

たという結果を得た。この結果をもとに、先進医療の検査は「D236-2 光トポ

グラフィー 2. 抑うつ症状の鑑別診断の補助に使用するもの」として、2014 年

4 月より保険収載された。 

こうした実用化は、精神疾患の診療の客観性や定量性の改善に資するととも

に、精神医療の可視化により当事者中心の医療を推進する手がかりとなるもの

で、結果として精神医療の向上と医療経済の改善をもたらすものである。 
  

 

 

A．研究目的 

 

(1)精神疾患についての脳画像検査の現状 

 精神疾患の診断と治療は、基本的には

臨床症状にもとづいて行われている。

CT・MRI・SPECT・NIRS などの脳画像検

査は、診療においては脳器質性精神疾患

を除外することを目的に実施されること

が多い。 

 いっぽう研究においては、統合失調症

を始めとする精神疾患について脳画像検

査でさまざまな所見が認められることが



  

明らかとなってきた。例えば統合失調症

においては、脳室の拡大、脳溝の開大、

上側頭回や前頭葉の萎縮などの所見であ

る。これは、脳画像検査法の技術的進歩

やデータ解析法の発展により、精神疾患

で認められる微細な所見を捉えやすくな

ってきたことによるものである。 

 こうした所見は群間比較における有意

差として認められるものであり、健常群

や他の精神疾患群との重なりは多い。そ

のため、個々の症例においてそうした所

見が確認できても、そのままで診断や治

療に応用できるわけではない。認められ

た所見は正常範囲内と判断され、診療に

生かされないままで見過ごされている現

状がある。 

 

(2) 脳画像検査実用化の意義 

しかし、脳研究の進歩により情動（｢感

情脳｣）や対人関係（｢社会脳｣）や自我機

能（｢自我脳｣）など精神疾患において重

要な精神機能の脳基盤が明らかになって

きているので、たとえ正常範囲内であっ

てもそうした所見の意義を問う価値はあ

ると考えられる。 

 そうした検査の診療における有用性と

しては、次のようなことが考えられる。

①診断が確定していない時点での補助検

査としての利用、②精神疾患の診断が確

定したうえで病態の進行（臨床病期）を

検討するための目安としての利用、③治

療効果や回復を判定する指標としての利

用、④それらのことを通じて当事者や家

族が病気や障害を受け止めたうえで主体

性と能動感をもって医療や福祉に臨むこ

とを推進するための利用、などが考えら

れる。 

 

(3) 先進医療としての NIRS 

NIRS 検査は 2002 年 4 月より保険収載

されており（検査項目：D236-2 光トポグ

ラフィー 670 点）、「言語野関連病変（側

頭葉腫瘍等）又は正中病変における脳外

科手術に当たり言語優位半球を同定する

必要がある場合」「難治性てんかんの外

科的手術に当たりてんかん焦点計測を目

的に行われた場合」が適用となっている。 

2009 年 4 月、この NIRS は「光トポグ

ラフィー検査を用いたうつ症状の鑑別診

断補助」として、精神医療分野として初

めての先進医療の承認を受けた。うつ状

態の鑑別診断のための補助検査として有

用性が認められたもので、大うつ病性障

害・双極性障害・統合失調症の臨床的な

診断について、確認したり、見逃しに気

付いたり、患者への説明の際に、補助と

して利用することができる。 

【適応】先進医療の対象となるのは、①

うつ症状を呈している、②ICD-10 の F2

（統合失調症圏）または F3（気分障害圏）

が強く疑われる、③脳器質的疾患に起因

するものではない、の条件を満たす場合

である。13000 円程度で実施している医療

機関が多い。  

【施設基準】先進医療を実施するために

は、施設基準を満たしていることについ

て地方厚生局での承認が必要であり、そ

の概要は以下のとおりである。 

(1)医師についての基準として、①精神

科または心療内科について 5 年以上の経

験がある、②精神保健指定医である、③

光トポグラフィー検査について 1 年以上



  

の経験がある、④光トポグラフィー検査

について 5 症例以上の経験がある。 

(2)保険医療機関についての基準として、

①精神科・心療内科・神経内科・脳神経

外科のいずれかを標榜する、②神経内科

または脳神経外科の常勤医がいる、③臨

床検査技師がいる、④医療機器保守管理

体制が整備されている、⑤倫理委員会が

あり光トポグラフィー検査について承認

を得ている、⑥医療安全管理委員会が設

置されている、⑦ 光トポグラフィー検査

について 5 例以上の実績がある。 

そこで、この先進医療のさらなる実用

化を図り、精神疾患の早期診断に資する

ことを本研究の目的とした。 

 

B．研究方法，C．研究結果 

 

(1) NIRS 検査の標準化 

これまでの研究において確立した

NIRS の標準化検査法およびそれにもと

づいて得られたデータの解析法について

まとめた書籍を作成し刊行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その構成は以下のとおりである。 

 

その内容は以下のとおりである。 

第 1 章 測定の原理 

1.1 NIRS とは 

1.2 NIRS の原理 

 1.3 反射光を用いた脳機能測定 

 1.4 NIRS の神経生理学的基礎 

 1.5 NIRS の長所と短所 

第 2 章 記録法 

2.1 標準化検査法について 

 2.2 実施の条件 

 2.3 検査装置とプローブ装着 

 2.4 測定パラメータの設定 

 2.5 検査環境 

 2.6 言語流暢性課題 

 2.7 課題呈示の実際 

 2.8 検査後の処理 

2.8.1 再検査を要する場合 

  2.8.2 移動平均処理 

  2.8.3 ノイズ・アーチファクトの 

判別 

  2.8.4 Integral 解析 

  2.8.5 平均波形作成 

第 3 章 波形の読み方 

 



  

3.1 波形の解釈 

 3.2 波形パラメータ 

  3.2.1 課題中の反応の大きさ 

  3.2.2 検査全体の反応タイミング 

  3.2.3 課題開始時の傾き 

  3.2.4 側頭部の課題中の 

反応の大きさ 

3.3 よく見られる特徴的な波形 

  3.3.1 左右差 

  3.3.2 ゆらぎ・律動 

3.4 非典型波形 

第 4 章 健常者波形 

4.1 健常者の個別波形 

 4.2 波形に影響を与える要因 

  4.2.1 性別・年齢・課題成績 

  4.2.2 眠気・疲労 

  4.2.3 波形の再現性 

第 5 章 疾患波形 

5.1 大うつ病 

5.2 双極性障害 

5.3 統合失調症 

 5.3.1 再上昇 

第 6 章 多施設共同研究データによる 

     鑑別アルゴリズム 

 6.1 患者群のプロフィール 

 6.2 NIRS 検査アルゴリズムの概要 

 6.3 大うつ病性障害と 

統合失調症の鑑別 

6.4 大うつ病障害と双極性障害の鑑別 

第 7 章 評価の書き方 

7.1 報告書作成の流れ 

7.2 年齢（Line 0）  

7.3 うつ症状の確認（Line 1）  

 7.4 併存疾患（Line 2 ）  

 7.5 検査施行とアーチファクト 

（Line 3）  

7.6 前頭部の波形パターンの評価 

7.6.1 陰転化（Line 4）  

  7.6.2 前頭部の反応の大きさと 

タイミング（Line 5）  

7.7 側頭部の反応の大きさ 

 7.8 典型的でない場合 

第 8 章 症例紹介 

8.1 鑑別診断補助としての活用 

 8.2 診療場面での活用 

8.3 判断が難しい場合・ 

印象に残った症例 

第 9 章 先進医療の実際 

9.1 先進医療の実施状況 

 9.2 国立精神・神経医療研究センター

病院光トポグラフィー（NIRS）

専門外来 

 9.3 東京大学「こころの検査入院」 

プログラム 

第 10 章 検査に必要な書類 

10.1 検査説明書 

 10.2 検査同意書 

 10.3 検査施行記録 

 10.4 検査報告書 

 10.5 診療情報提供書の文例 

第 11 章 検査実施に関する Q&A 

11.1 国立精神・神経医療 

研究センター病院 

11.2 東京大学 

 

(2) NIRS 検査法の普及 

 

①NCNP における講習会とセミナー 

 国立精神･神経医療研究センターNCNP

病院で開催されている、おもに臨床検査

技師を対象とした検査法についての

「NCNP 光トポグラフィー講習会」（2010

年度より）、おもに精神科医を対象とした

結果判読についてのセミナー「NCNP 光



  

トポグラフィー判読セミナー」（2011 年度

より）、おもに先進医療実施施設を対象と

した「NCNP 光トポグラフィー検査先進

医療ワークショップ」（2013 年度より）に

講師として協力した。 

講習会は、解説の後に実際に検査法を

トレーニングするもので、臨床検査技師

を中心とした参加があった。セミナーは、

参加者が持ち寄った個別のデータについ

て判読の意見交換を行うもので、とくに

非典型的で判読が困難なデータについて、

活発な意見交換を行うことができた。 

 
 

この判読セミナーの様子は、NHK スペ

シャル「ここまで来た！ うつ病治療」 

（2012.2.12.）で参加者の声とともに紹介

された。 

 

②学会でのハンズオン 

 第 37 回日本臨床神経生理学会（2007

年）、第 37 回日本臨床神経生理学会（2009

年）、第 6 回日本統合失調症学会（2011 年）

などの学会において、ハンズオンセミナ

を担当し、その場で実際の検査を行うこ

とで標準検査法の普及を図った。 

 

(3) 多施設共同研究の実施と論文発表 

 

先進医療と同じ検査法を用いた多施設

共同研究を行い、その結果を論文として

発表した（Takizawa R et al.: Neuroimaging- 

aided differential diagnosis of the depressive 

state. NeuroImage 85:498-507）。 

 

①多施設論文の概要 

多施設論文の結果は、全国 7 施設の双

極性障害・うつ病・統合失調症の患者 673

名と健常者 1007 名を対象として、1 施設

のデータをもとに定めた基準にもとづい

て他の 6施設のデータを検討したところ、

双極性障害・統合失調症の 85.5％、うつ

病の 74.6％のデータを正しく分類できた、

というものである。 

 
この結果については、いくつか前提が

ある。第一は、対象となった患者につい

ての前提で、DSM-IV-R にもとづく診断が

確実なことを条件としたため、綿密な診

察を行っても診断が難しい患者は含まれ

ていなかった。また、一定の年齢の範囲

である程度のうつ状態にある方を対象と

したので、高齢者やごく軽症の患者は除

外した。さらに測定がうまくできなかっ

たデータも除外した。その結果、最終的

な結果は 185 名（双極性障害 45 名、うつ

病 74 名、統合失調症 66 名）の方につい

て得られたものであった。 

第二は、診断の仕方についての前提で、

うつ状態にある「双極性障害または統合



  

失調症」と「うつ病」の比較が中心で、

双極性障害と統合失調症、あるいは精神

疾患と健常者という比較は補助的なもの

であった。第三は、結果に影響を与える

可能性のある要因についての前提で、多

くの対象者が向精神薬を服用していたの

で、服薬の影響を考慮する必要がある。

また、測定にあたって皮膚の血流の影響

は検討しなかった。 

これら 3 つの前提については、付録の

なかで予備的な解析の結果を示してある

が、結果の意味を考えるうえで念頭に置

く必要がある。 

 

②プレスリリース 

 この多施設論文については、2013.6.17.

にプレス発表を行い、読売新聞などで報

道が行われた。 

 

 

(4)保険収載 

 

 上記の結果などをもとに、精神疾患に

ついての光トポグラフィー検査は 2014年

4 月より保険収載となった。 

 

①保険収載項目 

D236-2 光トポグラフィー 

2. 抑うつ症状の鑑別診断の補助に使用す

るもの 

イ．地域の精神科救急医療体制を確保

するために必要な協力等を行っている精

神保健指定医による場合 400 点 

ロ．イ以外の場合 200 点 

注 1 2 について、別に厚生労働大臣が定

める施設基準に適合しているものとして

地方厚生局長等に届け出た保険医療機関

において行われる場合に限り算定する。 

注 2 別に厚生労働大臣が定める施設基

準に適合しているものとして地方厚生局

長等に届け出た保険医療機関以外の保険

医療機関において行われる場合には、所

定点数の 100 分の 80 に相当する点数によ

り算定する。 

（脳波検査等）通則区分番号 D235 から

D237-2 までに掲げる脳波検査等について

は、各所定点数及び区分番号 D238 に掲げ

る脳波検査判断料の所定点数を合算した

点数により算定する。 

D238 脳波検査判断料 180 点 

 

②保険請求要件 

ア．抑うつ症状を有している場合であ

って、下記の（イ）から（ハ）を全て満

たす患者に実施し、当該保険医療機関内

に配置されている精神保健指定医が鑑別

診断の補助に使用した場合に、1 回に限り

算定できる。また、下記の（イ）から（ハ）

を全て満たしており、かつ、症状の変化

等により、再度鑑別が必要である場合で

あって、前回の当該検査から 1 年以上経

過している場合は、1 回に限り算定できる。 



  

（イ）当該保険医療機関内に配置され

ている神経内科医又は脳神経外科医によ

り器質的疾患が除外されていること。 

（ロ）うつ病として治療を行っている

患者であって、治療抵抗性であること、

統合失調症・双極性障害が疑われる症状

を呈すること等により、うつ病と統合失

調症又は双極性障害との鑑別が必要な患

者であること。 

（ハ）近赤外光等により、血液中のヘ

モグロビンの相対的な濃度、濃度変化等

を測定するものとして薬事法上の承認又

は認証を得ている医療機器であって、10

チャンネル以上の多チャンネルにより脳

血液量変化を計測可能な機器を使用する

こと。 

イ．当該検査が必要な理由及び前回の

実施日（該当する患者に限る。）を診療報

酬明細書の摘要欄に記載する。 

 

③施設基準 

(1)精神科又は心療内科及び神経内科又

は脳神経外科を標榜する保険医療機関で

あること。 

 (2)当該療法に習熟した医師の指導の下

に、当該療法を 5 例以上実施した経験を

有する常勤の精神保健指定医が 2 名以上

勤務していること。 

 (3)神経内科又は脳神経外科において、

常勤の医師が配置されていること。 

 (4)常勤の臨床検査技師が配置されてい

ること。 

 (5)当該療養に用いる医療機器について、

適切に保守管理がなされていること。 

 (6)精神科電気痙攣療法(マスク又は気

管内挿管による閉鎖循環式全身麻酔を行

うものに限る。）を年間 5 例以上実施して

いること。 

 (7)国立精神・神経医療研究センターが

実施している所定の研修を終了した常勤

の医師が 1 名以上配置されていること。 

 (8)当該療法の実施状況を別添 2 の様式

26 の 3 により毎年地方厚生局長等に報告

していること。 

2. 適合していない場合には所定点数の

100 分の 80 に相当する点数により算定す

ることとなる施設基準 施設共同利用率

について別添 2 の様式 26 の２に定める計

算式により算出した数値が 100 分の 20 以

上であること。 

3. 届出に関する事項 光トポグラフィ

ーの施設基準に係る届出は、別添 2 の様

式 26 の 2 を用いること。 

 
 



  

 

  

E．結論 

 

先進医療「光トポグラフィー検査を用

いたうつ症状の鑑別診断補助」のさらな

る実用化を図るため、標準化した検査法

とデータ解析法を書籍『NIRS 波形の臨床

判読－先進医療「うつ症状の光トポグラ

フィー検査」ガイドブック』としてまと

めるとともに、国立精神･神経医療研究セ

ンターNCNP 病院が開催する「NCNP 光ト

ポグラフィー講習会」、「NCNP 光トポグ

ラフィー判読セミナー」、「NCNP 光トポ

グラフィー検査先進医療ワークショッ

プ」に講師として協力した。 

こうして標準化された検査法について、

全国 7 施設の双極性障害・うつ病・統合

失調症の患者 673 名と健常者 1007 名を対

象とした多施設共同研究を行い、双極性

障害・統合失調症の 85.5％、うつ病の

74.6％のデータを正しく分類できたとい

う結果を得た。この結果をもとに、先進

医療の検査は「D236-2 光トポグラフィ

ー 2. 抑うつ症状の鑑別診断の補助に使

用するもの」として、2014 年 4 月より保

険収載された。 

 

F．健康危険情報：なし 

 

G．研究発表 

 

1．論文発表 
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3．その他 

 

(1)先進医療の承認と保険収載 

 本研究により得られた成果を発展させ

て先進医療に申請し、2009 年 4 月より「光

トポグラフィー検査を用いたうつ状態の

鑑別診断補助」が承認となった。 

 さらにこの先進医療は、2014 年 4 月に

「D236-2 光トポグラフィー 2. 抑うつ

症状の鑑別診断の補助に使用するもの」

として保険収載となった。 

いずれも、精神医療分野では初めての

承認であり、また NIRS の診療としての承

認として世界で初めてのものである。 

 

(2)国際学会でのシンポジウム組織 

 2009 年 6 月にパリで開催された第 9 回

世界生物学的精神医学会  9th World 

Congress of Biological Psychiatryにおいて、

NIRS の精神疾患への臨床応用について

のシンポジウム S-05「精神医学における

近赤外線スペクトロスコピィの現状と展

望 Near-infrared Spectroscopy in Psychiatry: 

Current Status and Future Prospect」を組織

し座長と発表を務めた。 

 また、2010 年 11 月に神戸で開催された

第 29 回世界臨床神経生理学会  29th 

International Congress of Clinical 

Neurophysiology において NIRS の精神疾

患への臨床応用についてのシンポジウム

S25「近赤外線スペクトロスコピィの臨床

精神医学へ応用 NIRS Application in 

Clinical Psychiatry」を組織し座長と発表を

務めた。 

 

(3) Nature 誌での紹介 

 

 本研究に関連した記事および解説が

Nature 誌（2011 年 1 月 13 日号）の Feature 

News 欄（Nature 469, 148-149; 2011 に 2 頁）

と Editorial 欄（Nature 469, 132; 2011 に半

頁）で紹介された。 

 

(4)Nature 誌の記事についての補足解説 

 

 上記の Nature 誌の記事と解説は、必ず

しも正しい理解にもとづくものでなかっ

たため、その解説を Nature 誌のオンライ

ン版にコメントとして投稿するとともに、

冊子『NIRS 波形の臨床判読－先進医療

「うつ症状の光トポグラフィー検査」ガ

イドブック』の 113 頁に発表した。 

 

①Nature 誌オンライン版の投稿コメント 

 

NIRS under validation: 

Advanced Medical Technology Programme 

in Japan 

 

As the interviewee for the feature news about 

near-infrared spectroscopy (NIRS) application 

in psychiatry (Nature 469, 148-149; 2011), I 

provide additional information on the Japan’s 

Advanced Medical Technology (AMT) 

Programme for precise understanding of its 

editorial (Nature 469, 132; 2011).  

 

AMT is regarded as an intermediate stage 

between medical research and clinical 

application stages. Ministry of Health, Labour 



  

and Welfare defines AMT as the technology 

that needs evaluation for clinical usefulness, i.e., 

‘whether the technique is ready for the clinics’. 

NIRS has been exclusively approved as an aid 

for differential diagnosis of depressive state 

presumed to result from mood disorders and 

schizophrenia. At the end of 2010, only 9 

hospitals, chiefly university hospitals, met the 

AMT requirements stipulated by the Ministry. 

Patients should give their written informed 

consents after gaining a complete 

understanding of the AMT, and their costs are 

not covered under health insurance. Hence, the 

AMT represents the technologies that are under 

validation. 

 

All these characteristics are quite similar to 

those of clinical trials of new drugs (Phase 

II/III). After validation, only those yielding 

successful results in many patients will be 

introduced in clinical practice and be covered 

by health insurance. In the sentence ‘Japan’s 

advanced medical technologies programme is 

blurring the line between protocols that have 

been properly validated and those that have not’ 

(editorial), ‘is blurring’ should be revised as 

‘situated on’.  

 

We are now submitting a manuscript of a 

multisite validation study with data of more 

than 500 patients and 1000 controls, and have 

also started its replication study by using data 

obtained from the AMT Programme. Although 

NIRS have several limitations compared with 

other functional neuroimaging techniques such 

as fMRI, NIRS application is useful in the field 

of psychiatry owing to its strength of 

monitoring brain function in rather natural 

settings (real-world neuroimaging).  

 

②『NIRS 波形の臨床判読』での解説 

 

先進医療についての Nature 誌の記事への 

補足解説 

 

  Nature 誌（第 469 巻・2011 年 1 月 13

日号）に、日本の先進医療「光トポグラフ

ィーを用いたうつ症状の鑑別診断補助」に

ついての紹介記事（Feature News 欄，Nature 

469, 148-149; 2011）と解説記事（Editorial

欄，Nature 469, 132; 2011）が掲載されまし

た。私どもの取組みと関連が深い内容です

ので、説明を補足させていただきます。 

  

 Nature 誌の記事は、「こころの健康に問

題をもつ人々により良いケアを提供しよう

とすることは貴い志であり to offer better 

care to people with mental-health problems is a 

noble motive」、「この試みは利益追求では

ない真摯なものと思われ their attempts to use 

it seem sincere, and not motivated by profit」、

「先進医療の規則に適切に従って有効と考

える検査を誠実に実施している they are 

following Japan ’ s advanced medical 

technology protocol properly and offering, in 

good faith, a diagnostic test that they believe 

works」として、その目的・態度・実施法に

ついて一定の評価をしています。そのうえ

で、「さまざまな施設における再現性の確

認が行なわれておらず The tests have not 

been reproduced in various clinical settings as 

one might hope」、「こころの健康への応用に

ついてのコンセンサスも得られていない

There is … much less clear consensus on how 

to apply them to mental health」という問題点

を指摘して、「願望とともに科学が必要で

ある needs to have science alongside desire at 

its heart」と結んでいます。 

  

 こうした評価と問題点の指摘は、先進医

療の制度や私たちの考えと一致するもので

す。先進医療は、「保険給付の対象とすべき



  

ものであるか否かについて、適正な医療の

効率的な提供を図る観点から評価を行うこ

とが必要な療養」（健康保険法等の一部を

改正する法律・平成 18 年法律第 83 号）と

定義されており、「将来的な保険導入のた

めの評価を行う」（厚生労働省ホームペー

ジ）ための制度です。「有効性・安全性・技

術的成熟度・社会的妥当性・現時点での普

及性・効率性・将来の保険収載の必要性」

の観点から先進医療専門家会議が適格性を

審査し承認するもので、適応となる対象と

実施のための医療機関の要件が厚生労働省

により定められています。その要件を満た

していることについて地方厚生局の承認を

得た施設のみが実施できます（2010 年末で

大学病院を中心とする 9 施設）。こうした制

度やその背景にある考え方は、Nature 誌が

指摘している内容と一致しているものと考

えられます。 

  

 先進医療を実施するにあたっては、こう

した内容を文書により説明し、署名により

同意を得ることが厚生労働省により義務づ

けられています。したがって、実際に光ト

ポグラフィー検査を受けられた方は、こう

した先進医療の趣旨と限界をご理解いただ

いたうえで希望されていますし、また私た

ちも誤解が生じることがないようできるだ

け丁寧な説明を心がけています。ただ、医

療制度は国ごとに大きく異なり、しかも先

進医療は日本の医療制度のなかでも特別な

位置づけですので、海外の読者にはこうし

た状況の理解が難しかった可能性がありま

す。 

  

 Nature 誌から指摘のあった再現性の問題

点については、すでに 500 名以上の精神疾

患患者を対象とした多施設研究を実施し、

その結果を論文として投稿しています

（Feature News 欄の記事のなかで紹介）。ま

た、先進医療で得られたデータについても、

その評価のための検討を始めています。そ

れらの結果が公表できるようになりますと、

求められている「科学 science」をお示しで

きることになると思います。 

  

 「明快な生物学的指標がないために主観

的な診察結果にもとづいて診断を行なわな

ければならない in the absence of clear-cut 

biological markers for such disorders, doctors 

depend on subjective examination」精神疾患に

とって、光トポグラフィー検査の原理であ

る NIRS は、「妥当性の検証が行なわれれば、

簡便で、短時間で実施可能で、他の診断技

術と組み合わせることで強力となりうるツ

ール easy, quick and, perhaps combined with 

other diagnostic techniques, could be a 

powerful tool, if the right validation studies are 

done」であると位置づけられています。精

神疾患への NIRS の臨床応用を発展させる

ことで、その診断と治療と予防に有用な臨

床のツールが確立され、精神疾患をもつ

人々の苦痛の軽減と、生活の回復と、希望

と幸せの増進に資することが期待されます。 

  

 NIRS を用いた精神疾患についての研究

は、世界の 2/3 が日本で行なわれており（英

文原著論文数）、日本から世界に情報を発信

することができる分野です。日本における

小さな動きを Nature 誌が 2 頁半を割いて紹

介したのは、精神疾患についてのこうした

取組みの必要性を理解していただいてのこ

とではないかと想像しています。私たちは

日本の医療関係者として、NIRS の精神疾患

への臨床応用を発展させ、世界の精神医療

に貢献し、精神疾患をもつ人々ために少し

でもお役に立ちたいと希望しています。そ

のための努力を、今後も続けていきたいと

考えております。 

 

(5)マスメディアでの報道 

 



  

 研究と関連した成果が、以下のマスメ

ディア報道があった。 

[1] NHK 総合放送：番組・NHK スペシャ
ル「ここまで来た！ うつ病治療」
（2012 年 2 月 12 日） 

[2] 信濃毎日新聞：「問診主体の診断を補
助－前頭葉の血流量を調べる検査」
（シリーズ：現代を映すこころの病 
第 2 章「従来型」うつ病の今⑦），
2012.6.8. 

[3] 日経産業新聞：うつ症状、高精度で特
定－群馬大など 光トポグラフィー
で．2013.6.21. 

[4] 読売新聞：光トポグラフィー検査－精

神疾患 血液量で診断．2013 年 9 月 5
日・夕刊． 

[5] 日経メディカル：精神疾患を客観的に

評価－NIRS でうつ症状を鑑別．2013
年 10 月号・特別編集版． 

[6] サイエンスチャンネル（科学技術振興

機構 JST）：脳の疾患を可視化する．2014
年 1 月 31 日． 

[7] メディカル朝日：可視化による鑑別診

断補助で客観性・定量性を高める．2014
年 2 月号：22-23. 

 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

 

 本研究に関連した特許「疾患判定支援

システム（川崎真護，市川祝善，川口文

男，川口英夫，田中尚樹，三國雅彦，福

田正人，第 4518281 号，2010.5.28.）が、

中国（第 ZL200680020678.9 号， 2012.10. 

31.）およびアメリカ（第 US8386192B 号， 

2013.2.26.）で成立した。 

 また、特許「生体光計測装置」（川崎真

護，市川祝善，川口文男，川口英夫，田

中尚樹，三國雅彦，福田正人；第 4555230

号，登録年月日 2010.7.23.）が、EU で成

立した（第 1665985B1 号，2013.8.14.登録）。 

 



  

厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野）） 

分担研究報告書 

 

NIRS を用いた精神疾患の早期診断についての実用化研究 

〔分担研究課題〕神経認知機能を用いた精神病の早期診断 

 

分担研究者 住吉太幹（国立精神・神経医療研究センター 上級専門職） 

 
 

研 究 要 旨 

精神病発症ハイリスク(at-risk mental state, ARMS)者における事象関連電位の変化

と発症予測への応用について、reorienting negativity（RON）およびミスマッチ陰性

電位(MMN)を対象に検討した。ARMS 者、初発統合失調症(first episode schizophrenia, 

FES)患者、慢性統合失調症(chronic schizophrenia, CS)患者、健常者(normal controls, 

NC)を対象とした。RON、dMMN 振幅ともに NC > FES 患者、NC >CS 患者の有意

差を認めた。ARMS 者の RON 振幅および dMMN 振幅は、NC に比べ減少傾向を認

めた。次に、ARMS 者を後に統合失調症に移行する converters 群と移行しない

non-converters 群に分けて検討を行った。dMMN 振幅においては converters 群＜

non-converters 群の有意差を認めた。さらに、converters 群の RON 振幅 non-converters

群に比べ減少傾向を認めた。次に dMMN の発生源電流密度の三次元脳画像化を

low-resolution brain electromagnetic tomography (LORETA)法を用いて行い、FES 

と NC 間で比較した。結果として、dMMN の振幅および側頭葉の LORETA 電流密

度について、NC＞FES 患者の有意差を認めた。以上の所見は、統合失調症の発症

メカニズムの解明および早期診断につながると考えられた。  

 

A．研究目的 

脳波から抽出されるミスマッチ陰性電

位(mismatch negativity, MMN)、P300 (P3a, 

P3b) な ど 事 象 関 連 電 位 (event-related 

potentials, ERRs)のうち、MMN は注意に依

存しない(pre-attentive)成分とされる。特に、

持続長 MMN(dMMN)の振幅は、統合失調

症で減弱し、発病初期や前駆期において

すでに変化することが知られている。ま

た、注意方向の再補正を反映する

reorienting negativity（RON）は P3a に続い

て出現する陰性成分で、刺激呈示から

400-600 ミリ秒後にピークを示す。 

本研究では dMMN/P3a/RON について、

精神病発症ハイリスク(at-risk mental state, 

ARMS)者、初発統合失調症(first episode 

schizophrenia, FES)患者,  慢性統合失調

症(chronic schizophrenia, CS)患者、健常者

(normal controls, NC)間で比較を行った。

さらに、後に統合失調症に移行する

ARMS 者と移行しない ARMS 者間で、ベ

ースラインにおけるこれら ERRs 成分の

比較を行った。また、low-resolution brain 

electromagnetic tomography (LORETA)法



  

を用いた dMMNの発生源電流密度の三次

元脳画像化を行い、FES と NC 間で比較

を行った。 

 

B．研究方法 

精 神 疾 患 の 分 類 と 診 断 の 手引 き

(DSM)-IV-TR 版の統合失調症あるいは統

合失調症様障害の診断基準を満たし、発

症から 2 年以内の患者 19 名（FES 群; 男/

女=9/10, 平均+標準偏差  年齢 (歳 ) = 

22.8+5.2）、発症から 2 年以上の患者 19 名

（CS 群; 9/10, 22.9+3.6）、Yung (2003）の

診断基準を満たす ARMS 者 19 名（9/10, 

19.4+3.6）、および NC19 名（9/10, 19.4+2.5）

を対象とした。本研究は富山大学医学部

倫理委員会で承認され、すべての被験者

より文書による同意を得て行われた。 

前頭(Fz)誘導における dMMN/P3a/RON

の測定は、Higuchi et al. (in press)に準じた。

また、LORETA 法を用いた発生源電流密

度の脳画像化は、既報(Pascual-Marqui et al. 

1999)に準じて行った。 

 

C．研究結果 

1) dMMN 振幅は、HC>FES, CS; ARMS> 

CS の有意差を認め、RON 振幅は HC>FES, 

CS の有意差を認めた。P3a については有

意な群間差は認めかなった（図 1 に波形

を, 図 2 に群間比較を示すプロットを示

す）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 

 

図 2 

 

2) ARMS 者において、後に統合失調症に

移行した 4名(converters, Conv)と移行しな

かった 15 名(non-convertets, Non-C)との間

で、ベースラインにおける各 ERPs 成分の

振幅を比較した。 dMMN 振幅は、

Non-C>Conv の有意差を認める一方、Conv

群と FES 群、および Non-C 群と NC 群間

には有意差は認めなかった。RON 振幅に

ついては、Non-C>Conv の有意傾向を認め

た。（図 3 に波形を, 図 4 に群間比較を示

すプロットを示す）。 



  

図 3 

 
図 4 

 

 

3) dMMN 電流密度は、側頭葉内側部（海

馬傍回、海馬など）や前頭葉（前部帯状

回など）において、ES 群＜健常群の有意

差を示した(図 5)。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 

 

 

D．考察 

本研究における所見は、dMMN 振幅が

ARMS 者の統合失調症への移行のバイオ

マーカーであることを示唆する先行研究

の結果を支持する。さらに RON 振幅も統

合失調症発症のマーカーとなる可能性が、

今回初めて示された。 

また、統合失調症の初期における

dMMN 電流密度の三次元分布の変化が、

本研究により初めて示された。特に、同

疾患の病態生理と関連する側頭・前頭部

の脳部位において、dMMN 電流密度の低

下を認めた。 

  

E．結論 

ERPs などの神経認知機能の評価は、統

合失調症前駆期への早期介入に資すると

考えられた。 

  

F．健康危険情報：なし 
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研 究 要 旨 

精神疾患の早期診断・治療や予防においては、客観的な検査指標を用いるこ

とで各臨床病期に応じた適切な医療の選択が可能となると考えられるが、その

方法は未確立である。本研究は、臨床応用可能性の高いと考えられる NIRS を

臨床症状との関連を病初期から縦断的に検討し、各臨床病期を検査結果にもと

づいて判断する方法を確立することを目的としている。同時に、その精度を高

めるため同時期に縦断的に測定した MRI・ERP/MEG・神経心理検査(BACS)・

遺伝子・生化学マーカーの各臨床検査指標との関連研究も行っている。双生児

研究の手法を用いた NIRS の研究では、前頭葉における NIRS 信号の一部が遺伝

的影響を受けていることを報告した。また、抑うつ状態を呈し大うつ病性障害

と診断された患者群、統合失調症の発症高危険群 Ultra-High Risk(UHR)の NIRS

測定を行い、患者の転帰をフォローしたところ、全体としては重症度や機能レ

ベルの改善が認められた一方で、前者の一部では双極性障害への診断移行が見

られ、後者の一部では初発精神病エピソードの発症が見られた。後に双極性障

害への診断変更が必要となった者とそうでない者、統合失調症を発症した者と

そうでない者のベースラインでの NIRS 信号を比較したところ、予備的な検討

ながら、NIRS 信号がその後の発症や診断変更を予測する可能性が示唆された。 

 

 

A. 研究目的 

精神疾患の診断と治療は問診や臨床症状

によって行われ、そのために用いることの

できる臨床検査がないことは限界のひとつ

である。こうした背景から実用的で客観的

なバイオマーカーの探索が切に望まれてい

る。 

自然な姿勢・環境で施行可能で、非侵襲

的で簡便な近赤外線スペクトロスコピー

(NIRS)による脳機能計測法は、精神疾患の

臨床検査として最も臨床応用可能性の高い

測定法のひとつである。 

例えば「うつ症状」のような精神症状は、

さまざまな精神疾患で病初期に呈しうる疾

患非特異的な症状である。例えば単極性う

つ病と双極性障害や単極性うつ病と統合失



  

調症の鑑別は、臨床上困難となることもあ

る。そのため脳機能基盤を把握することで

鑑別診断を補助する NIRS 技術は、臨床現

場でうつ症状のある患者の鑑別診断の際に

補助検査として医師の診断や治療方針の決

定に役立ち、精神疾患の可視化により、患

者中心の医療の一役を担うものと思われる。 

ただし、いかなる生物学的基盤をもった病

初期の精神症状かをさらに精度高く明らか

にするためには、その他の神経画像

(MRI)・神経生理検査（ERP/MEG）・神経

心理検査(BACS)との関連や、転帰を調査す

る縦断的なフォローアップ測定が必要であ

る。 

本研究では NIRS を縦断的に複数回計測

することにより、遺伝子・血中生化学マー

カーとの組み合わせを検討する。うつ症状

などの病初期の精神疾患患者の生物学的基

盤を明らかとし、精神疾患の同定・鑑別、

症状の進行・回復、転帰を把握するために

有力な手がかりとなるバイオマーカーの確

立を目指す。 

 

B. 研究方法 

対象は、東京大学医学部附属病院精神神

経科を受診し、外来・入院をした患者群（一

部に当科で運営する「こころの検査プログ

ラム」に参加した他院通院中の患者を含む）

と、スクリーニング検査で NIRS 計測時に

精神疾患を呈していないことを確認した、

健常対照者（一部広告にてリクルートした

一卵性・二卵性早生児群を含む）である。

統 合 失 調 症 圏 に は 発 症 高 危 険 群

Ultra-High Risk(UHR)の患者(SIPS/SOPS

に即して診断)も含んでいる。 

本研究は東京大学医学部倫理委員会に承

認され、被検者には事前に趣旨を説明し書

面にて同意を得た。 

言語流暢性課題(VFT)施行時の前頭・側頭

部の NIRS 信号の変化を、ETG-4000(52 チ

ャンネル・HITACHI メディコ社製)を用い

て測定した。測定手順・教示は、多施設共

同研究「こころの健康に光トポグラフィー

検査を応用する会」の検査プロトコールに

従った。 

最初の測定時点から、3 カ月・6 カ月・9

か月・12 か月・18 か月・24 カ月・36 か月

と可能な限り縦断的に NIRS 計測を行い、

同時期に DSM に即した構造化面接による

診断と、自己記入式・他者評価式の臨床評

価を行った（一部の健常対照者にも同様の

縦断的計測を行った）。 

NIRS と同時期に、その他の神経画像

(MRI)・神経生理検査（ERP/MEG）・神経

心理検査(BACS)、採血（遺伝子・血中生化

学マーカー）も行った。 

縦断研究については、診断または状態像

ごとに、(1)まず Baseline 時に臨床検査デー

タが、その後の発症、診断変更の可能性、

症状の変化、生理的指標との関連について

検討し、(2)次に Baseline 時からの各縦断計

測時期の臨床検査データが、臨床症状・社

会的機能変化との関連を検討した。 

 

C. 研究結果 

1. うつ状態の鑑別診断補助 

NIRS を用いて前頭・側頭葉を中心とし

た脳機能計測を行い、精神疾患患者は脳機

能不全を示唆する所見を示し、さらに単極

性うつ病、双極性障害、統合失調症それぞ

れに特徴的な脳機能障害を示唆する NIRS

データを見出し、約 7～8 割の精度で大うつ

病性障害・双極性障害・統合失調症を弁別

するアルゴリズムを確立した。 



  

 

 

その後、1000 名を超える大規模な多施設

共同研究においても再現された(Takizawa 

et al. 2014)。 

 

 

これらの研究過程から、先進医療「光ト

ポグラフィー検査を用いたうつ症状の鑑別

診断補助」として 2009 年 4 月より承認と

なった（平成 21 年 厚生労働省告示第 223

号）。この承認は精神科領域として初めての

先進医療である。NIRS を応用した精神科

臨床の臨床検査は世界でも初めてであり、

この取り組みは一般国民の関心も高く、

NHK テレビや新聞等のマスメディアでも

多く取り上げられた。さらに、2014 年 4 月

より、うつ状態の鑑別診断補助として、

NIRS 測定が保険適用となった。 

 

2. 気分障害圏における検討 

東京大学医学部附属病院精神神経科では、

検査入院において先進医療として NIRS を

施行する体制も整えており、2009 年 9 月

-2014 年 3 月末までに、うつ症状を呈した

患者約600症例のBaseline測定を実施した。 

気分障害圏（F3）の先進医療開始後の横断

的データでは、DSM に即した診断と NIRS

信号パターンとの一致率は、被検者全体で

は約 5 割(大うつ病性障害(MDD))と 6 割（双

極性障害(BP)）となり、先行研究の約 7-8

割という結果に比べて低下した。ただし、

今回のデータで、うつ症状を呈しメランコ

リー型の気分障害患者に絞ると約 7 割

（MDD:65.0％, BP:69.4%）の一致率と同等

の結果になった。 

また、初回測定時に大うつ病性障害と臨

床診断された患者では、18 ヶ月後の調査で

臨床診断が双極性障害と変更になった 6 名

中 5 名において、初回 NIRS 信号の積分値

が前頭～側頭部の広範囲で大きく、NIRS

重心値が右背外側前頭前野で遅れる、双極

性障害の波形パターンを示していた。 

 

 
 

3. 統合失調症圏における検討 

統合失調症圏（F2）では、NIRS の横断

的な検討において、UHR 群ですでに健常者

に比して有意に賦活反応性が低下している

部位や、初発統合失調症や慢性統合失調症

へと病期が進んでいくに従って低下してい

く部位を見出した。また、前頭葉背外側に

おける減衰が低い発症年齢と関連すること

を明らかにした。 

2009 年 9 月-2014 年 3 月末までに、統合

失 調 症 初 発 （ FEP: First-Episode 



  

Psychosis）群、UHR 群合わせて約 100 名

の Baseline の NIRS を測定し、3 カ月毎の

短期的な転帰について、フォローアップ計

測で縦断的検討を行った。 

FEP の NIRS の縦断的な検討においては、

(1)最初の NIRS 信号が 3 ヵ月後の GAF（全

般的機能評価）改善度を予測する可能性が

示唆され、(2)約 12 ヵ月後に NIRS 信号が

統合失調症の典型信号変化として指摘され

てきたパターンに近づき、Takizawa et al 

(2008) と同様に前頭部における GAF との

有意な相関を認めた。 

 

 

 UHR 及び FEP の転帰を検討した結果、

全体としては縦断調査エントリー6 ヶ月

後・12 ヶ月後の重症度や機能レベルは回復

傾向にあったが、6 ヶ月後では 7.1%（2/27

名）、12 ヶ月後では 8.0%（2/24 名）、24 ヶ

月後では 35.3%（6/17 名）の UHR におい

て、精神病エピソードの基準を満たした状

態に移行していることを明らかにした。こ

のうち、NIRS 検査に協力の得られた者に

ついての検討では、UHR 群において、初回

NIRS 測定後に発症した患者群（N=6）で

は、発症していない群（N=31）と比べて、

初回 NIRS 信号の右前頭前野の一部で賦活

が小さい傾向が認められた。 

 

MRI では、2010 年に自閉症スペクトラ

ム障害（ASD）当事者や慢性期の統合失調

症で体積が減少していると報告した下前頭

回について、さらに 20 名の UHR 群と 20

名の初発統合失調症群、およびそれぞれの

健常対照 20 名ずつの合計 80 名で検討し、

関係妄想などの対人的な推論や意味付けの

障害に関与すると考えられる下前頭回の灰

白質体積減少が、病初期や更には UHR の

時点から存在し、しかも慢性期とは異なり

下前頭回の三角部に限局していることを示

した。また、これらの対象の一部に施行し

た語意判別の課題施行中にも、さらには他

者の感情の理解を要する課題を施行中にも

functional-MRI での脳活動の低下を UHR

群と統合失調症群の両方で認めた。 

ERP では、2008 年から UHR 群と初発統

合失調症（FES）群、健常群を対象にミス

マッチ陰性電位（MMN）の測定を開始した。

2011 年の段階では、 Duration MMN にお

いて UHR 群が健常群よりも振幅が有意に

小さかった。Frequency MMN 振幅は 3 群

間で有意差を認めなかった。 

神経心理検査（BACS）では、病期横断

的に行った検討では、言語性記憶、運動速

度、注意と情報処理速度で病期の進行に伴

う認知機能の低下を認めた。特にこれらの

ドメインで精神病発症リスク(UHR)群（1b



  

期）で既に健常者と比較して低下が認めら

れたことは、精神病発症リスクの初期のス

クリーニングに有用である可能性を示唆す

る。 

また縦断検討例に対して行った解析では、

UHR 群、FEP 群の 0 ヶ月と 6 ヶ月で、診

断の主効果のみを認め検査時期の交互作用

を認めなかったものの、追跡期間中に UHR

群から FEP 群へ移行した症例で、認知機能

の低下を認めた。また追跡開始時の注意機

能や実行機能がその後の機能改善と関連を

示した。この結果は、BACS で評価される

認知機能が発症や予後予測因子となる可能

性を示唆する。 

MEG では、MEG では健常者 37 名と慢

性期統合失調症 37 名を対象とし、統合失調

症群で左右両側性のduration MMNの振幅

減衰を認めたが、frequency MMN では認

めなかった。D 型セリンの群間比較を行い、

慢性期統合失調症で有意な低下を認めたが、

MMN と D 型セリンの間の有意な相関は見

いだせなかった。 

 

4. 健常双生児における遺伝性の検討 

健常な 38 組の一卵性双生児、13 組の二

卵性双生児を対象として、先進医療検査で

用いられている賦活課題の遺伝的影響を検

討した結果、左前頭極と右背外側前頭前野

の脳血流変化に 70%前後の遺伝寄与率が推

定された。 

 

  

D．考察 

気分障害圏においては、NIRS 信号パタ

ーンが MDD と BP との鑑別診断補助に

一定の有用性があることが再現された。

先行研究よりも一致率が下がった理由と

して、先進医療の開始によって、対象と

なった患者群の質の変化に伴う異種性の

問題が一つ考えられる。MDD との DSM

診断を受けながら、NIRS 信号としては一

致しなかった群の臨床評価の特徴も今後

検討していく必要がある。 

気分障害においては、先進医療で NIRS

検査を受けた時点で大うつ病性障害と診

断され、その 1.5 年後までに双極性障害

と診断変更された症例においては、初回

の NIRS 波形の重心値が後盤となり、極

性障害の診断が確定している患者がうつ

状態において示すのと同様の波形パター

ンを双極性障害の診断が確定する以前か

ら示すことが示唆された。 

統合失調症圏において、横断的な検討

ではあるが、病期の進行とともに NIRS

信号の低下が進行しており、重症度の客

観的指標として利用できる可能性が示唆

された。また、縦断的な検討で、病初期

の NIRS 信号が 3 ヶ月後の予後を予測す

る可能性が示唆された。 

精神病圏についての検討では、UHR の



  

うち、統合失調症を発症した症例では、

調査 0 ヶ月時の右背外側前頭前野の

NIRS 信号が小さく、発症予測の指標とし

て有用である可能性が示唆された。 

双生児研究の手法により、前頭葉の

NIRS 信号の一部に高い遺伝性が認めら

れ、気分障害や精神病圏で指摘されてき

た前頭葉課題中の NIRS 信号の異常は部

分的に遺伝的に規定され、精神疾患のエ

ンドフェノタイプの候補となることが示

唆された。また NIRS はその後の統合失

調症発症や双極性障害への診断変更を予

測するバイオマーカーとして利用でき、

単独または MRI、ERP、MEG や神経心

理学的検査と組み合わせることで、精神

疾患の早期診断の補助として有用なツー

ルとなりうる可能性が示唆された。 

 

E．結論 

気分障害圏、統合失調症圏の転帰調査

により、NIRS 信号がその後の社会機能、

発症、診断変更を予測できる可能性が明

らかになった。NIRS 信号の一部には遺伝

性があることがわかり、臨床的に症状を

呈する以前から精神疾患発症リスクを反

映するエンドフェノタイプの候補となり

うる。 

UHR 群の中で統合失調症の発症リスク

がより高い者の選別や、大うつ病性障害と

双極性障害の鑑別が実現すれば、早期の適

切な介入や治療につながる。しかし予後予

測の成果は予備的な検討に留まっているた

め、今後も継続して転帰時の NIRS 測定と

臨床評価を行い、36 か月転帰、54 か月転帰

など、より長期にわたり、より多くの症例

で臨床転帰の追跡していく必要がある。 
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り、診断補う」病院の実力 2012 読

売新聞社 p.234  2012 年 2 月 
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厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野）） 

（総合）研究報告書 

 

NIRS を用いた精神疾患の早期診断についての実用化研究 

 

〔分担研究課題〕 

NIRS データと脳構造の対応の確立 

 

分担研究者 檀一平太 （中央大学 理工学部 人間総合理工学科・教授） 

 
 

研 究 要 旨 

本研究では、注意欠陥多動性障害 (Attention Deficit Hyperactivity disorder；

ADHD)に対するメチルフェニデート(MPH)の薬理効果を、fNIRS を用いた脳機能イメ

ージングによって検証した。第一段階では、ADHD の典型的症状である衝動性や注

意力の制御に関わる実行・抑制機能を反映する Go/NoGo 課題遂行時の脳血流動

態変化を、MPH内服前後で fNIRSを用いて評価可能であるかどうかを検討した。

fNIRS 計測においては、MPH 内服前後で、右中前頭回/下前頭回の境界領域にお

いて、有意な oxy-Hb 信号の上昇が観察された。fNIRS 計測は、3 時間以内かつ

1 日の通院で実施可能であり、ADHD 時における MPH 投与効果について生物学

的指標を用いて客観的に確認する上で有用な手法と考えられた。第二段階では、

MPH 服用前後の ADHD 児を対象とした脳機能変化の検討を目的とし、Go/NoGo 遂

行時に fNIRS 解析を用いて二重盲検プラセボ比較試験を実施した。この結果、MPH

服用前の ADHD 児と定型発達児との比較では、服用前の ADHD 児において右前頭

前野の活動が有意に低下した。一方で、薬物内服後の ADHD 児において、右前頭

前野の活動が上昇し、定型発達児との有意差はなかった。また、プラセボ内服後には

有意な脳活動の上昇はなかった。第三段階では、ADHD の注意機能障害に対する

MPH の薬理効果を検証した。MPH 服用前後の ADHD 児を対象とした脳機能変化の

検討を目的とし、注意機能課題（Odd ball 課題）遂行時に fNIRS 解析を用いて二重盲

検プラセボ比較試験を実施した。この結果、MPH 服用前の ADHD 児と定型発達児と

の比較では、服用前の ADHD 児において右前頭前野の活動が有意に低下した。一

方で、薬物内服後の ADHD 児において、右前頭前野の活動が上昇し、定型発達児

との有意差はなかった。また、プラセボ内服後には有意な脳活動の上昇はなかった。

上記の全対象者において、解析離脱率は 0 %であった。これらの結果から、fNIRS を

用いた本解析系は、小児 ADHD の発症時期に評価可能であり、実行機能課題・注意

課題遂行時に確認される右前頭前野の機能不全は、治療効果の面で客観的評価マ

ーカーの候補となりうると示唆された。  



  

 

 

A．研究目的 

 

小児の注意欠陥多動性障害(ADHD)に

ついては、メチルフェニデート除放剤

(MPH)内服による治療法が一般的に実施

されているが、その薬理効果に対する適

切な生物学的指標の確立はまだなされて

いない。 

近年開発と応用が進んだ機能的近赤外

分光分析法(fNIRS)は、低拘束かつポータ

ブルな無侵襲の脳機能イメージング法で

あり、MPH 投与に対する脳機能変化の評

価が行える可能性が高い。 

そこで、本研究では、ADHD の典型的

症状である衝動性や注意力の制御に関わ

る抑制機能や注意欠陥を反映する脳血流

動態変化を、MPH 内服前後で fNIRS を用

いて評価することが可能であるかどうか

を検討した。 

精神障害の診断と統計の手引き第四版

用修正版（Diagnostic and Statistical Manual 

of Mental Disorders-IV-TR、以降、DSM-IV

と略す）では、注意欠陥 /多動性障害

(Attention Deficit Hyperactivity disorder、以

降、ADHD と略す) は、不注意、多動性、

衝動性の 3 種の主症状によって定義され

る。就学期の有病率は 3～7 %とされ、就

学期前後に主症状が出現し、自尊心の欠

如による両親や教師に対する反抗的行動

や成績の低下などの二次性併存障害や、

チック、行為障害、うつ病などの他の精

神疾患の合併が問題となっている。以上

から、小児早期の早期診断、治療介入を

目指した取り組みが行われているが、現

時点では ADHD の診断が行動観察のみで

あり、高次機能であるがゆえに多様な症

状を呈し、加えて、患者家族や担当教師

の意見の相違や検査側の経験などによっ

て診断に隔たりがあるケースが散見され、

既存の行動観察を中心とした診断基準の

補助診断方法として客観的な診断マーカ

ーの確立が求められている。 

ADHD に対する最も一般的な薬物療法

に MPH があり、注意や認知機能の改善に

作用する。ドーパミンとノルアドレナリ

ンの再取り込み阻害薬である MPH は、シ

ナプス間隙におけるモノアミンの濃度を

上昇させ、神経伝達を亢進させる。MPH

はADHD児の 70％に有効であると報告と

されるが、無効であったとする症例報告、

体重増加不良、チック、不眠、頭痛など

の副作用の問題があり、MPH 治療介入時

に適応の有無を判断する客観的指標が必

要とされる。 

近年開発と応用が進んだ fNIRS は、低

拘束かつポータブルな無侵襲の脳機能イ

メージング法であり、MPH 投与に対する

脳機能変化の評価が行える可能性が高い。

そこで、我々は、認知機能課題遂行時に

多チャネル fNIRS を用いて小児 ADHD に

おける前頭前野の oxy-Hb 濃度変化を、

MPH 服薬前後で検証する解析系の発想に

至った。ADHD 児における MPH 効果の検

討報告として、fMRI を用いた検討では、

健常群との比較、無作為プラセボ二重盲

検法を用いた検討した報告や、MPH の

wash out 実施後に on-drug、off-drug で検討

した報告がある。一方で、多チャネル

fNIRS を用いた ADHD に対する MPH の

治療効果の検討はなかった。 



  

そこで、まず第一段階では、fNIRS の

利点を活かし、我々は、注意欠陥多動性

障害(ADHD)の典型的症状である衝動性

や注意力の制御に関わる抑制機能を反映

する Go/NoGo 課題遂行時の脳血流動態変

化を、MPH 内服前後で fNIRS を用いて評

価する手法の確立を目的とした解析系が

可能であるか否かを検討した。実験系は、

3 時間以内かつ 1 日の通院で実施可能な

系とし、臨床現場で利用可能性に重点を

置いた。 

第二段階では、上記の系に関して、神

経薬理学的な基盤を確実なものとするた

めに、健常児の脳機能、MPH 服用前後の

ADHD 児の脳機能変化を観察するために、

二重盲検クロスオーバープラセボ比較試

験を用いた検討を実施した。 

 第三段階では、ADHD の脳機能特性を

さらに詳細に検討するために、抑制機能

に加えて注意機能に焦点をあてた脳機能

学的検討を実施した。すなわち、注意機

能課題（Odd ball 課題）を用いて 6 歳の児

を含めた小児 ADHD と健常児に対して

fNIRS 解析を実施し、二重盲検クロスオ

ーバープラセボ比較試験を用い、注意機

能関連脳領域における、MPH 服用前後の

小児 ADHD の脳機能変化を検討した。 

 これらの三段階の検討を通じ、本研究

では、ADHD に対する MPH の薬理効果を、

fNIRS を用いた脳機能イメージングによ

って検証可能であることを示すことを目

的とした。 

 

 

B．研究方法 

 

(1)対象 

いずれの試験においても、両親、本人

からインフォームドコンセントが得られ

た、WISC-III (Wechsler Intelligence Scale of 

Children-Third Edition )で full IQ が 70 以上、

DSM-IV で ADHD と診断された児童を主

対象とした。ADHD 児については、解析

時は各対象者の通常服用量を投与した。 

第一段階の検討においては、平均年齢

9.7 歳 (2.4 SD、 7 歳～14 歳)の右利き、

男児 11 名、女児 1 名が参加した。Full IG

は全員 70 以上であった（平均 91.7、SD 8.1、

77～ 110)。対象者全員が、MPH(18-45 

mg/day)を 1 週間～3.6 年間服薬していた。 

第二段階の検討においては、同意が得

られた、16 人の ADHD 児、右利き、IQ

が 70 以上を満たす 6-13 歳（平均 8.8、

SD2.2）の男児 12 名、女児 4 名を対象と

した。また、ADHD 群と年齢、性別を統

計学的に合致させた 6-13 歳（平均 8.9、

SD2.4）の対照群（男児 10 名、女児 6 名）

16 人が本研究に参加した。 

第三段階の検討においては、22 人の

ADHD 児、右利き、知能指数が 70 以上を

満たす 6-14 歳（平均 9.5、SD2.0）の男児

19名、女児 3名を対象とした。また、ADHD

群と年齢、性別を統計学的に合致させた

6-13 歳（平均 8.9、SD2.4）の対照群（男

児 10 名、女児 6 名）16 人が本研究に参加

した。 

本研究の実施にあたっては、自治医科

大学付属病院の倫理委員会に承諾を得た。 

 

(2) 刺激と課題 

第一段階については、被験者は MPH 服

用前と服用 1.5 時間後の 2 回、Go/NoGo

課題遂行時に fNIRS 計測を実施した。1

ブロック（Go 課題、Go/NoGo 課題の順番



  

に提示、27 秒間施行）を 8 回、合計 8 ブ

ロックを実施した。Go/NoGo 課題条件は、

提示された 4 種類の動物のうち、NoGo 刺

激 1 種類以外は反応ボタンをできるだけ

早く押す事ように教示した。課題は Go 課

題条件(ベースライン)と Go/NoGo 課題条

件（ターゲット）が交互に実施された。

NoGo 刺激の出現頻度は Go/NoGo 課題全

体の 50 %に設定した。刺激は、4 種の動

物（キリン、ゾウ、ライオン、トラ）か

らなるカラー画像を用いた。刺激提示時

間は 1000 ms、刺激間隔時間は 1000 ms と

した。 

 第二段階については、対照群は薬剤を

介入せず 1 回のみ計測した。fNIRS 解析

中に Go 課題、Go/NoGo 課題を交互に提

示（1 ブロック）を合計 6 回実施した。刺

激課題の解析指標は、Go/NoGo 課題中の

Go 課題反応時間、Go 課題正答率、NoGo

課題正答率とした。全 6 ブロックの平均

値を計算し、統計解析は、Student’s t 検定

を用いた。対照群（薬物内服なし）と

ADHD 群（薬物服用前、MPH 服用後、PLA

服用後）の比較、ADHD 群内における比

較では、MPH 服用前後、PLA 前後、MPH

服用前後と PLA 薬服用前後を比較した。 

第三段階については、対照群は薬剤を

介入せず 1 回のみ計測した。本研究で採

用した Odd ball 課題は、運動反応を調整

した視覚性 Oddball 課題である。ベースラ

インブロックと Odd ball ブロックを交互

に提示し、合計 6 回実施した。 

全 6 ブロックの平均値を計算し、統計

解析は、Student’s t 検定を用いた。対照群

（薬物内服なし）と ADHD 群（薬物服用

前、MPH 服用後、PLA 服用後）の比較、

ADHD 群内における比較では、MPH 服用

前後、PLA 前後、MPH 服用前後と PLA

薬服用前後を比較した。 

 

(3) MPH 投与  

第一段階の検討では、非薬剤投与期間

を 24 時間に設定した。第二・第三段階に

ついては、より確実に薬理学的効果を検

討するため、非薬剤投与期間を４日間と

し た 。 1 回 目 の 計 測 後 に MPH 

(OROS-methylphenidate / Concerta)を通常

服用量を投与し、1.5 時間後に 2 回目の計

測を行った。第二、第三段階については、

二重盲検クロスオーバー試験手順にした

がってプラセボ薬も導入した。 

 

(4) fNIRS 計測 

脳機能解析装置は、多チャンネル光ト

ポグラフィー（株式会社日立メディコ製 

ETG-4000, 半 導 体 レ ー ザ ー 2 波 長 

695nm,830nm) を用いた。本研究の解析に

は、より変動幅が大きく、ノイズに耐え

うる酸素化ヘモグロビン（oxy-Hb）値を

採用した。サンプリング時間は 0.1 秒とし

た。光センサーのチャネル 1 からチャネ

ル 22 を左右頭部に配置した。プローブ間

の距離は 3cm とした。計測部位の位置推

定には、バーチャルレジストレーション

法を用い、結果は、 MNI （ Montreal 

Neurological Institute）座標系に表現した。 

fNIRS 実施時に同時遂行した課題につ

いて、ブロックデザイン用いて、課題区

間とベースライン区間のコントラストを

用いて大脳皮質の oxy-Hb濃度を観察した。 

 計測データの前処理として、アーチフ

ァクトの低減を目的に、ドリフト成分の

除去、ベースラインの平坦化を目的に、

ハイパスフィルタをカットオフ値、



  

図１：右側頭部に設置した fNIRS のチャネルプローブの脳部位推定に、Montreal 

Neurological Institute(MNI）座標系を用いて再現した頭表の上において、仮想的に fNIRS

のプローブを配置し、その位置情報から脳部位を確率的に推定する、バーチャルレジスト

レーション法を実施した。MPH 服用後に oxy-Hb 濃度（単位：mM mm）の有意な上昇

を示した、右中前頭回、下前頭回の領域にあたる右 Ch10、Ch14 における MPH 前後の

oxy-Hb シグナル（黒線）と deoxy-Hb シグナル(灰色線)の推移を示した。 

0.01Hz とした。また、心拍による影響を

除去するためにハイパスフィルタを、カ

ットオフ値、0.8 Hz とした。前処理後に

課題開始 10 秒前をベースラインとし、課

題開始 4 秒後から 20 秒間の oxy-Hb 濃度

のピーク値とベースラインの oxyHb 平均

濃度の差分を t-test with Bonferroni Method

による被験者内計画の多重比較を実施し

た。チャネル毎に統計処理を実施した。 

  

 

C．研究結果 

 

(1) 第一段階：fNIRS 計測による MPH 投

与効果観察の可能性検証 

Go/NoGo 課題遂行時の全チャネルにお

けるoxy-Hb値の平均と各チャネルにおけ

る値を比較では、MPH 服用前では全領域

に有意な活性はなかった。MPH 服用後で

は、右チャネル 10、14、15、22 において

有意であった。これらの領域は Go/NoGo

課題に関連すると考えられた前頭前野背

外側部、前頭前野腹外側部に位置してい

た。MPH 服用前後の Oxy-Hb 濃度に関し

ては、右チャネル 10、14 において服用後

に有意な上昇を認めた。空間解析でこの

領域は、右中前頭回、下前頭回であった

（図１）。 

 

(2) 第二段階：Go/NoGo 課題に関する

MPH 投与効果の薬理学的検討 

脳機能解析結果では、対照群に比して、

薬剤服用前の ADHD 群の右前頭前野の活

性は、抑制課題中に低下し、MPH 内服後

に改善した(図２)。一方で、プラセボ内服

後には改善しなかった。ADHD 群におけ

る MPH 服用前後とプラセボ薬服用前後

の変化の比較検討では、fNIRS 解析では、



  

右前頭前野（右中、下前頭回）において

有意差を認めた(P<0.05)。 

 

(3) 第三段階：Oddball 課題に関する MPH

投与効果の薬理学的検討 

脳機能解析結果では、対照群に比して、

薬剤服用前の ADHD 群の右前頭前野の活

性は、Oddball 課題中に低下し、MPH 内

服後に改善した(図３)。一方で、プラセボ

内服後には改善しなかった。ADHD 群に

おける MPH 服用前後とプラセボ薬服用

前後の変化の比較検討では、fNIRS 解析

では、右前頭前野（右中、下前頭回）に

おいて有意差を認めた(P<0.05)。 

図２ Go/NoGo 課題に関する MPH 投与効果の薬理学的検討：脳機能データ解析結果 

右 ch10 における oxyHb（赤線）、deoxyHb（青線）の波計を示した（単位：mM•mm）。

緑色の範囲が Go/NoGo 課題計測期間を示す。統計学的に有意(one-sample t-test, p 

< .05)な上昇を示した oxyHb 波計に「*」を付けている。 

a. 対照群に設置した全チャネルのうち、有意に oxyHb が上昇したチャネル、右 ch 10

を赤色でプロットした。 

b. 対照群における oxyHb、deoxyHb 値の平均波計を示した。 

c.  ADHD 群における MPH、プラセボ服用前後の oxyHb、deoxyHb 値の平均波計を示

した。 



  

 

 

D．考察 

 

 本研究では、ADHD 児に対する MPH の

薬理効果を、fNIRS を用いた脳機能イメ

ージングによって検証した。 

第一段階では、ADHD の典型的症状で

ある衝動性や注意力の制御に関わる実

行・抑制機能を反映する Go/NoGo 課題遂

行時の脳血流動態変化を、MPH 内服前後

で fNIRS を用いて評価可能であるかどう

かのフィジビリティ検討をおこなった。

この結果、fNIRS 計測においては、MPH

内服前後で、右中前頭回/下前頭回の境界

領域において、有意な oxy-Hb 信号の上昇

が観察された。この結果から、MPH の効

果の局在は、右前頭前野外側部において

図３ Oddball 課題に関する MPH 投与効果の薬理学的検討：脳機能データ解析結果 

右 CH10（中・下前頭回）、右 CH22（角回）における oxyHb（赤線）、deoxyHb（青線）

の波計を示した（単位：mM•mm）。緑色の範囲が Go/NoGo 課題計測期間を示す。統

計学的に有意(one-sample t-test, p < .05)な上昇を示した oxyHb 波計に「*」を付けてい

る。 

a. 対照群に設置した全チャネルのうち、有意に oxyHb が上昇したチャネル、右 CH 10、

22 を赤色でプロットした。 

b. 対照群における oxyHb、deoxyHb 値の平均波計を示した。 

c.  ADHD 群における MPH、プラセボ服用前後の oxyHb、deoxyHb 値の平均波計を示

した。CH10 のみで、MPH 服用後に有意な oxyHb 上昇が見いだされた。 



  

有意な oxy-Hbの増加として捉えられたと

考えられる。 

計測 1 回に費やした時間は、プローブ

設置、実験の説明など、実験の工程全て

を含めて 20 分以内であった。実験部屋に

は被験者の親も同席でき、通常の外来時

と同じ環境で計測した。MPH の急性効果

の判定を 3 時間の病院滞在時間の間で遂

行可能であり、臨床応用可能な系である

と考えられた。 

しかしながら、この段階では、薬理学

的な効果の検証としては不十分である。

したがって、第二段階においては、より

詳細な薬理学的検証をおこなうため、健

常児との比較、プラセボ二重盲検法の導

入を試みた。 

この結果、本検査において、右前頭前

野の機能不全が、MPH により回復する過

程を、fNIRS によって可視化することに

成功した。MPH 服用前の ADHD 児と定型

発達児との比較では、服用前の ADHD 児

において右前頭前野の活動が有意に低下

した。一方で、薬物内服後の ADHD 児に

おいて、右前頭前野の活動が上昇し、定

型発達児との有意差はなかった。また、

プラセボ内服後には有意な脳活動の上昇

はなかった。すなわち、Go/NoGo 課題に

おける右前頭前野の賦活は、ADHD 児の

病態を示す客観的評価マーカーとして、

活用しうることが明らかとなった。fNIRS

による脳機能検査は、頑健な解析系であ

り、小児 ADHD における早期診断や治療

のための補助的手法として臨床の現場で

貢献可能と考えられた。 

さらに、第三段階として、ADHD の中

核症状の一つである注意機能障害に焦点

を絞った解析を実施した。Oddball 課題遂

行時に、定型発達児において右中・下前

頭回、角回に活性を認めた。右中・下前

頭回は注意機能を含む、実行機能関連領

域とされ、Odd ball 課題遂行時に健常成人

を対象とした多くの fMRI 研究において、

右前頭前野と角回が、注意機能の中枢で

あると報告されている。以上から、fNIRS

を用いた本解析系は、定型発達児の注意

機能関連領域である前頭前野と角回の機

能を鋭敏に抽出可能な実験系と考えられ

る。 

ADHD 児においては、治療薬内服前に

は右前頭前野と角回の機能は低下してい

た。したがって、ADHD の注意機能不全

に右前頭前野と角回が関連すると考えら

れた。 

MPH 内服後の脳機能変化については、

MPH 内服後に右中・下前頭回の脳機能が

改善したが、角回については改善しなか

った。右中・下前頭回における脳機能の

正常化については、対照群と MPH 内服後

の ADHD 群の比較、MPH と PLA 内服後

のいずれの比較条件においても統計学的

に頑健な結果を示した。 

MPH 内服後に角回（頭頂葉）の脳機能

変化を認めなかった点については、薬理

学的に MPH のモノアミントランスポー



  

ターの親和性の違いにより推測可能であ

る。MPH は、ノルアドレナリン系 (NA)

ドーパミン系 (DA) のいずれにも作用す

るとされる。しかし、MPH は DA トラン

スポーターにおける親和性は高く、ノル

アドレナリントランスポーターに対して

は親和性が低い。このことから、MPH 内

服後における右前頭前野の賦活は、DA シ

ステムが関与する前頭前野と腹側被蓋野

を結ぶ「mesocortical pathway」において、

MPH のドパミントランスポーターの親和

性上昇を反映すると考えられる。一方で、

角回における賦活の欠如は、頭頂葉（角

回）と青班核を結ぶ「Locus Coeruleus 

noradrenergic system」に対する親和性の変

化がもたらされなかったためと推測され

る。 

 

 

E．結論 

 

本研究における一連の検討によって、

臨床現場で使用可能な実験系を用いて、

MPH 服用後の脳活動の変化を Go/NoGo

課題、Oddball 遂行時に右前頭前野の活動

の改善をバイオマーカーとして計測し、

ADHD 児に対する MPH の早期効果を迅

速簡便に判定することが可能であると推

測された 

第二、第三段階については、6 歳の児を

含めた対象に対し、MPH の効果判定を、

二重盲検法を用いて脳機能イメージング

解析した初めての報告となった。1 回の検

査時間が 15 分以内と短く、課題に小児が

親しみやすい動物を解析に使用した。実

験部屋には被験者の親も同席でき、通常

の外来時と近似の環境で計測した。本解

析系の解析離脱率は 0 %であった。fMRI

を用いた研究におけるデータ損失率 50 %

と比して、小児への適応性に関して fNIRS

は優れた手法であることが確認された。 

今後の課題として、本解析系が ADHD

児のもう一つの治療薬であるアトモキセ

チンの薬理効果の検証に適応可能である

かどうかを検証する必要がある。また、

より客観的な早期診断、治療効果ツール

の構築のために、治療薬の長期服用効果

の縦断的検討、定型発達時との鑑別、自

閉症スペクトラムや学習障害などの

ADHD 以外の発達障害との鑑別法開発等

への展開が期待される。 
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研 究 要 旨 

 
統合失調症では軽度ではあるものの、上側頭回、前頭葉内側面、海馬などに

萎縮が認められることが明らかとなっている。統合失調症に特徴的な形態萎縮

が認められるのであれば、MRI を用いた統合失調症の鑑別診断が可能となる。

しかし、これまで臨床で簡便に使うことのできるツールは開発されてこなかっ

た。このため、本研究では統合失調症鑑別ソフトウェアの開発を行ってきた。

具体的には、最初に日本人の 20 代～30 代の統合失調症患者に特徴的な関心領

域を抽出し、その領域から得られる指標を用いての判別能を検討した。次に、

臨床でも使いやすいようにユーザーインターフェイスも考慮したツールボック

スの開発を行った。その後、汎用性および診断精度を高めるためにより多くの

データセットから関心領域およびノーマルデータベースを作成し直した。その

結果、関心領域の中で健常者に比べて萎縮している領域の占める割合に着目す

ることで、統合失調症患者を ROC 解析にて AUC0.77-0.87 程度で判別すること

ができた。 
  

 

 

A．研究目的 

 

近年、統合失調症では側頭葉内側部や

上側頭回の灰白質が減少すること、そし

てこれらの萎縮の程度は陽性症状や認知

機能と相関することなどが報告されてい

る。しかし、統合失調症での萎縮は認知

症性疾患など他の変性疾患に比して軽微

であり、視察法にて萎縮を確認すること

は容易ではない。 

 一方、画像統計解析手法の発展に従

って、客観的に患者の萎縮部位や脳血流

低下部位を表示することのできるソフト

ウェアが開発されてきている。特に認知



  

症を対象にしたソフトウェア（VSRAD, 

eZIS, 3D-SSP など）は既に臨床で広く普

及している。これらのソフトウェアが広

く普及している要因として、それまで読

影に熟練を要した脳血流 SPECTの血流低

下部位や海馬傍回の萎縮を簡便に知るこ

とができ、画像の解釈が容易になったこ

とや、萎縮の程度を数値化できるように

なったことが考えられる。 

 統合失調症においても早期診断・早

期介入が有効であることが示されている

現在、脳形態画像を用いて統合失調症の

スクリーニングを行うことができるとす

るならば、その有用性は高いと考えられ

る。冒頭に述べたように統合失調症では

萎縮部位があることが知られているが、

これは集団での解析結果であり、臨床家

がすぐに使えるようなソフトウェアはこ

れまで開発されてきていない。このため、

本研究では、臨床の現場で用いることの

できる脳 MRI 画像を用いた統合失調症鑑

別ソフトウェアの開発を目的とした。初

年度は、関心領域の設定と、その関心領

域を用いることによりどの程度の正診率

で統合失調症と健常者が鑑別できるかを

検討した。第 2 年度は、共同研究者の山

下らとともに SPM のプラグイン（拡張プ

ログラム）である iVAC を開発し、その結

果をもとに判別分析を行った。最終年度

はさらにソフトウェアの汎用化のために、

より多いデータセットで、施設間差を考

慮した検討を行った。 

 

B．研究方法 

 

統合失調症を鑑別するソフトウェアに

必要な要素は以下の 3 つに大別できる。 

 

・画像から得られる指標 

・関心領域 

・ユーザーインターフェイス 

 

このことから、まず画像から得られる

指標と関心領域を決定し、それらによっ

てどれだけ統合失調症患者と健常者を判

別できるか検討した［第 1 年度］。次に、

ユーザビリティを高めるためのユーザー

インターフェイスを検討した［第 2年度］。

そして、汎用性を高めるため、指標およ

び関心領域を再検討し、より多くのデー

タセットでの検証を行った［第 3 年度］ 

 

具体的な方法は以下に示すとおりである。 

 

1. 灰白質の抽出 

灰白質の抽出は、ロンドン大学で開発

されている SPM8 と SPM のプラグイ

ン（拡張プログラム）である VBM8

を用いて行った。 

 

2. 関心領域（ROI）の設定 

抽出された灰白質を用いて健常者と

統合失調症患者の群間比較を行い、統

計学的に有意な領域を求め、その領域

を関心領域に設定した。そのために、

SPMのプラグインであるMarsbarを用

いて、関心領域のマスク画像を作成し

た。 

 

3. 指標の抽出 

初年度は関心領域内の平均容積を算

出した。その後、データの正規化のた

めに、Severity と Extent という指標を



  

導入した。Severity および Extent は以

下で定義される。 

 

4. ROC 解析および判別分析 

初年度は関心領域内の平均容積を用

いて ROC 解析および判別分析を行っ

た。第 3 年度はより個々の症例に注目

していくという観点から、判別分析は

行わず、上述の Severity と Extent を用

いて ROC 解析を行った。 

 

5. ユーザーインターフェイスおよび解

析フローの開発 

臨床でも使いやすいソフトウェアに

するには、以下を考慮する必要がある。 

 

a. ユーザビリティの高いインターフ

ェース 

b. 解析フローができるだけ自動化さ

れている 

c. 結果の出力がわかりやすい 

 

共同研究者の山下とともに上記を満

たすソフトウェアを開発した。 

 

C．結果 

 

(1) 関心領域 

より多くのデータを用いて健常者と

統合失調症患者の群間比較を行うこ

とにより、統合失調症で萎縮しやすい

領域を同定することができ、その領域

を関心領域として設定した。（図 1） 

 

 

図 1：統合失調症の関心領域 

 

(2) ソフトウェア：iVAC 

SPM のプラグインとして配布可能な

プラグイン iVAC を開発した。これに

よって SPM を経験したことのある個

人ならば直感的に使えるプログラム

となった。 

図 2：iVAC のレポート例 



  

(3) ROC 解析 

東京大学、大阪大学のデータをもとに

行った ROC 解析の結果を図 2, 3 に示す。

SeverityとExtentではExtentが判別能が高

く、東京大学のデータセットでは、AUC 

0.87 (95%信頼区間: 0.80-0.95), 感度 88.4%, 

特異度 73.2%であり、大阪大学のデータセ

ットでは、AUC 0.77 (95%信頼区間 : 

0.68-0.88), 感度 70.0%, 特異度 70.5%であ

った。 

 

図 2 東京大学のデータの ROC 解析結果 

 

 
図 3 大阪大学のデータの ROC 解析結果 

 

D．考察 

 

今回、形態 MRI 画像を用いることで一

定の程度で健常者と統合失調症患者の判

別をすることができることが確認された。

統合失調症を早期で診断することは非常

に重要である。様々な新規抗精神病薬が

開発されている現在、早期治療が早期回

復につながることが知られており、逆に

未治療期間が長いほど治療効果は乏しい

ことも知られている。しかし、現在のと

ころ、統合失調症の診断に直結するバイ

オマーカーはまだ知られていない。その

ような点で、このように MRI を用いるこ

とで診断の補助になる可能性があるとす

るならば、より質の高い医療が提供でき

る可能性につながると考えられる。また、

統合失調症の特徴のひとつに病識に乏し

いことがあげられる。このような脳の萎

縮を客観的に表示できるようなプログラ

ムが普及していくことは、患者の病識に

影響を与え、ひいては治療アドヒアラン

スの向上につながる可能性がある。この

ソフトウェアは入力画像を指定するだけ

でそのほかの特別な設定は不要であり、

なおかつ一例あたり20分程度で解析を終

えることができる。臨床においては、操

作性が単純であること、短時間で解析結

果を出せることが求められる。このよう

な点で、臨床のニーズにあったソフトウ

ェアを開発できたと考えられる。 

 しかし、これらのソフトウェアが普及

するには課題がある。まず、解析の原理

の理解が必要である。そうしないと結果

を適切に解釈できないおそれがある。ま

た、年齢や性別の調整をより検討してい

く必要がある。iVAC には年齢・性別の調

整の機能も備わっていることから、今後

はそれらの共変量の調整を行った結果で

の解析も行い、より臨床で使いやすいも

のにしていく予定である。 

 

E．結論 



  

 形態 MRI 画像を用いた臨床応用可能な

統合失調症補助診断プログラムを開発し

た。今後は精度をさらに高めていき、臨

床場面での実用化を目指していく。 
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研 究 要 旨 

成人の発達障害は、気分障害などの二次障害を合併することが多く、二次障

害を主訴に受診する場合、根底にある発達障害が見過ごされるケースが少なく

ない。そこで、本研究では、発達障害の診断補助検査として NIRS 検査を用い

るため、未服薬の成人 ASD と ADHD を対象に、抑制課題遂行中の前頭前野の

血流変化を測定し、定型発達 (TD) 群との比較および疾患間の比較を行ない、

発達障害間での違いが見られるかどうか検討した。さらに、発達障害は幼児期

に発症することを考えると、診断補助検査として成立させるためには、成人期

だけでなく、小児期においても実施可能な検査であることが必要である。そこ

で、これまで成人を対象に実施されてきた NIRS 検査を小児にも用いて、幅広

い年齢層を対象に年齢による NIRS 信号の変化を検討した。また、定型発達児

の NIRS 計測の繰り返し測定の妥当性を検討した。さらに NIRS 検査によって、

小児 ADHD の薬物療法において第一選択薬として承認されている MPH の継続

内服後の効果を予測できるかどうかの検証、また MPH の継続内服が脳機能へ及

ぼす影響について検討した。 
  

A. 研究目的 

近年の精神科では、発達障害の概念が広

まるとともに、成人になって発達障害だ

と診断されるケースが増えてきた。しか

しながら、成人の発達障害は、気分障害

などの二次障害を合併することが多く、

二次障害を主訴に受診する場合、根底に

ある発達障害が見過ごされるケースが少

なくない。また、発達障害の中でも自閉

症スペクトラム障害 (ASD) と注意欠如

／多動性障害 (ADHD) の鑑別が困難な

ケースも多い。成人の ASD を対象とした

NIRS 研究では、IQ や服薬を統制するしな

いにかかわらず、語流暢課題中の oxy-Hb

変化がASD患者群において健常群に比べ

て 減 少 す る こ と が 示 さ れ て い る 

(Kuwabara et al ,2006; Kawakubo et al,  

2009; Iwanami et al, 2010) 。また、成人の

ADHD を対象とした NIRS 研究では、未

服薬の ADHD 群では健常群に比べ血流低

下がみとめられることが報告されている 

(Ehlis et al, 2007; Schkelman et al. 2012) 。



  

しかしながら、現在までのところ、ASD

と ADHD を直接比較した研究は行なわれ

ていない。 

  そこで、我々は、未服薬の成人 ASD と

ADHD を対象に、語流暢課題遂行中の前

頭前野の血流変化を測定し、定型発達 

(TD) 群との比較および疾患間の比較を

行ない、発達障害間での違いが見られる

かどうか検討した。その結果、ASD およ

び ADHD のどちらの群においても、TD

群に比べ、左前頭前野での[Oxy-Hb]の有

意な減少がみとめられたが、発達障害間

での差はみとめられなかった (研究 1) 。

これらの結果から、ASD と ADHD の発達

障害間の差異を明らかにするためには、

異なる認知課題を用いる必要があること

が示唆された。そこで、2 年目に、我々は、

抑制機能を評価する認知課題を用いて、

ASDとADHDの差異を明らかにすること

を目的として研究を行なった (研究 3) 。 

精神疾患全体で見た場合に 7 割以上は

10 代~20 代で発症することや、発達障害

は幼児期に発症することを考えると、成

人期のデータだけでなく、小児期のデー

タの特徴を明らかにし、発達的な変化を

NIRS 検査によって捉えていくことも重

要となる。しかしながら、成人で使用さ

れる課題を小児にも用いて、幅広い年齢

層を対象に年齢による NIRS 信号の変化

を検討した研究はない。そこで、本研究

では、小児期の前頭葉機能の発達過程を

明らかにすることを目的として研究 2 を

行なった。 

さらに、ADHD 児に対する薬物治療では、

中枢神経刺激薬が第一選択薬として用い

られており、2007 年 12 月に、国内ではじ

めて小児 ADHD 患者への適応を取得した

塩酸メチルフェ二デート (MPH) の徐放

製剤 (薬剤名：コンサータ) が発売された。

MPH を長期に服用した場合の脳形態に与

える影響に関しては、MRI を用いた検討

が行われており、MPH を数年間内服して

いた ADHD 群では定型発達群と似た発達

経過をたどる事が示されている (Shaw et 

al. 2009) 。しかしながら、現在のところ、

MPHを長期に服用した場合に小児ADHD

の脳機能に与える影響は検討されていな

い。そこで、本研究では、MPH を 1 年間

継続的に内服した ADHD 児の前頭葉機能

がどのような変化を遂げるのか明らかに

することにより、MPH が脳機能へ与える

影響を検討することを目的とした (研究

4) 。  

また、塩酸メチルフェニデート (MPH)

は 30 年以上の臨床成績とエビデンスが

重ねられており、ADHD 児の 70%に効果

的との高い有効性が示されている。一方、

副作用として、食欲低下による長期内服

後の低身長や、中枢刺激薬であることか

ら思春期以降の薬物乱用の危険性が問

題となっている。 そこで、我々は 3 年

目、未服薬 ADHD 小児を対象に、MPH

の単回内服後 NIRS 検査によって、4～8

週間後、また 1 年後の MPH 内服の効果

を予測できるかを検証する目的で研究

を行なった (研究 6) 。また、NIRS 検査

を今後小児に適応させていくために、定

型発達児の語流暢性課題 (VFT) を用い

た NIRS 検査において繰り返し測定の妥

当性を検討した (研究 5) 。成人におい

て、NIRS でよく用いられる VFT 課題の

test retest reliability について報告されて

き た  (Watanabe 2001, Kono 2007, 

Schckelmann 2008, Kakimoto 2009) 。小児



  

において NIRS は、その安全性、簡便性

から、有用な役割を果たすと考えられ、

小児を対象とした研究も多く行われて

い る  (Weber 2007, Kawakubo 2011, 

Monden 2012) 。しかしながら、小児の

NIRS の VFT 課題の test retest reliability

について報告はない。そのため、今回、

小児の NIRS の NIRS の VFT 課題の test 

retest reliability が成人と同様に認められ

るか検討した。 

  

研究 1 

B. 研究方法 

＜対象者＞児童精神科医によりASDある

いは ADHD と診断された成人 40 名 

(ADHD 患者 19 名、ASD 患者 21 名) と定

型発達者 21 名を対象とした。診断には、

DSM-IV を用いた。ASD および ADHD 患

者は全員、検査時には未服薬であった。3

群の年齢、IQ、性別は統制され、自己記

入式の質問紙を用いて、現在の ASD 症状 

(自閉症スペクトラム指数；AQ) および

ADHD 症状  (Adult ADHD Self-Report 

Scale; ASRS) と幼少期の ADHD 症状 

(Wender Utah Rating Scale; WURS) が評価

された。IQ の評価には、WAIS-R が用い

られた (Table 1) 。本研究は、東京大学医

学部倫理委員会の承認を得ており、実施

に先立って、書面にて説明を行った上で、

書面にて同意を得た。 

＜腑活課題＞腑活課題には、言語流暢性

課題 (Letter fluency task: LFT) を用いた。

課題は、「始め、あいうえお」という音声

指示により、「あいうえお」の発声を 30

秒間繰り返した後、音声指示した頭文字

で始まる言葉について口頭でなるべく多

く答えることを求めることを 20 秒毎に 3

回繰り返し (60 秒間) 、再び、「止め、あ

いうえお」の音声指示により、「あいうえ

お」を 70 秒繰り返す流れになっていた。

60 秒間に生成した単語数を課題成績とし

た。 

＜装置＞ 52 チャンネル NIRS 装置

(ETG-4000, HITACHI メディコ社製) 

＜解析＞語流暢性課題遂行中および課題

終了後の酸素化ヘモグロビン (oxy-Hb) 、 

脱酸素化ヘモグロビン (deoxy-Hb) 変化

量を測定し、1要因のANOVAを行なった。

下位検定には、Turkey‘s HSD 法を、多重

比較の補正には、FDR (false discovery rate) 

を用いた。 

 

C. 研究結果 

 NIRS 波形を Fig. 1 に示した。課題中の

[oxy-Hb]は、left VLPFC and DLPFC (ch29, 

FDR-corrected p = 0.000, post-hoc p = 

0.004) において、TD 群に比べ ADHD 群

で低かった。さらに、left VLPFC と DLPFC 

(ch29, ch49, FDR-corrected p < 0.001-0.002, 

post-hoc p = 0.001)において、TD 群に比べ

ASD 群の課題中の[oxy-Hb]が低かった。

しかしながら、ADHD 群と ASD 群の間で

有意な差をみとめるチャンネルはなかっ

た。 

 課題終了後の[oxy-Hb]は、left VLPFC と

DLPFC (ch28-29, FDR-corrected p = 

Table 1 対象者の概要 



  

0.000-0.0017, post-hoc p = 0.000-0.01)にお

いて、TD 群に比べ ADHD 群で低かった。 

さらに、left VLPFC と DLPFC (ch28-29, 

FDR-corrected p < 0.000-0.0017, post-hoc p 

= 0.000-0.004) において、TD 群に比べ

ASD 群の課題終了後の[oxy-Hb]が低かっ

た。しかしながら、課題中と同様に、課

題終了後においても、ADHD 群と ASD 群

の間で有意な差をみとめるチャンネルは

なかった。 

 [deoxy-Hb]については、課題中および課

題終了後の両区間とも、群での有意な差

は認められなかった。 

 

D. 考察 

ASD および ADHD のどちらの群にお

いても、TD 群に比べ、左前頭前野での

[oxy-Hb]の有意な減少がみとめられた。し

かしながら、発達障害間での差はみとめ

られなかった。これらの結果は、ASD と

ADHD の発達障害間の差異を明らかにす

るためには、異なる認知課題を用いる必

要があることを示唆している。また、ASD

群には、ADHD 症状を評価する自己記入

式質問紙 (ASRS) の得点が 4 点を超え、

ADHD 症状を持つ者が含まれていたため、

今後は、ASRS の得点をもとにして ADHD

症状を持つ ASD と持たない ASD とに分

けた解析など、更なる検討が必要である。 

 

研究 2 

 

B. 研究方法 

＜対象者＞対象は 5 歳から 18 歳の右利き

定型発達児 48名 (男児 22名、女児 26名、

平均年齢 10.9 歳、平均 IQ106.2) と 21 歳

から 37 歳の右利き健常成人 22 名 (男性

11 名、女性 11 名、平均年齢 27.3 歳、平

均 IQ113.1) であった。WAIS-R あるいは

WISC-III を用いて、 IQ を評価し、

M.I.N.I-KID あるいは M.I.N.I を用いて精

神疾患の有無を確認し、定型発達である

ことを確認した。本研究は、東京大学医

学部倫理委員会の承認を得ており、実施

に先立って、対象者に対し、書面にて説

明をした上で同意を得た。未成年者に対

しては保護者からも同意を得た。 

＜装置と手続き＞2 チャンネル NIRS 装置 

(NIRO200, 浜松ホトニクス社) を用いて、

シール状のプローブを国際 10/20 法に基

づく Fp1、Fp2 上になるように貼付け、

[oxy-Hb] [deeoxy-Hb] [Total-Hb]を計測し

た  (Fig. 2) 。サンプリングタイムは、

0.5sec であった。測定部位を 3 次元 MRI

画像に重ねて確認したところ、ブロード

マン 10 領域に該当していた。 

＜腑活課題＞研究 1 で用いた言語流暢性

課題を 5 歳児でも実施できるようにする

ため、以下の修正を行なった。①「あい

うえお」を繰り返す代わりに安静にして

待つことにした。②時間を短縮し、30 秒

の安静、30 秒間の言語流暢性課題、30 秒



  

の安静とした。③言語流暢性課題では、

「あ」で始まる言葉をできるだけたくさ

ん言うように教示した。 

＜分析対象＞30 秒間の生成単語数を課題

成績とした。言語流暢性課題前の 30 秒間

安静時の平均をベースラインとして、30

秒間の言語流暢性課題中の酸素化ヘモグ

ロビン (oxy-Hb) 変化量を求め、解析を行

なった。 

＜統計解析＞課題成績については、年齢

群×性別の 2 要因 ANOVA を、oxy-Hb 変化

量については、年齢群×性別×半球の 3 要

因 ANOVA を行った。下位検定では、課

題成績を共変量として用い、有意水準を p 

< 0.025 (Bonferroni 補正) に設定した。 

 さらに、Peason の積率相関係数により

oxy-Hb 変化量と年齢および oxy-Hb 変化

量と課題成績との相関解析を行なった。  

 

C. 研究結果 

課題成績については、年齢群の主効果の

みが有意であった (F(1,66) = 55.20, p 

< .001) 。成人群において、より多くの単

語が生成された (男児：4.32 (SD =2.61); 

女児：4.38 (SD = 2.23) ；成人男性：9.27 

(SD = 2.90) ; 成人女性：8.55 (SD = 1.51) 。 

oxy-HBについては、年齢群×性別の交互作

用のみが有意となり (F(1,65) = 12.27, p 

< .001)、その他の交互作用や主効果は有

意ではなかった。 

 各群の総加算平均 NIRS 波形を Fig. 3 

に示した。課題中の[oxy-Hb]は、性別と年

齢の交互作用が有意となったため、下位

検定を行なった。その結果、男性では、

小児群に比べて成人群において oxy-Hb変

化量が有意に増大していた  (F(1,30) = 

11.55, p < .01) 。しかしながら、女性では、

成人群と小児群の oxy-Hb変化量の差は有

意ではなかった (F(1,34) = 4.69, p = 0.04) 。

さらに、性別による違いについては、小

児群では、男女間に有意な oxy-Hb 変化量

の差は認められなかった (F(1,45) = 2.01, 

p= 0.16) が、成人群では、女性に比べて、

男性の oxy Hb 変化量が有意に増大してい

た (F(1,19) = 16.15, p < 0.01) 。deoxy-Hb

変化量については、主効果と交互作用と

もに有意ではなかった。 

oxy-Hb 変化量と年齢についての相関解析

では、小児群において男女ともに強い正

の相関が見られた (male: r = 0.50, p = 

0.017; female: r = .67, p < 0.001) が、成人群

Figure3. 総加算平均波形 



  

では統計的には有意ではない弱い負の相

関が見られた  (male: r =-.15, p = 0.65; 

female: r =-.37, p = 0.27) 。oxy-Hb 変化量

と課題成績については、小児群 (male: r 

=-.07, p = .75; female: r = .30, p = 0.14) に

おいても、成人群 (male: r =-.59, p = 0.06; 

female: r = .05, p = 0.90) においても関連

はみとめられなかった (Fig. 5) 。 

 

D. 考察 

小児群では、年齢と oxy-Hb 変化量に有

意な正の相関が見られ、成人群では負の

相関が示されたことから、BA10 領域の機

能的成熟は 10 代後半まで続き、20 代以降

は緩やかに低下していくことが示唆され

た。また、成人群では、女性に比べ男性

において oxy-Hb変化量が増大していたが、

小児群では男女差がみとめられないこと

から、BA10 領域の機能発達は青年期まで

は性別間に違いがないが、成人以降では

性別による違いが生じることが示唆され

た。しかしながら、本研究では横断的な

検討にとどまっており、発達的な変化を

より明らかにするためには縦断的検討が

必要となる。 

 

研究 3 

 

B. 研究方法 

＜対象者＞児童精神科医により ASD あ

るいは ADHD と診断された成人 40 名 

(ADHD 患者 19 名、ASD 患者 21 名) と

定型発達者 21名を対象とした。診断には、

DSM-IV を用いた。ASD および ADHD 患

者は全員、検査時には未服薬であった。3

群の年齢、IQ、性別は統制され、自己記

入式の質問紙を用いて、現在の ASD 症状 

(自閉症スペクトラム指数；AQ) および

ADHD 症状  (Adult ADHD Self-Report 

Scale; ASRS) と幼少期の ADHD 症状 

(Wender Utah Rating Scale; WURS) が評価

された。IQ の評価には、WAIS-R が用い

られた (Table 2) 。本研究は、東京大学医

学部倫理委員会の承認を得ており、実施

に先立って、書面にて説明を行った上で、

書面にて同意を得た。 

 

＜腑活課題＞抑制課題 (stop signal task：

SST) を腑活課題として用いた。課題は、

提示された視覚刺激の方向の弁別のみを

行なうベースライン課題  (pre-SST, 

post-SST) と視覚刺激の方向の弁別に加

えて、ストップ信号が提示された際に反

応を抑制する抑制課題 (SST) からなり、

Figure4. 各群の oxy-Hb 変化量 

Figure5. 年齢と oxy-Hb 変化量の関連 
Table2 対象者の概要 



  

課題の時間は pre-SST が 30 秒、SST が 81

秒、post-SST が 70 秒であった( Fig. 6) 。

ストップ信号が提示された際に反応を抑

制できた割合 (抑制率) を課題成績とし

た。 

＜装置＞ 52 チャンネル NIRS 装置

(ETG-4000, HITACHI メディコ社製)  

＜解析＞SST 遂行中の平均および SST 開

始から post-SST 終了までの平均の酸素化

ヘモグロビン (oxy-Hb) , 脱酸素化ヘモグ

ロビン (deoxy-Hb) 変化量を測定し、1 要

因の ANOVA を行なった。多重比較の補

正には、FDR (false discovery rate) を、下

位検定には、Turkey‘s HSD 法を用いた。

さらに、ASD 群の中でも主観的な ADHD

症状を有する (ASRS 得点が 3 点以上) 

ASD からなる ASD サブグループ (10 名) 

と ADHD 群および TD 群との比較につい

ても同様の方法で行なった。 

 

C. 研究結果 

 課題成績については、3 群間で有意な差

は求められなかった。 

 典型的な NIRS 波形を Fig. 7 に示した。

まず、SST 遂行中[oxy-Hb]は、1 要因の A

NOVA の結果、29 チャンネルにおいて群

の主効果が有意になった (ch1-3, 10-13, 

18, 20, 22, 24, 28, 29, 31, 32, 35-39, 41,

 42, 45-51; F [df = 2, 53–58] = 3.911–1

5.448; FDR-corrected P ≤ 0.001–0.026) 。

下位検定の結果を Fig. 8 に示した。ASD

群では、TD 群に比べて両側 DLPFC、左 V

LPFC、運動前野、補足運動野および前頭

極に有意な腑活低下が見られた (ch2, 3, 

10–13, 18, 20, 22, 24, 28, 29, 31, 32, 35

-39, 41, 42, 45-51; post-hoc P ≤ 0.001–0.

046) 。ADHD 群では、TD 群に比べ前頭

極、両側 DLPFC、右運動前野、補足運動

野に有意な腑活低下がみとめられた (ch1

-3, 11-13, 18, 22, 28, 29, 36, 38, 39, 46

–49; post-hoc P = 0.001–0.047) 。さらに、

ASD 群は、ADHD 群に比べ、左 VLPFC

において有意に[oxy-Hb]が低かった (ch5

0, 51; post-hoc P = 0.030–0.034) 。 

  SST および post-SST の平均 [oxy-Hb]

は、1 要因の ANOVA の結果、31 チャン

ネルにおいて群の主効果が有意になった 

(ch2, 3, 8-10, 12, 13, 18, 20, 24, 26-31, 35-39, 

41, 42, 45-52; F [df = 2, 53–58] = 

4.291–12.721; FDR-corrected P ≤ 

0.001–0.019) 。下位検定の結果 (Fig. 9) 、

ASD群では、TD群に比べて両側DLPFC、

Figure6. stop signal task 

Figure7. 総加算平均波形 



  

左 VLPFC、運動前野、補足運動野および

前頭極に相当する 31チャンネルで有意な

腑活低下が見られた (ch2, 3, 8-10, 12, 13, 

18, 20, 24, 26-31, 35-39, 41, 42, 45–52; 

post-hoc P ≤ 0.001–0.033) 。ADHD 群では、

TD 群に比べ前頭極、両側 DLPFC、右運

動前野、補足運動野に相当する 11 チャン

ネルにおいて有意な腑活低下がみとめら

れた (ch3, 13, 27, 28, 35, 38, 39, 46-49; 

post-hoc P = 0.005–0.046) 。さらに、ASD

群は、ADHD 群に比べ、左 VLPFC と前頭

極に相当する 5 チャンネルにおいて有意

に[oxy-Hb]が低かった (ch24, 30, 41, 50, 

51; post-hoc P = 0.003–0.046) 。 

 

＜ADHD症状を持つASDサブグループの

結果＞ 

 SST遂行中[oxy-Hb]は、1要因のANOVA

の結果、15 チャンネルにおいて群の主効

果が有意になった(ch2, 3, 10, 13, 18, 28, 29, 

36, 38, 39, 41, 46-49; F [df = 2, 42–47] = 

4.837–11.262; FDR-corrected P ≤ 

0.001–0.013) 。下位検定の結果、ADHD

症状のある ASD 群および ADHD 群では、

TD 群に比べて両側 DLPFC、左 VLPFC、

運動前野、補足運動野および前頭極に有

意な腑活低下が見られた (ch3, 10, 13, 18, 

28, 29, 36, 38, 39, 41, 46-49; post-hoc P ≤ 

0.001–0.029) 。加えて、ADHD 群では、

TD 群に比べ前頭極、両側 DLPFC、右運

動前野、補足運動野に相当する 14 チャン

ネルに有意な腑活低下がみとめられた 

(ch2, 3, 10, 13, 18, 28, 29, 36, 38, 39, 46-49; 

post-hoc P = 0.002–0.049) 。さらに、ASD

群は、ADHD 群に比べ、左 VLPFC におい

て有意に [oxy-Hb] が低かった  (ch41; 

post-hoc P = 0.041) 。 

 SST および post-SST の平均 [oxy-Hb]は、

1 要因の ANOVA の結果、15 チャンネル

において群の主効果が有意になった (ch3, 

10, 13, 18, 20, 24, 27, 28, 38, 39, 41, 46-49; 

F [df = 2, 42–47] = 4.842–10.659; 

FDR-corrected P ≤ 0.001–0.012) 。下位検定

の結果、ASD 群では、TD 群に比べて両側

DLPFC、左 VLPFC、運動前野、補足運動

野および前頭極に相当する 14チャンネル

で有意な腑活低下が見られた (ch3, 10, 13, 

18, 20, 24, 28, 38, 39, 41, 46-49, post-hoc P 

≤ 0.001–0.038) 。ADHD 群では、TD 群に

Figure. 8 SST 遂行時の[oxy-Hb]の 

群間差 



  

比べ前頭極、両側 DLPFC、右運動前野、

補足運動野に相当する 10チャンネルにお

いて有意な腑活低下がみとめられた (ch3, 

10, 13, 27, 28, 38, 46-49; post-hoc P = 

0.003–0.043) 。さらに、ASD 群は、ADHD

群に比べ、左 VLPFC と前頭極に相当する

1チャンネルにおいて有意に[oxy-Hb]が低

かった (ch41; post-hoc P = 0.004) 。 

 [deoxy-Hb]については、SST および SST

と post-SST の両区間とも、群での有意な

差は認められなかった。 

 

D. 考察 

 本研究では、反応抑制を求める課題に

おいて、ADHD に比べ ASD の方が広範囲

に渡って前頭葉機能の低下がみとめられ

た。さらに、ASD 群と ADHD 群、ADHD

症状のある ASD 群と ADHD 群の直接比

較において、ADHD 症状を持つ ASD 群と

ADHD 群との比較では、ASD 群全体との

比較に比べて、差異が弱まるものの、左

の VLPFC で疾患による差が示された。こ

れらの結果から、NIRS を診断補助検査と

して用い VLPFC の血流変化を指標とし

た前頭葉機能の評価を行なうことで、診

断が困難である成人の ASD と ADHD を

鑑別できる可能性が示唆された。 
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B. 研究方法 

 

＜対象者＞DSM-IV における ADHD の 3

サブタイプのいずれかと診断されている

未服薬の ADHD 児 14 名、ADHD 児と年

齢、性別、IQ を一致させた定型発達児 15

名を対象とした (Table 3) 。TD 群につい

ては、WISC-III を用いて、IQ を評価し、

M.I.N.I-KID (精神疾患の構造化面接) お

よびADHD-RS (保護者によるADHD症状

の評価スケール) を用いて精神疾患の有

無を確認し、定型発達であることを確認

した。本研究は、東京大学医学部倫理委

員会の承認を得ており、実施に先立って、

対象児と保護者に対し書面にて説明をし

た上で書面にて同意を得た。 

＜手続き＞ADHD 児および TD 児とも初

回と 1 年後に NIRS 検査を実施した。

ADHD 児は、初回実施時には MPH の服薬

経験がなく、その後 1 年間継続的に MPH

を服用した。ただし、1 年後の NIRS 検査

実施時の 1 週間前から MPH を休薬し、

MPH をウォッシュアウトした状態で 1 年

後の NIRS 検査を実施した。 

 

＜腑活課題＞研究 3 と同様であった。 

＜装置＞ 24 チャンネル NIRS 装置

(ETG-4000, HITACHI メディコ社製) 

＜解析＞関心領域 (ROI) (Fig.10) を設定

し、SST 遂行中の平均酸素化ヘモグロビ

ン ([oxy-Hb]) 、 脱酸素化ヘモグロビン 

([deoxy-Hb]) 変化量について、被験者間要

因を群 (ADHD, TD) 、被験者内要因を時



  

間 (MPH 投与前の初回、継続投与 1 年後) 

とする反復測定分散分析を行なった。多

重比較の補正には、Bonferroni 法を用い

た。  

C. 研究結果 

群×時間の交互作用が有意となったため

(F=8.160, P = 0.008) 、初回と1年後ついて

群間比較を行ったところ、初回は、TD群

に比べ、ADHD群では課題中の両側のIFC

領域の[oxy-Hb]が低下していた(P = 0.012, 

d = -0.94, 95%CI -1.74 to -0.20)。一方、1年

後については、群間に有意な差がみとめ

られなかった (Fig. 11) 。 

D. 考察 

小児 ADHD 群では、MPH による治療を

行なう以前は、両側の IFC 領域における

機能低下が見られるが、1 年間の継続内服

後には、IFC の機能に TD 群との差が見ら

れなくなったことから、MPH を内服する

事により、TD の脳活動パタンに近づくこ

とが示唆された。本研究においては、1

週間のウォッシュアウト期間を設けて実

施したが、今後、ウオッシュアウト期間

をより長くした場合の検討を行なうこと

により、小児 ADHD に対する薬物療法に

おいて、服薬の頻度を低くしていく目安

や服薬終了時期を示す補助的指標として、

NIRS を用いることが可能になるのでは

ないかと考えられた。 
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B. 研究方法 

新聞広告、および HP でよびかけた定型発

達児  (6~12 歳 ) 33 名に WISC- Ⅳ、

MINI-KIDS、CBCL、ADHD-RS、SRS を

行い、WISCⅣIQ80 以下、MINI-KIDS で

精神疾患が診断されたもの、ADHD-RS、

CBCLT スコアがカットオフ以上のものを

除外した。そのうえで、T1、T2、T3、T4

すべてに参加した 24 名を対象とした。本

研究は、東京大学医学部倫理委員会の承

認を得ており、実施に先立って、書面に

て説明を行った上で、書面にて同意を得

た。 

＜手続き＞初回 (T1) 1 週間後 (T2) と４

~8週間週間後 (T3) 、1年後 (T4) にNIRS

検査を実施した (Fig. 12) 。 



  

＜腑活課題＞語流暢性課題 (VFT) を用

いた。 

＜装置＞ 24 チャンネル NIRS 装置

(ETG-4000, HITACHI メディコ社製) 

＜解析＞関心領域 (ROI) (左右半球) を設

定し、VFT 遂行中の平均酸素化ヘモグロ

ビン ([oxy-Hb]) 変化量について、被験者

内要因を時間 (ベースライン、1 週間後、

4～8 週間後、1 年後) 、半球 (右半球、左

半球) とする反復測定分散分析を行なっ

た。多重比較の補正には、Bonferroni 法を

用いた。 

C. 研究結果 

課題成績の結果は T1 で 8.25 (SD:3.97) 

T2で8.54 (SD:3.74) T3で8.00 (SD:3.30) T4

で 8.54 (SD:4.15) と有意な差がなかった。 

反復測定分散分析の結果では、時間×半球

の交互作用は有意とならず、時間によっ

ての[oxy-Hb]の有意な変化は、認められな

かった。 

左右の ROI を用いた級内相関の結果にお

いて (Fig. 13) 4~8 週間間隔で左半球で級

内相関係数 ρ＝.7369、p = 0.0009 と有意に

級内相関があり、繰り返し測定の信頼性

があると考えられた。また 1 年後の測定

では、右半球では、級内相関係数 ρ= .6595、 

p = 0.0056、左半球では、級内相関係数 ρ 

= .6977、 p= 0.0025 で繰り返し測定の信

頼性があると考えられた。また、1 チャン

ネルごとに級内相関をみた結果では、有

意な CH 数は、1 週間間隔で 3 (CH7,21,24、

級内相関係数 ρ = 0.02333-0.0457, p = 

0.5540-0.6111) 、4~8 週間間隔で 10 (CH4, 

5, 7, 8, 9, 13, 17, 21, 22, 24、級内相関係数 ρ 

= 0.000-0.0453, p = 0.5603-0.8389 ) 、1 年

間隔で 13 (CH4, 6, 8, 10, 11, 13, 15, 18, 19, 

20, 22, 23, 24 、級内相関係数 ρ = 

0.5232-0.7831, p = 0.0003-0.043) と間隔が

長くなるほど増えていた。しかし、共通

したチャンネルは CH24 のみであった。 

 

D. 考察 

先行研究では、成人のものしかまだない

が、1 週間間隔の再現性をみたものとして

は、Kono による有意に賦活しているチャ

ンネルを ROI として検討したもの、

Schckelmann による 3 週間と 1 年間の間隔

で 1ch ごとで検討したもの、Kakimoto に

よる 2 か月の間隔ですべてのチャンネル

の平均値で検討したものがあり、いずれ



  

も ROI を定めて再現性があるという報告

である。今回の我々の検討においても、

ROI を定めた場合には、ANOVA では有意

な差がなく、また、4~8 週後には左半球で、

1 年後には両半球での繰り返し測定の信

頼性が高いという結果であった。これは、

成長によって脳の大きさに変化が出るこ

とや、チャンネルの位置がプローブのつ

け方で変化することなども関連し、一チ

ャンネルごとよりも ROI の平均値での繰

り返し測定の信頼性が高いと考えられた。 

 結論としては、ROI を定めた繰り返し

測定は小児においても成人と同じように

信頼性が高く、臨床的な検査への応用へ

の可能性が示唆された。 
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B. 研究方法 

 

＜対象者＞児童精神科医により ADHD と

診断された ADHD 患児 21 名を対象とし

た。診断には、DSM-IV を用いた。ADHD

患者は全員いままで未服薬であった。

ADHD-RS にて ADHD 症状の評価、

MINI-KIDS にて合併症の評価がされ、IQ

の評価には、WISC-Ⅲが用いられた。本研

究は、東京大学医学部臨床試験審査委員

会の承認を得ており、実施に先立って、

書面にて説明を行った上で、書面にて同

意を得た。 

＜研究デザイン＞重盲検、クロスオーバ

ー、偽薬コントロールランダム化比較試

験のデザインで施行した (Fig. 14) 。 

まずベースラインアセスメントで、薬を

内服しない状態で、NIRS 検査、１週間後、

単回内服 (MPH か偽薬) 後に NIRS 検査、

さらに１週間後単回内服 (MPH か偽薬) 

後に NIRS 検査、その後、4~8 週間 MPH

を継続内服して CGI-S スコアを医師が評

価した。さらに１年間 MPH の内服が行え

た 14 名の ADHD 患児について、1 年間フ

ォローアップし、1 年後に CGI-S スコア

を評価した。 

＜腑活課題＞抑制課題  (stop signal 

task:SST)を腑活課題として用いた。課題

は、提示された視覚刺激の方向の弁別の

みを行なうベースライン課題 (pre-SST, 

post-SST) と視覚刺激の方向の弁別に加

えて、ストップ信号が提示された際に反

応を抑制する抑制課題 (SST) からなり、

課題の時間は pre-SST が 30 秒、SST が 81

秒、post-SST が 70 秒であった (Fig.12) 。

ストップ信号が提示された際に反応を抑

制できた割合 (抑制率) を課題成績とし

た。 

＜装置＞ 24 チャンネル NIRS 装置

(ETG-4000, HITACHI メディコ社製) 

＜解析＞関心領域 (ROI) (右 inferior front

al cortex (IFC)と左 IFC：Fig. 10) を設定

し、SST 遂行中の平均酸素化ヘモグロビ

ン ([oxy-Hb]) を解析した。ベースライン

アセスメントの[oxy-Hb]、および、単回内

服後とベースラインアセスメントでのと

の差分 Δ[oxy-Hb]を NIRS 信号として用い

た。ステップワイズ重回帰分析を、4~8

週間後もしくは 1 年後の CGI-S スコアを

従属因子として、また、左右 IFC のベー

スラインアセスメントの[oxy-Hb]、単回内

服後とベースラインアセスメントでのと

の差分 Δ[oxy-Hb]また、臨床指標(MPH 薬



  

量、ADHD-RS-IV スコア、 (“不注意” “多

動衝動性” サブスコア and 総スコア) 、 

CBCLスコア (“内向き” “外向き” サブス

コアと総スコア) 、SST 課題成績、IQ、

年齢、性別を独立因子として施行した。 

 

C. 研究結果 

ステップワイズ重回帰分析によって、

単回内服とベースラインアセスメントの

NIRS 信号の差分∆[oxy-Hb] (LIFC) のみ

が 4~8 週内服後の CGI-S と有意に関連し

た (R = 0.519, P = 0.0160,  = 0.519, 9

5%CI = -4.680–-5.440; Fig. 15) 。 

１年間内服後の CGI-S も単回内服とベー

スラインアセスメントの NIRS 信号の差

分∆[oxy-Hb] (LIFC)  のみが関連した(R 

= 0.716, P = 0.0040,  = -0.716, 95%CI

 = -6.527–1.562)。 

 

D. 考察 

4~8 週 MPH 内服後の臨床評価および１年

内服後の臨床評価両方が、単回内服後と

ベースラインアセスメントの NIRS 信号

の差分と相関した。単回内服で NIRS 信号

が高くなる患者ほど、効果が高く得られ

るという結果であり、この結果は、継続

内服前に NIRS 検査を単回内服を行って

継続内服後の効果を予測できる可能性を

示唆した。偽薬コントロールしたランダ

ム化比較試験において、このような結果

を得られたことは信頼性が高いと考えら

れた。 

E. 結論 

研究 1 により、発達障害患者における

言語流暢性課題時の NIRS 波形の特徴が

明らかになった。発達障害の疾患間での

差異を明らかにし、発達障害の診断補助

検査として用いるためには、異なる認知

課題が必要であることが示された。さら

に、研究 2 では、小児を対象に NIRS 検査

を実施していく上では、年齢が低いと言

語流暢性課題を実施しても、血流変化が

捉えにくいため、年齢に応じた認知課題

が必要であることが示された。研究 3 よ

り、発達障害患者における抑制課題時の

NIRS 波形の特徴が明らかになった。発達

障害の疾患間で NIRS 波形パタンの差異

が明らかになり、発達障害の診断補助検

査として使用できる可能性が示された。

さらに、研究 4 では、ADHD 小児におい

て MPH 服用によって、脳機能の発達に変

化が見られ、TD に似た脳活動パタンとな

っていくことが示された。さらに、研究

５では、ADHD 小児において 4～8 週後と

1 年後という長期の MPH 服用の効果が、

単会内服後の NIRS 信号によって予測で

きる可能性が示された。この結果により、

今後、臨床場面において、MPH が必要と

なる患者かどうかを見極めるために有用

な客観的指標となる可能性が示唆された。 

研究６より定型発達児の VFT を用いた

NIRS 検査の繰り返し測定において、ROI

を定め、期間をあけて行った場合の信頼

性が明らかになった。この結果によって

子どもに適応する検査として使用できる

可能性が示された。 



  

以上のような 3 年間の研究の成果を通

して、NIRS が発達障害の鑑別診断補助に

使用できる可能性が示唆され、また、

ADHD 児の治療開始、治療終了における

客観的指標として使用できる可能性が示

唆された。さらには、小児における繰り

返し測定の妥当性も検討し、今後子ども

に対しても臨床的に使用できる可能性を

示した。 

 

F. 危険事象 

なし 
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研 究 要 旨 

メタ解析より、脳由来神経栄養因子（BDNF: Brain-derived neurotrophic factor）

が、うつ病の血中バイオマーカーとして有用であることが報告された。本研究

において、うつ病患者の血清中の成熟型 BDNF 濃度は、健常者と比較して有意

に低下していた。また血清中 proBDNF 濃度は両群で差は無かった。双極性障害

患者の血清中の前駆体 proBDNF 濃度は健常者と比較して低下してが、逆に、成

熟型 BDNF 濃度は、健常者として比較して増加することを見出した。一方、統

合失調症患者については、血漿中の成熟型 BDNF 濃度は健常者と比較して差は

無かった。本研究結果から、血清中の proBDNF および成熟型 BDNF の測定は、

うつ病と双極性障害の鑑別診断に有用であることが示唆された。  
  

 

A．研究目的 

近年、精神疾患のバイオマーカーの必

要性が指摘されている。これまで私たち

は、精神疾患の血中バイオマーカーに関

する研究を精力的に進めてきた。特に、

うつ病患者における血中の脳由来神経栄

養因子（BDNF: Brain-derived neurotrophic 

factor）の低下は、その後、国内外の多く

の研究者から追試された。さらに、この

知見は幾つかのメタ解析からも証明され

ており、現在、BDNF はうつ病の血中バ

イオマーカーとして有用であると考えら

れている。 

一方、これまで報告された血中 BDNF

測定に関する論文は、すべて市販の

ELISA キットが使用されている。これら

のキットに使用されている BDNF 抗体の

性質上、これらのキットで測定した値は、



  

前駆体 proBDNFおよび成熟型BDNFを区

別することが出来ず、両者の合計の値で

ある。 

今回、うつ病患者および年齢・性別を

合致させた健常者の血中 proBDNFおよび

成熟型 BDNF を新しく開発された ELISA

キットを用いて測定した。また proBDNF

を切断し、成熟型 BDNF を合成する酵素

MMP-9 (matrix metalloproteinase-9)の濃度

も測定した。さらに、うつ病患者の臨床

症状（うつ病の重症度、認知機能障害な

ど）との関連についても調べた（第 1 年

度、第 2 年度）。 

他の精神疾患として、双極性障害患者

および統合失調症患者の血液中の成熟型

BDNF および proBDNF 濃度を測定した

（第 3 年度）。 

 B．研究方法 

千葉大学医学部附属病院およびその関

連病院でリクルートしたうつ病患者およ

び年齢、性別、推定 IQ、教育歴を合わせ

た健常者に対し、CogState 認知機能バッ

テリーを用いて認知機能を測定した。さ

らに、うつ病患者における認知機能障害

とWHO-QOL26で測定したQOLおよび社

会適応度評価尺度で測定した社会機能と

の関係を調べた。うつ病患者 69 人および

健常者 78 人の血清中の proBDNF, 成熟型 

BDNF, MMP-9 濃度を市販の ELISA キッ

トを用いて測定した（第 1 年度、第 2 年

度）。 

双極性障害患者（215 名および 47 名）

および健常者（112 名および 43 名）の血

液サンプルは、共同研究機関であるスウ

ェーデンのカロリンスカ研究所およびエ

ーテボリ大学の病院で採取した（第 3 年

度）。統合失調症患者（63 名）および健常

者（52 名）のサンプルについては、千葉

大学医学部附属病院およびその関連病院

でリクルートした統合失調症患者および

年齢、性別、推定 IQ、教育歴を合わせた

健常者から採取した。血液中の proBDNF

および成熟型 BDNF 濃度を市販の ELISA

キットを用いて測定した（第 3 年度）。 

【倫理面への配慮】 

本研究の実施については、千葉大学大

学院医学研究院の倫理審査委員会の承認

を得た（平成 23 年 1 月 19 日）。その承認

にもとづき、被検者全員に研究への参加

について文書と口頭で説明を行ったうえ

で、文書による同意を得た。 

スウェーデンの共同研究機関（カロリ

ンスカ研究所およびエーテボリ大学）と

の共同研究の実施については、千葉大学

大学院医学研究院の倫理審査委員会の承

認を得た（平成 23 年 12 月 21 日）。 

 

C．研究結果 

うつ病患者の血清中の成熟型 BDNF 濃

度は、健常者の値と比較して有意に低か

った。一方、血清中の proBDNF および

MMP-9 濃度は両群で差が無かった。また、

成熟型 BDNF および proBDNF 濃度と臨

床症状との間には有意な相関は認められ

なかった。しかしながら、うつ病患者に

おける MMP-9 濃度は、うつ症状の重症度、

QOL スコア、社会機能との間に有意な相

関関係を認めた（第 1 年度、第 2 年度）。 

双極性障害患者の血清中の成熟型 

BDNF 濃度は、健常者の値と比較して有

意に高かった。一方、患者群の血清中の

proBDNF 濃度は健常者の値と比較して有

意に低かった。これらの結果は、独立し

た 2 施設（カロリンスカ研究所およびエ



  

ーテボリ大学）のサンプルでも同様の結

果であった。一方、統合失調症患者の血

漿中の成熟型 BDNF 濃度は、健常者の濃

度と差が無かった（第 3 年度）。 

 

Ｄ．考察 

本研究結果より、うつ病患者の血中の

成熟型 BDNF 濃度は、健常者と比較して

有意に低下していたことから、これまで

に報告された血中 BDNF 濃度の低下は、

成熟型 BDNF の低下に起因していると思

われる。今回は、未治療のうつ病患者は

非常に少なかったので、今後、未治療の

患者を含んだ多くの症例を用いた研究が

必要である。 

双極性障害患者の血清中の成熟型

BDNF 濃度は、健常者と比較して有意に

増加していた。このことは、うつ病と双

極性障害では、成熟型 BDNF 濃度が健常

者と比較して逆であることが判った。今

回使用したサンプルは、すべて薬剤治療

中で症状が安定している患者であるため、

薬剤の影響を無視することはできない。

今後、未治療の患者での測定が必要であ

る。 

また今回の双極性障害のサンプルはす

べてスウェーデン人のサンプルであるた

め、日本人に当てはまるかわからないが、

今後、日本人のうつ病患者および双極性

障害患者の血清中の成熟型 BDNF および

proBDNF 濃度を測定する必要がある。 

一方、統合失調症患者では、血液中の

成熟型 BDNF 濃度には有意な差は認めら

れなかったことから、血液中の成熟型

BDNF 濃度の変化は、気分障害に特異的

である可能性がある。 

臨床現場において、うつ病患者および

双極性障害のうつ症状の鑑別は、非常に

難しく、これまで診断されてきた治療抵

抗性うつ病患者の一部は、双極性障害で

ある可能性が指摘されている。今回の研

究から、血清中の proBDNF および成熟型

BDNF 濃度を測定することにより、両者

を鑑別診断する補助法として応用できる

可能性がある。 

 

E．結論 

血清中の proBDNF および成熟型 BDNF

濃度を測定することにより、うつ病と双

極性障害の鑑別診断に応用できる可能性

が示唆された。 

今後、多施設間でのサンプルを用いて、

うつ病と双極性障害の鑑別診断に応用で

きるか、詳細に調べていく必要がある。 
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研 究 要 旨 

統合失調症の神経発達病態を明らかにするために、初回エピソード統合失調

症（FES）患者、および健常者を対象に、構造 MRI を用いて視床間橋および透

明中隔腔の出現頻度を調べ、大きさを計測した。また、同じく FES 患者と健常

者、および At Risk Mental state（ARMS）患者における嗅溝の深さを計測した。

視床間橋の前後長は患者群で健常者群より短く、縦断的検討では両群ともに経

時的な短縮を示した。透明中隔腔の大きさには両群間の差や経時的な変化はな

かった。FES 患者群の嗅溝は健常者群より有意に浅かったが、両群ともに経時

的な変化は示さなかった。また ARMS 患者においても、健常者に比較して嗅溝

が有意に浅かった。 
  

 

 

A．研究目的 

 

 統合失調症においては種々の脳構造の

変化が報告されており、その中には病前

から存在し、早期神経発達の障害に起因

すると考えられるものがある。また前駆

期から初回エピソードにかけての病初期

において、構造変化が進行することも報

告されている。しかし、脳構造変化が生

じる部位や時間的経過などは十分に明ら

かにされておらず、その成因も明らかで

ない点が多い。 

 われわれは、統合失調症の神経発達病

態と、発症早期における病態進行の脳内

基盤を明らかにするために、初回エピソ

ード統合失調症（FES）患者、統合失調型

障害患者および At Risk Mental state

（ARMS）患者を対象に、構造磁気共鳴画

像（MRI）を用いて、種々の横断的およ

び縦断的な比較を行うとともに、MRI の

統合失調症の早期診断への応用可能性に

ついて検討した。 

 

B．研究方法 

 

以下の解析には、 1.5T のスキャナ



 

（Magnetom Vision, Siemens

3D-FLASH

データを用いた

は画像解析ソフトウェア

り、

statistical parametric mapping

いて行った。

 

(1) 灰白質体積

 

①側頭葉脳回

 FES

23.1 歳）、統合失調型障害患者

女 4、平均年齢

11 女

（ベースライン）の

2～3

MRI

画像を

状断面に再構成し、関心領域法により中

側頭回、下側頭回、紡錘状回の灰白質体

積を用手的に計測した（図１）。

 

②VBM

 Comprehensive Assessment of At Risk 

Mental State

た ARMS

齢 18.9

平均年齢

 

Magnetom Vision, Siemens

FLASH 法にて

データを用いた

は画像解析ソフトウェア

、voxel-based morphometry

statistical parametric mapping

行った。 

灰白質体積 

側頭葉脳回 

FES 患者 18 例

歳）、統合失調型障害患者

、平均年齢 22.8

女 9、平均年齢

（ベースライン）の

3 年後に 2 回目（フォローアップ）の

MRI 撮像を行い、その比較を行った。

画像をAC-PC line

状断面に再構成し、関心領域法により中

側頭回、下側頭回、紡錘状回の灰白質体

積を用手的に計測した（図１）。

BM 

Comprehensive Assessment of At Risk 

Mental State（CAARMS

ARMS 患者 14

18.9 歳）、FES

平均年齢 24.7 歳）、健常者

 

Magnetom Vision, Siemens

法にて得た全脳の三次元

データを用いた。関心領域法による

は画像解析ソフトウェアDr. View 5.0

based morphometry

statistical parametric mapping

 

例  （男 12 女

歳）、統合失調型障害患者

22.8 歳）と健常者

、平均年齢 23.2 歳）において初回

（ベースライン）の MRI を撮像し、その

回目（フォローアップ）の

撮像を行い、その比較を行った。

PC lineに垂直な厚さ

状断面に再構成し、関心領域法により中

側頭回、下側頭回、紡錘状回の灰白質体

積を用手的に計測した（図１）。

図１ 

Comprehensive Assessment of At Risk 

CAARMS）により診断され

14 名（男 10

FES 患者 34 名（男

歳）、健常者

 

Magnetom Vision, Siemens）により、

全脳の三次元 MRI

関心領域法による解析

Dr. View 5.0によ

based morphometry（VBM）は

statistical parametric mapping（SPM）を用

女 6、平均年齢

歳）、統合失調型障害患者 13 例（男

歳）と健常者 20 名（男

歳）において初回

を撮像し、その

回目（フォローアップ）の

撮像を行い、その比較を行った。MRI

に垂直な厚さ 1mmの冠

状断面に再構成し、関心領域法により中

側頭回、下側頭回、紡錘状回の灰白質体

積を用手的に計測した（図１）。 

Comprehensive Assessment of At Risk 

）により診断され

10 女 4、平均年

名（男 20 女 14

歳）、健常者 51 名（男

  

）により、

MRI

解析

によ

）は

）を用

、平均年齢

例（男 9

名（男

歳）において初回

を撮像し、その

回目（フォローアップ）の

MRI

の冠

状断面に再構成し、関心領域法により中

側頭回、下側頭回、紡錘状回の灰白質体

Comprehensive Assessment of At Risk 

）により診断され

、平均年

14、

（男 30

女

SPM8

Registration Through Exponentiated Lie 

Algebra

による

は

Extent Correction

水準は

 

(2) 

 

 ARMS

齢

名（男

患者

とそれに適合した健常者

27、平均年齢

画像を

状断面に再構成し、関心領域法により

下垂体

 

 (3

 

FES

24.0

37女

また、そのうち

6、平均年齢

（男

は、

女 21、平均年齢

SPM8 により、

Registration Through Exponentiated Lie 

Algebra（DARTEL

による VBM を行った。脳灰白質の比較に

は cluster ごとに

Extent Correction

水準は FWE 補正

) 脳下垂体体積

ARMS 患者

齢 19.1 歳）とそれに適合した健常者

（男 11 女 11

患者 64 名（男

とそれに適合した健常者

、平均年齢 2

画像をAC-PC line

状断面に再構成し、関心領域法により

下垂体体積を用手的に計測した（図

3) 視床間橋および透明中隔腔

FES 患者 64

24.0 歳）とそれに適合した健常者

女 27、平均年齢

また、そのうち

、平均年齢 23.8

（男 13 女 8、平均年齢

は、2〜3 年間隔

、平均年齢 23.9 歳）

により、Diffeomorphic Anatomical 

Registration Through Exponentiated Lie 

DARTEL）を用いた空間正規化

を行った。脳灰白質の比較に

ごとに Non-Stationary Cluster 

Extent Correction を用いた。統計学的有意

補正 p<0.05 とした。

脳下垂体体積 

患者 22 名（男 11

とそれに適合した健常者

11、平均年齢

（男 37 女 27、平均年齢

とそれに適合した健常者

25.1 歳）を対象に

PC lineに垂直な厚さ

状断面に再構成し、関心領域法により

体積を用手的に計測した（図

図２ 

視床間橋および透明中隔腔

64 名（男 37

とそれに適合した健常者

、平均年齢 25.1歳）

また、そのうち FES 患者

23.8 歳）および健常者

、平均年齢 24.5

年間隔で 2 回の

歳）を対象にした。

Diffeomorphic Anatomical 

Registration Through Exponentiated Lie 

）を用いた空間正規化

を行った。脳灰白質の比較に

Stationary Cluster 

を用いた。統計学的有意

とした。 

11 女 11、平均年

とそれに適合した健常者

、平均年齢 19.4 歳）、

、平均年齢 24.0

とそれに適合した健常者 64 名（男

を対象にした。

に垂直な厚さ 1mm

状断面に再構成し、関心領域法により

体積を用手的に計測した（図

視床間橋および透明中隔腔 

37 女 27、平均年齢

とそれに適合した健常者 64 名

歳）を対象にした。

患者 20 名（男

および健常者

4.5 歳）において

回の MRI 撮像を行っ

した。

Diffeomorphic Anatomical 

Registration Through Exponentiated Lie 

）を用いた空間正規化

を行った。脳灰白質の比較に

Stationary Cluster 

を用いた。統計学的有意

、平均年

とそれに適合した健常者 22

、FES

24.0 歳）

（男 37 女

した。MRI

1mmの冠

状断面に再構成し、関心領域法により脳

体積を用手的に計測した（図２）。 

 

、平均年齢

名（男

した。

（男 14 女

および健常者 21 名

において

撮像を行っ



 

た。MRI

1mm

により

（CSP

評価した

のを

 

 (4) 

 

 (3)

を対象として

同じく

いては、

た。さらに

平均年齢

者 22

においても

深さは、

再構成した

 

MRI 画像を

1mm の冠状断面に再構成し、関心領域法

により視床間橋

CSP）の出現頻度と大きさ

評価した（図３および

のを large CSP とした

) 嗅溝 

)と同じ FES

を対象として横断的に

同じく FES 患者

いては、2〜3 年間隔

た。さらに ARMS

平均年齢 19.1 歳）

22 名（男 11

においても横断的比較を行った

深さは、MRI 画像を

再構成した厚さ

 

画像を AC-PC line

の冠状断面に再構成し、関心領域法

視床間橋（AI）および透明中隔腔

の出現頻度と大きさ

および４）。

とした。 

図３ 

図４ 

FES 患者 64 名と健常者

横断的に比較した。

患者 20 名と健常者

年間隔で縦断的比較を行っ

ARMS 患者 22 名（男

歳）とそれに適合した健常

11 女 11、平均年齢

横断的比較を行った

画像を AC-PC line

厚さ 1mmの冠状断面

図５ 

 

PC line に垂直な厚さ

の冠状断面に再構成し、関心領域法

および透明中隔腔

の出現頻度と大きさ（前後長）を

。6mm 以上のも

名と健常者 64

比較した。また、

名と健常者 21 名にお

で縦断的比較を行っ

名（男 11 女 11

とそれに適合した健常

、平均年齢 19.4

横断的比較を行った。嗅溝

PC line に垂直

の冠状断面を用いて

  

に垂直な厚さ

の冠状断面に再構成し、関心領域法

および透明中隔腔

（前後長）を

以上のも

64 名

また、

名にお

で縦断的比較を行っ

11、

とそれに適合した健常

19.4 歳）

嗅溝の

に垂直に

を用いて 

計測した

 

C．

 

(1) 

 

①側頭葉脳回

ベースライン時およびフォローアップ

時それぞれの横断的比較では、統合失調

症および統合失調型障害患者における左

右の紡錘状回の体積は、いずれの時点で

も健常者に比較して有意に小さかった。

統合失調症患者と統合失調型障害患者の

間では有意差はなかった。

ベースライン時とフォローアップ時の

間の縦断的比較では、統合失調症患者に

おいて、左右の紡錘状回の灰白質体積が

経時的に減少し

-2.3

患者

よび健常者

に比較して有意に大きかった

合失調型障害患者と健常者の間には有意

な差はなかった。中および下側頭回の経

時的変化には、

 

計測した（図５

．研究結果 

(1) 灰白質体積

側頭葉脳回 

ベースライン時およびフォローアップ

時それぞれの横断的比較では、統合失調

症および統合失調型障害患者における左

右の紡錘状回の体積は、いずれの時点で

も健常者に比較して有意に小さかった。

統合失調症患者と統合失調型障害患者の

間では有意差はなかった。

ベースライン時とフォローアップ時の

間の縦断的比較では、統合失調症患者に

おいて、左右の紡錘状回の灰白質体積が

経時的に減少し

2.3%/year）、その程度は統合失調型障害

患者（左：-0.4

よび健常者（左：

に比較して有意に大きかった

合失調型障害患者と健常者の間には有意

な差はなかった。中および下側頭回の経

時的変化には、

５）。 

灰白質体積 

 

ベースライン時およびフォローアップ

時それぞれの横断的比較では、統合失調

症および統合失調型障害患者における左

右の紡錘状回の体積は、いずれの時点で

も健常者に比較して有意に小さかった。

統合失調症患者と統合失調型障害患者の

間では有意差はなかった。

ベースライン時とフォローアップ時の

間の縦断的比較では、統合失調症患者に

おいて、左右の紡錘状回の灰白質体積が

経時的に減少し（左：-2.

、その程度は統合失調型障害

0.4%/year；右：

左：0.1%/year；右：

に比較して有意に大きかった

合失調型障害患者と健常者の間には有意

な差はなかった。中および下側頭回の経

時的変化には、3 群間で差はなかった。

図６ 

ベースライン時およびフォローアップ

時それぞれの横断的比較では、統合失調

症および統合失調型障害患者における左

右の紡錘状回の体積は、いずれの時点で

も健常者に比較して有意に小さかった。

統合失調症患者と統合失調型障害患者の

間では有意差はなかった。 

ベースライン時とフォローアップ時の

間の縦断的比較では、統合失調症患者に

おいて、左右の紡錘状回の灰白質体積が

2.6%/year；右：

、その程度は統合失調型障害

；右：-0.2%/year

%/year；右：0.0%/year

に比較して有意に大きかった（図６）

合失調型障害患者と健常者の間には有意

な差はなかった。中および下側頭回の経

群間で差はなかった。

ベースライン時およびフォローアップ
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浅かった。また両群ともに、左側より右

側の嗅溝が深かった。縦断的検討では、

嗅溝の前後長および深さともに、いずれ

の群でも経時的変化を示さなかった。 

ARMS 患者と健常者の比較では、嗅溝

の前後長には差がなかったが、嗅溝の深

さは ARMS 患者で有意に浅かった。嗅溝

の前後長および深さは、ARMS 患者のう

ち、後に精神病に移行した 5 名と移行し

なかった 17 名の間で有意差はなかった。 

 

D．考察と結論 

 

 統合失調症の初回エピソードにおいて、

前部帯状回の灰白質密度減少、紡錘状回

の灰白質体積減少、脳下垂体の体積増大、

AI の短縮、嗅溝の深さの減少が認められ、

病初期において既に種々の構造変化が生

じていることが確認された。AI や嗅溝の

変化は早期の神経発達障害を示唆する所

見だが、紡錘状回灰白質や脳下垂体体積、

さらにAIの変化にも縦断的な進行が認め

られ、活発な経時的変化も生じていると

考えられる。脳下垂体体積の増大は、ス

トレスに対する視床下部−下垂体−副腎皮

質系（HPA axis）の過活動を示唆する。な

お、統合失調症と統合失調型障害は、統

合失調症スペクトラムとして共通の形態

異常を一部に有しているが、進行性の病

的変化は統合失調症にのみ認められると

考えられる。 

 本研究において、初回エピソードの統

合失調症患者だけでなく、軽微な精神病

症状を訴えて医療機関受診に至ったハイ

リスク患者にも、種々の脳構造変化が認

められることが明らかになった。脳下垂

体体積の増大や嗅溝の深さの減少は初回

エピソード患者と共通の所見であったが、

後の精神病症状顕在化の有無による違い

は認められなかったので、特異的な発症

予測マーカーとならないと考えられる。

一方、前部帯状回の灰白質密度は、後に

精神病床の顕在化に至った症例で初回エ

ピソード患者と同様に減少しており、ハ

イリスク患者における顕在発症予測につ

ながりうる臨床的意義を有する所見と考

えられた。 
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研 究 要 旨 

精神科の課題であった診断の客観性の乏しさに対して、近赤外線光トポグラ

フィー（NIRS）はうつ症状の鑑別診断補助として 2014 年 4 月に保険適応され

たが、病状と NIRS との関連についての有用性を示した報告はなく、本研究で

はうつ病の病状と NIRS との関連を明らかにすることを目的とした。 
MDD 患者 30 名を対象に HAM-D21 総得点と VFT 中の oxy-Hb 変化量の平均

値とを検討したところ、右背外側前頭前野（dorsolateral prefrontal cortex: DLPFC）
に相当する CH25 において有意に負の相関を示した（rho = -0.56, P = 0.002）。 

MDD において限定的ではあるが、NIRS が病状評価ツールとして有用である

ことが示されたことで、治療効果の判定や治療反応性の予測、再発予測といっ

た精神科で期待されている客観的ツールとしての有用性の検討が可能となる。

また、双極性障害の早期診断の可能性が示された。  
古典的モノアミン仮説で提唱されている脳髄液（cerebrospinal fluid: CSF）中

のモノアミン代謝産物に注目し、CSF のモノアミン代謝産物と NIRS との関連

を明らかにすることを目的とした予備的検討を行った。健常者を含む 39 名の被

験者において CSF 中のモノアミン代謝産物である HVA、MHPG、5-HIAA と NIRS
データとの関連を検討した。その結果、健常者を除いた被験者において、MHPG と

VFT 中の oxy-Hb 濃度変化は左背外側前頭前野を中心に有意な正の相関を示した。

MHPG、前駆物質である norepinephrine が側頭部における oxy-Hb 濃度変化の生物学

的背景の可能性が示唆され、背外側前頭前野における NIRS データの臨床応用の発

展が期待される。 

 

 

A．研究目的 

光トポグラフィー検査は、2009 年 4 月

に先進医療「光トポグラフィー検査を用

いたうつ症状の鑑別診断補助」が承認さ

れ、2014 年 4 月より保険適応されること

になった。この検査の有用性については

一定の評価を得ており、簡便に検査がで

きるため被験者にかかるストレスが少な



  

いことから普及しやすい検査であると言

える。しかし、病状の評価ツールとしての

有用性の検討は十分とは言い難い。そこで、

#1 大 う つ 病 性 障 害 （ major depressive 

disorder: MDD）の病状と NIRS との関連を

明らかにすることを目的とした。 

 さらに、初診から双極性障害（bipolar 

disorder: BP）の診断がされるまでに時間が

かかることが指摘されている 1)。Hirschfeld

らによると、双極性障害と診断された患者

600 名中 411 名（69％）が過去に異なった診

断を受けおり、その 60％が大うつ病性障害

であったとしている。さらに、双極性障害

の 1/3 以上は診断されるまでに 10 年以上か

かったと報告している。そこで、#2 気分障

害を対象に、気質評価質問紙である

Temperament Evaluation of Memphis, Pisa, 

Paris and San Diego-autoquestionnaire version

日本語版 2）（TEMPS-A）を用いて気質と

NIRS の関連を評価することを目的とした。

この研究によって双極性障害の「早期」診

断に貢献できる可能性がある。 

さて、NIRS を用いた鑑別診断補助検査

に有用なデータが報告され、大うつ病性

障 害 、 双 極 性 障 害 、 統 合 失 調 症

（Schizophrenia: Sc）における典型的な波

形パターンが示された 3, 4, 5, 6)。しかしなが

ら、それぞれの疾患において異なる波形

パターンを示す生物学的背景についての

研究は乏しく、他のモダリティーを利用

し た 近 赤 外 線 光 ト ポ グ ラ フ ィ ー

（near-infrared spectroscopy: NIRS）の妥当

性の研究としては皮膚血流の問題を機に

機能的核磁気共鳴画像法（ functional 

magnetic resonance imaging: fMRI）との関

連などが報告された。Oxy-Hb と脳内の

BOLD との相関が報告されている 7)が、

NIRS 信号の生物学的背景を明らかにす

ることを目的とした研究は少なく、NIRS

の生物学的背景を検討することで NIRS

信号の理解が深まり、精度の向上や病態

に迫ることが期待できる。古典的モノア

ミン仮説で提唱されている脳髄液

（cerebrospinal fluid: CSF）中のモノアミン

代謝産物に注目し、2 年度目以降は#3 CSF

のモノアミン代謝産物と NIRS との関連

を明らかにすることを目的とした検討を

行った。 

 

B．研究方法 

#1 大うつ病性障害の病状と NIRS との関

連 

 (1)対象 

 対象は独立行政法人国立精神・神経医療

研究センター病院へ通院中の患者であり、

DSM-IV I 軸障害診断構造化面接（Structured 

Clinicalinterview for DSM-IV-TR Axis I 

Disorder; SCID-18））によって MDD と診断さ

れた被験者 30 名、対照群として SCID 非患

者用版（SCID-1/NP）により健常者であると

された被験者（healthy control: HC）30 名で

ある。健常被験者の研究参加に関してはボ

ランティアの協力を得て行った。本研究へ

参加した被験者は全員右利きであった。

MDD については頭部外傷や神経疾患の既

往、電気けいれん療法の治療歴、アルコー

ルおよび精神作用物質の乱用や依存症の既

往を有する者は除外した。HC については一

親等以内に精神疾患の既往がある被験者は

除外した。 

(2)方法 

 被験者へは、文書による説明と同意を得

た上で NIRS を測定した。人口統計学的、

臨床背景については年齢、性別、利き手



  

（Edinburgh Handedness inventory9)）、眠気

（Sleepiness was evaluated as the score on the 

Stanford Sleepiness Scale: SSS10））、処方内容、

処方量などの他に、臨床評価として、推定

病前知能検査（Japanese Adult Reading Test：

JART11））、ハミルトンうつ病評価尺度

（Hamilton Rating Scale for 

Depression:HAM-D12））、を用いた。 

 NIRS 検査については、52chNIRS 計測装

置（ETG-4000、日立メディコ社製）を用い

て、脳皮質における酸素化ヘモグロビン

（oxy-Hb)、脱酸素化 Hb（deoxy-Hb）、Hb

総計（total-Hb）の変化量を計測した。計測

課題は言語流暢性課題（verval fluency task: 

VFT）を用い、統制課題として「あ・い・

う・え・お」を繰り返した。VFT は 20 秒毎

に語頭音を変化させた。測定時間は合計 160

秒間であった（図 1）。 

 

図 1 計測課題（言語流暢性課題） 

 

計測データは加算平均化し、Matlab プロ

グラムおよび統計解析ソフトSPSS18.0を用

いてアーチファクトを含む signal/noise 比

（S/N 比）の低い CH を除去した上で、統計

解析を行った。統計解析には false discovery 

rate（FDR）補正を用いた。 

なお、本研究は国立精神・神経医療研究

センター倫理審査委員会に承認されており、

それに基づいて、研究参加者への説明とイ

ンフォームド・コンセント、個人情報の厳

重な管理（匿名化）などを徹底させた。NIRS

に関しては非侵襲的な脳機能画像検査であ

り、とくに被験者に対する安全性は確保さ

れている。 

 

#2 気分障害を対象とした TEMPS-A と

NIRS の関連 

 (1)対象 

対象は独立行政法人国立精神・神経医療研

究センター病院へ通院中の患者であり、

SCID-18）によって MDD もしくは BP と診断

された被験者 161 名である。頭部外傷や神

経疾患の既往、電気けいれん療法の治療歴、

アルコールおよび精神作用物質の乱用や依

存症の既往を有する者は除外した。 

 

 (2)方法 

 被験者へは、文書による説明と同意を得た

上で NIRS を測定した。人口統計学的、臨

床背景については年齢、性別、利き手 9)、

SSS 10）、処方内容、処方量などの他に、臨

床評価として、JART11）、HAM-D12）、ヤング

躁病評価尺度日本語版(Young Mania Rating 

Scale: YMRS13)）を用いた。 

 NIRS 検査については、52chNIRS 計測装

置（ETG-4000、日立メディコ社製）を用い

て、脳皮質における oxy-Hb、deoxy-Hb、

total-Hb の変化量を計測した。計測課題は

VFT を用い、統制課題として「あ・い・う・

え・お」を繰り返した。VFT は 20 秒毎に語

頭音を変化させた。測定時間は合計 160 秒

間であった（図 1）。 

計測データは加算平均化し、Matlab プロ

グラムおよび統計解析ソフトSPSS18.0を用

いてアーチファクトを含む signal/noise 比

（S/N 比）の低い CH を除去した上で、統計

解析を行った。統計解析には false discovery 

rate（FDR）補正を用いた。 

なお、本研究は国立精神・神経医療研究



  

センター倫理審査委員会に承認されており、

それに基づいて、研究参加者への説明とイ

ンフォームド・コンセント、個人情報の厳

重な管理（匿名化）などを徹底させた。NIRS

に関しては非侵襲的な脳機能画像検査であ

り、とくに被験者に対する安全性は確保さ

れている。 

#3 CSF のモノアミン代謝産物と NIRS と

の関連 

1．対象 

 対象は独立行政法人国立精神・神経医療

研究センター病院へ通院、入院中の精神疾

患患者もしくは健常ボランティアである。

精神疾患患者については SCID-18）によって

MDD、BP、Sc と診断された被験者、

SCID-1/NP により健常者であるとされた被

験者である。いずれも頭部外傷や神経疾患

の既往、電気けいれん療法の治療歴、アル

コールおよび精神作用物質の乱用や依存症

の既往を有する者は除外した。HC について

は一親等以内に精神疾患の既往がある被験

者は除外した。 

2．方法 

 被験者へは、文書による説明と同意を得

た上で NIRS および髄液検査を実施した。

人口統計学的、臨床背景については年齢、

性別、SCID による診断、利き手 9)、SSS10）、

JART11）、症状評価については、MDD およ

び BP では HAM-D12）を、Sc については陽性・

陰性症状評価尺度日本語版（positive and 

negative syndrome scale: PANSS）を用いた。

CSF はモノアミン代謝産物である 5-ハイド

ロキシインドール酢酸（5-hydroxyindole 

acetic acid: 5-HIAA）、ホモバニール酸

（homovanillic acid: HVA）、3-メトキシ-4-ヒ

ドロキシフェニルエチレングリコール

（3-methoxy-4-hydroxyphenylethyleneglycol: 

MHPG）を高速液体クロマトグラフィー 

（High performance liquid chromatography: 

HPLC）によって測定した。 

 NIRS 検査については、52chNIRS 計測装

置（ETG-4000、日立メディコ社製）を用い

て、脳皮質における oxy-Hb、deoxy-Hb、

total-Hb の変化量を計測した。計測課題は

VFT を用い、統制課題として「あ・い・う・

え・お」を繰り返した。VFT は 20 秒毎に語

頭音を変化させた。測定時間は合計 160 秒

間であった（図 1）。 

NIRS の計測データは加算平均化し、

Matlab プログラムおよび統計解析ソフト

SPSS18.0 を用いてアーチファクトを含む

signal noise 比（S/N）の低い CH を除去した

上で統計解析を行った。解析は Spearman の

順位相関（rho）を用いて行った。NIRS の

統計解析には多重比較に対して false 

discovery rate（FDR）補正を用いた。 

 なお、本研究は国立精神・神経医療研究

センター倫理審査委員会に承認されており、

それに基づいて研究参加者への説明とイン

フォームド・コンセント、個人情報の厳重

な管理（匿名化）などを徹底させた。NIRS

に関しては非侵襲的な脳機能画像検査であ

り、とくに被験者に対する安全性は確保さ

れている。 

 

C．研究結果 

#1 大うつ病性障害の病状と NIRS との関連 

MDD30 例、HC30 例の NIRS 測定を行っ

た。被験者の人口統計学的、臨床背景につ

いては表 1 に示す。両群ともに 52CH 中、

頭頂部に近い CH1 から CH21 は体動や髪の

毛によるアーチファクトが混在していたた

め、今回の解析からは除外した。まずは両

群の VFT 中の oxy-Hb 変化量の平均値を t



  

検定で比較したところ、多重比較（false 

discovery rate: FDR）の補正後に 31CH 中

22CH で MDD 群は HC 群よりも有意に

oxy-Hb変化量が小さいという結果であった

（図 2）。 

 

 

表 1 被験者の人口統計学的、臨床背景(#1) 

 MDD 群 
(n=30) 

HC 群 
(n=30) 

Group 
difference 

P value 
年齢 (歳) 36.7 ± 11.6 35.1 ±9.4 .871 

性差 (女/男) 16 / 14 16 / 14 1.000 

Edinburgh handedness inventory (%) 92.9 ± 9.7 92.0 ±11.5 .753 

発症年齢 (歳) 30.9 ± 10.8 - - 

罹病期間 (年) 5.8 ± 4.1 - - 

治療期間 (年) 5.0 ± 3.6 - - 

GRID HAM-D21 総得点 16.7 ± 4.8 -   - 

推定知能（病前） 105.7 ± 9.5 105.9 ± 8.3 .953 

眠気 3.3 ± 1.1 2.9 ± 0.9 .104 

GAF 57.6 ± 9.3   

治療    

 Imipramine equivalent dose 
       (mg / day) 

141.9 ± 127.6 - - 

 Diazepam equivalent dose 
       (mg / day) 

8.5 ± 11.6 - - 

 

 

● P > 0.05 ● Excluded channels  

図 2. P-value significance map of t-tests for 

oxy-Hb increases. MDD vs HC. 

 

ついで HAM-D 得点との比較であるが、

HAM-D21総得点とVFT中の oxy-Hb変化量

の平均値との相関を Spearman の順位相関

（rho）を用いて行ったところ、FDR 補正後

に CH25 において有意に負の相関を示した

（図 3; rho = -0.56, P = 0.002）。 

●P < 0.01  ●P > 0.05  ●Excluded channels 

図 3. The 25CH showed a significant 

correlation between oxy-Hb changes and 

HAM-D21 total score after FDR correction. 

 



  

#2 気分障害を対象とした TEMPS-A と

NIRS の関連 

 気分障害患者 161 名の測定を行った。軽

躁状態、寛解状態を除外するため YMRS に

関しては Berk らの報告をもとに 4 点以上、

HAM-D17 総得点に関しては 8 点未満を除

外した。さらに TEMPS-A を用いて気質を

発揚、循環、焦燥、抑うつ、メランコリー

気質の項目で評価した。この結果をもとに、

双極スペクトラム障害の概念による分類を

試みた。被験者の人口統計学的、臨床背景

については表 2 に示す。結果、BP-II が 29

名と BP-II+1/2 が 38 名、BP-III が 5 名、MDD

が 8 名であった。BP-1/2、BP-I、BP-IV、BP-V

は被験者数が少ないため今回は明示しない。

BP-II、BP-II+1/2、BP-III、MDD の NIRS 波

形をそれぞれ図 4～7 に示す。いずれの群も

HAM-D17 総得点から、中等症の抑うつ状態

であることが分かる。その他、人口統計学

的、臨床背景には BP-II+1/2 群がやや抑うつ

状態が重く、女性が多い傾向があった。推

定知能や GAF はほぼ同程度という結果で

あった。BP-III 群および MDD 群は被験者数

が少ないため結果の解釈は限定的であるが、

それぞれの NIRS 波形を比較すると、BP-II

群と MDD 群は先行研究 3, 4)と同様の波形を

示していたが、BP-II+1/2 群、BP-III 群に関

しては SCID1 による DSM-IV-TR での診断

は BP ではないが NIRS 波形はいわゆる BP

パターンとなっていた。BP パターンの判別

に重要な重心値は BP-II+1/2 群、BP-III 群と

もにいずれのチャンネルも 50～60 秒の範

囲となっていた。 

 

 

表 2 被験者の人口統計学的、臨床背景（気分障害を対象とした TEMPS-A と NIRS の関連） 

 BP-II 
(n=29) 

BP-II+1/2 
(n=38) 

BP-III 
(n=5) 

MDD 
(n=8) 

年齢 (歳) 36.7±10.9 38.5±13.2 44.0±7.7 47.3±14.3 

性差 (女/男) 11 / 18 12 / 26 3 / 2 4 / 4 

GRID HAM-D17 総得点 12.6±6.2 15.9±7.4 11.9±6.8 13.5±8.6 

推定知能（病前） 106.4±11.7 101.7±13.3 102.1±10.1 97.3±8.7 

GAF 55.2±8.3 53.0±7.5 55.6±9.7 55.0±10.3 

 



  

 
図 4 BP-II（n=29）群の加算平均波形 赤：oxy-Hb、青：deoxy-Hb 

 

 
図 5 BP-II+1/2（n=38）群の加算平均波形 赤：oxy-Hb、青：deoxy-Hb 
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図 6 BP-III（n=5）群の加算平均波形 赤：oxy-Hb、青：deoxy-Hb 

 
図 7 MDD（n=8）群の加算平均波形 赤：oxy-Hb、青：deoxy-Hb 

 



  

#3 CSF のモノアミン代謝産物と NIRS と

の関連 

NIRSおよび髄液検査の施行日が1週間以

内の患者は MDD17 名、BP12 名、Sc4 名、

HC6 名であった。なお、BP については

YMRS が 10 点未満の被験者に限定した。被

験者の人口統計学的、臨床背景については

表 1 に示す。全被験者 39 名の VFT 中の

oxy-Hb変化量とモノアミン代謝産物の関連

を検討した。 

 

表 1 被験者の人口統計学的、臨床背景  

 MDD 群 
(n=17) 

BP 群 
(n=12) 

Sc 群 
(n=4)  

HC 群 
(n=6) 

年齢 (歳) 47.8 ± 13.9 40.7 ± 6.8 34.0 ± 12.0 52.2 ± 14.9 

性差 (女/男) 6 / 11 6 / 6 0 / 4 4 / 2 

推定知能（病前） 106.5 ± 8.6(n=12) 101.2 ± 12.2(n=11) 108.7 ± 10.0(n=2) 93.5 ± 16.4 

HAM-D17 総得点 18.6 ± 9.2(n=15) 13.3 ± 8.3(n=11)   

PANSS 総得点   73.0 ± 5.0(n=2)  

眠気 3.0 ± 1.8(n=13) 3.1 ± 0.6(n=10) 2.3 ± 1.5(n=3) 2.0(n=2) 

HVA（ng/ml） 20.0 ± 13.0 26.9 ± 18.1 26.2 ± 9.6 31.7 ± 13.6 

MHPG（ng/ml） 7.3 ± 2.0 7.3 ± 1.6 9.5 ± 1.2 8.7 ± 1.8

5-HIAA（ng/ml） 6.6 ± 7.0 7.3 ± 4.2 8.4 ± 3.4 9.7 ± 3.9

 

統計解析の結果、HVA とは CH6 で有意に

正の相関 r = 0.37 をしていたが、FDR 補正

後は有意な相関を認めなかった（図 1）。 

 

図 1. HC を除く全被験者の HVA と[oxy-Hb]

平均値との相関   ● p < 0.05, r = 0.37 

MHPGとはCH6, 7, 13, 23-24, 26, 28-29, 37, 

39, 45-46, 49 で有意に正の相関（0.38 ≦ r 

≦ 0.53）を示した。さらに、FDR 補正後に

はCH13, 28, 29, 39, 45, 49で有意に正の相関

（0.47 ≦ r ≦ 0.53）を示した（図 2）。図

3 に Ch49 における MHPG と oxy-Hb の散布

図を示す。 

 

図 2. HC を除く全被験者の MHPG と

[oxy-Hb] 平 均 値 と の 相 関   ●  FDR 

corrected  p<0.05, 0.47 ≦  r ≦  0.53 ● 

p<0.05, 0.38 ≦ r ≦ 0.53 

 
図3  Ch49におけるHCを除く全被験者の

MHPG と[oxy-Hb]平均値との相関 



  

 

5-HIAA とは CH6, 24, 26, 29, 39, 49, 51 で有

意に正の相関（0.35 ≦ r ≦ 0.45）を示し

が、FDR 補正後の相関に有意差はなかった

（図 4）。 

 

図 4. HC を除く全被験者の 5-HIAA と

[oxy-Hb]平均値との相関   ●  p<0.05, 

0.35 ≦ r ≦ 0.45 

 

D．考察 

#1 大うつ病性障害の病状と NIRS との関連 

 まずは、MDD 群と HC 群との比較である

が、MDD群はHC群よりもVFT中の oxy-Hb

変化量が有意に小さいという結果が得られ

た。この結果は先行研究 3, 4, 5 14)と同様の結

果であり、その後の病状評価へ解析を進め

ることができる。 

 HAM-D21 総得点と oxy-Hb 平均値との関

連であるが、CH25 において FDR 補正後に

有意に負の相関を示した。すなわち、

HAM-D21 総得点が高いほど VFT 中の

oxy-Hb平均値は小さくなるという結果であ

り、重症度を反映していることが示唆され

た。 CH25 は概ね右背外側前頭前野

（dorsolateral prefrontal cortex: DLPFC）に相

当する 15)。結論は一致していないものの、

Bench ら 16)や Mayberg ら 17)は DLPFC の血

流が病状を反映しているという報告をして

おり、今回の結果を支持する先行研究であ

る。 

 今回の結果は、サンプル数や評価方法、

薬物療法の影響など、結果の評価は限定的

ではあるが、MDD の病状評価への応用の可

能性が示唆された。 

 

#2 気分障害を対象とした TEMPS-A と

NIRS の関連 

 DSM-IV-TR での診断は MDD となるが、

臨床的には非定型の特徴や家族歴、若年発

症、罹病期間の長さ、症状の急速悪化、反

復性のエピソード、何種類もの抗うつ薬に

反応しない経過など、双極性障害に注意す

べき項目を挙げた。今回の結果は、循環気

質者のうつ病（BP-II 1/2）と双極 II 型障害

との関連についてという診断学的な問題だ

けでなく、後藤・寺尾による双極スペクト

ラム障害に該当する患者は SSRI よりも

lithium による寛解率の法が高い傾向にあっ

たという報告 18)からも、薬剤の選択という

治療の側面においても重要な意義を持つと

思われる。 

 NIRS と双極スペクトラムとの関連を示

した報告はこれまでになく、今後、被験者

数を増やし、その後の経過を調査すること

で双極性障害の早期診断の可能性を検討し

たい。 

 

#3 CSF のモノアミン代謝産物と NIRS と

の関連 

うつ病患者におけるモノアミン代謝産物は、

HVA に関しては健常群に対して変わらない

もしくは、低下していると報告されている
19, 20, 21, 22, 23, 24)。5-HIAA については健常群に

対して変わらないもしくは低下していると

報告されている 19, 20, 21, 22, 23, 24)。MHPG に関

しては、健常群に対して変化なしもしくは、

上昇しているという報告 19, 20, 21, 22, 23, 24)があ

る。今回の結果では健常群が 6 例と少ない

ために単純な比較はできないが、健常群に

対して大うつ病性障害群で HVA、5-HIAA



  

が低値であったことは先行研究に一致する

所見である。また、CSF 中の 5-HIAA が低

いと抗うつ薬の反応性が高いという報告 17)

もあり、今後の NIRS における予測という

点において期待できる。Sher らは躁うつ病

患者の自殺について研究し、HVA、MHPG、

5-HIAA と自殺リスクは負の相関を示した

と報告 26)しており、今後の自殺リスク評価

という面での NIRS 研究に期待ができる。

統合失調症においては、抗精神病薬フリー

な状態では健常者と比較して HVA は低下

もしくは変化なし、5-HIAA は変化なし、

MHPG は変化なしか増加という報告 27, 28, 29, 

30)があり、今後被験者数を増やして検討す

ることが期待される。 

 MHPG に関しては、Redmond らによると、

髄液中のMHPG濃度が健常者に対して躁状

態の双極性障害で 40%程度高かったが、抑

うつ状態では 10%程度高かったと報告 31)し

ており、MHPG 濃度は脳活動の指標と考え

ることもできる。この点において、MHPG

と左前頭前野の oxy-Hb が広範囲に正の相

関を示したことと一致する所見である。 

今回の結果は、サンプル数や各群の人口統

計学的背景について統制されていない点、

全被験者を対象としている点、年齢や身長、

性別についても検討していない点で限定的

であり、今後被験者数を増やして検討する

必要がある。 

 

E．結論 

MDD の病状の判定への有用性が示唆さ

れた。また、NIRS を用いた双極性障害の早

期診断の可能性が示唆された。健常者を含

む 39 名の被験者において CSF 中のモノア

ミン代謝産物である HVA、MHPG、5-HIAA

と NIRS データとの関連を検討した。その

結果、MHPG と VFT 中の oxy-Hb 濃度変化

は左右前頭前野で有意な正の相関を示した。

今回の結果は MHPG、前駆物質である

norepinephrine が前頭前野における oxy-Hb

濃度変化の生物学的背景の可能性が示唆さ

れ、前頭前野の NIRS データの臨床応用の

発展が期待される。 

 

（参考文献） 

1) Hirschfeld RM, Lewis L, Vornik LA. 

Perceptions and impact of bipolar 

disorder: how far have we really come? 

Results of the national depressive and 

manic-depressive association 2000 

survey of individuals with bipolar 

disorder. Journal of Clinical Psychiatry 

2003; 64: 161-174. 

2) Matsumoto S, Akiyama T, Tsuda H, 

Miyake Y, Kawamura Y, Noda T, Akiskal 

KK, Akiskal HS. Reliability and validity 

of TEMPS-A in a Japanese non-clinical 

population: application to unipolar and 

bipolar depressives. Journal of Affective 

Disorders 2005; 85: 85-92. 

3) Suto T, Fukuda M, Ito M. Multichannel 

near-infrared spectroscopy in depression 

and schizophrenia: cognitive brain 

activation study. Biological Psychiatry 

2004; 55: 501-511. 

4) Kameyama M, Fukuda M, Yamagishi Y. 

Frontal lobe function in bipolar disorder: 

a multichannel near-infrared 

spectroscopy study. Neuroimage 2006 ; 

29 : 172-184. 

5) Matsuo K, Kato N, Kato T. Decreased 

cerebral haemodynamic response to 

cognitive and physiological tasks in 



  

mood disorders as shown by 

near-infrared spectroscopy. Psychological 

Medicine 2002; 32: 1029-1037. 

6) Takizawa R, Kasai K, Kawakubo Y. 

Reduced frontopolar activation during 

verbal fluency task in schizophrenia: a 

multi-channel near-infrared spectroscopy 

study. Schizophrenia research 2008; 99: 

250-262. 

7) Cui X, Bray S, Bryant DM, et al. A 

quantitative comparison of NIRS and 

fMRI across multiple cognitive tasks. 

NeuroImage 2011; 54: 2808-2821. 

8) First MB, Spitzer RL, Gibbon M, 

Williams JB. Structured Clinical 

Interview for DSM-IV Axis I Disorders. 

New York: American Psychiatry Press, 

1995. 

9) Oldfield RC. The assessment and 

analysis of handedness: the Edinburgh 

inventory. Neuropsychologia 1971; 

9:97-113. 

10) Hoddes E, Zarcone V, Smythe H, Phillips 

R, Dement WC. Quantification of 

sleepiness: a new approach. 

Psychophysiology 1973; 10: 431-436. 

11) Inagaki A, Inada T. Dose equivalence of 

psychotropic drugs: 2006-version. 

Japanese Journal of Clinical 

Psychopharmacology 2006; 9: 1443-1447 

(in Japanese with English abstracts). 

12) Kalali A, Williams JBW, Kobak KA, 

Lipsitz J, Engelhardt N, Evans K, Olin J, 

Pearson J, Rothman M, Bech P. The new 

GRID HAM-D: pilot testing and 

international field trials. International 

Journal of Neuropsychopharmacology 

2002; 5:S147-S148. 

13) Berk M, Ng F, Wang WV, Calabrese JR, 

Mitchell PB, Malhi GS, Tohen M. The 

empirical redefinition of the 

psychometric criteria for remission in 

bipolar disorder. Journal of Affective 

Disorders 2008; 106: 153-158. 

14) Herrmann MJ, Ehlis AC, Fallgatter AJ. 

Bilaterally reduced frontal activation 

during a verbal fluency task in depressed 

patients as measured by near-infrared 

spectroscopy. The Journal of 

Neuropsychiatry and Clinical 

Neurosciences 2004; 16: 170-175. 

15) Tsuzuki D, Jurcak V, Singh AK, Okamoto 

M, Watanabe E, Dan I. Virtual spatial 

registration of stand-alone fNIRS data to 

MNI space. Neuroimage 2007; 

34:1506-1518. 

16) Bench CJ, Frackowiak RSJ, Dolan RJ. 

Changes in regional cerebral blood flow 

on recovery from depression. 

Psychological medicine 1995; 25: 

247-251. 

17) Mayberg HS, Lewis PJ, Regenold W, 

Wagner HN Jr. Paralimbic hypoperfusion 

in unipolar depression. Journal of 

Nuclear Medicine 1994; 35: 929-934. 

18) 後藤慎二郎, 寺尾岳. 双極スペクトラ

ム障害の治療 . 精神科  2009; 14: 

280-284.  

19) Asberg M, Bertilsson L, Mårtensson B, et 

al. CSF monoamine metabolites in 

melancholia. Acta Psychiatr Scand 1984; 

69: 201-219. 

20) Bottiglieri T, Laundy M, Crellin R, et al. 

Homocysteine, folate, methylation, and 



  

monoamine metabolism in depression. J 

Neurol Neurosurg Psychiatry 2000; 69: 

228-232. 

21) Koslow SH, Maas JW, Bowden CL, et al. 

CSF and urinary biogenic amines and 

metabolites in depression and mania. A 

controlled, univariate analysis. Arch Gen 

Psychiatry 1983; 40: 999-1010. 

22) Swann AC, Secunda S, Davis JM, et al. 

CSF monoamine metabolites in mania. 

Am J Psychiatry 1983; 140: 396-400. 

23) Little JT, Ketter TA, Mathé AA, et al. 

Venlafaxine but not bupropion decreases 

cerebrospinal fluid 5-hydroxyindoleacetic 

acid in unipolar depression. Biol 

Psychiatry 1999; 45: 285-289. 

24) Reddy PL, Khanna S, Subhash MN, et al. 

CSF amine metabolites in depression. 

Biol Psychiatry 1992; 31: 112-118. 

25) Maas JW, Koslow SH, Katz MM, et al. 

Pretreatment neurotransmitter metabolite 

levels and response to tricyclic 

antidepressant drugs. Am J Psychiatry 

1984; 141: 1159-1171. 

26) Sher L, Carballo JJ, Grunebaum MF, A 

prospective study of the association of 

cerebrospinal fluid monoamine 

metabolite levels with lethality of suicide 

attempts in patients with bipolar disorder. 

Bipolar Disord 2006; 8: 543-550. 

27) Wieselgren IM and Lindström LH. CSF 

levels of HVA and 5-HIAA in drug-free 

schizophrenic patients and healthy 

controls: a prospective study focused on 

their predictive value for outcome in 

schizophrenia. Psychiatry Res 1998; 81: 

101-110. 

28) Hsiao JK, Colison J, Bartko JJ, et al. 

Monoamine neurotransmitter interactions 

in drug-free and neuroleptic-treated 

schizophrenics. Arch Gen Psychiatry 

1993; 50: 606-614. 

29) Lewine RR, Risch SC, Risby E, et al. 

Lateral ventricle-brain ratio and balance 

between CSF HVA and 5-HIAA in 

schizophrenia. Am J Psychiatry 1991; 

148: 1189-1194. 

30) Nybäck H, Berggren BM, Hindmarsh T, 

et al. Cerebroventricular size and 

cerebrospinal fluid monoamine 

metabolites in schizophrenic patients and 

healthy volunteers. Psychiatry Res 1983; 

9: 301-308. 

31) Redmond DE Jr, Katz MM, Maas JW, et 

al. Cerebrospinal fluid amine metabolites. 

Relationships with behavioral 

measurements in depressed, manic, and 

healthy control subjects. Arch Gen 

Psychiatry 1986; 43: 938-947. 

32)  

 

F．健康危険情報：なし 

 

G．研究発表 

1．論文発表 

【英文雑誌】 

[1] Kaido T, Noda T, Otsuki T, Kaneko Y, 
Takahashi A, Nakai T, Nabatame M, Tani 
M. (2011) Titanium alloys as fixation 
device material for cranioplasty and its 
safety in electroconvulsive therapy. J ECT. 
27(1):e27-8. 

[2] Noda T, Yoshida S, Matsuda T, Okamoto 
N, Sakamoto K, Koseki S, Numachi Y, 



  

Matsushima E, Kunugi H, Higuchi T. 
(2012) Frontal and right temporal 
activations correlate negatively with 
depression severity during verbal fluency 
task: a multi-channel near-infrared 
spectroscopy study. J Psychiatr Res. 
46(7):905-12. 

[3] Koseki S, Noda T, Yokoyama S, Kunisato 
Y, Ito D, Suyama H, Matsuda T, Sugimura 
Y, Ishihara N, Shimizu Y, Nakazawa K, 
Yoshida S, Arima K, Suzuki S. (2013) The 
relationship between positive and negative 
automatic thought and activity in the 
prefrontal and temporal cortices: a 
multi-channel near-infrared spectroscopy 
(NIRS) study. J Affect Disord. 
151(1):352-9. 

[4] Ota M, Ishikawa M, Sato N, Hori H, 
Sasayama D, Hattori K, Teraishi T, Noda T, 
Obu S, Nakata Y, Higuchi T, Kunugi H. 
(2013) Discrimination between 
schizophrenia and major depressive 
disorder by magnetic resonance imaging of 
the female brain. J Psychiatr Res. 
47(10):1383-8. 

[5] Ota M, Sato N, Nakata Y, Ito K, Kamiya K, 
Maikusa N, Ogawa M, Okamoto T, Obu S, 
Noda T, Araki M, Yamamura T, Kunugi H. 
(2013) Abnormalities of cerebral blood 
flow in multiple sclerosis: a 
pseudocontinuous arterial spin labeling 
MRI study. Magn Reson Imaging. 
31(6):990-5. 

[6] Kunugi H, Koga N, Hashikura M, Noda T, 
Shimizu Y, Kobayashi T, Yamanaka J, 
Kanemoto N, Higuchi T. (2013) Validation 
of computer-administered clinical rating 
scale: Hamilton Depression Rating Scale 
assessment with Interactive Voice 
Response technology--Japanese version. 
Psychiatry Clin Neurosci. 67(4):253-8. 

[7] Nakanishi H, Kurosaki M, Nakanishi K, 
Tsuchiya K, Noda T, Tamaki N, Yasui Y, 

Hosokawa T, Ueda K, Ikakura J, Anami K, 
Asahina Y, Enomoto N, Higuchi T, Izumi 
N. (2013) Impaired brain activity in 
cirrhotic patients with minimal hepatic 
encephalopathy: Evaluation by 
near-infrared spectroscopy. Hepatol Res. 
doi: 10.1111/hepr.12127. [Epub ahead of 
print] 

[8] Takizawa R, Fukuda M, Kawasaki S, 
Kasai K, Mimura M, Pu S, Noda T, Niwa 
S, Okazaki Y; Joint Project for Psychiatric 
Application of Near-Infrared Spectroscopy 
(JPSY-NIRS) Group. (2014) 
Neuroimaging-aided differential diagnosis 
of the depressive state. Neuroimage. 85 Pt 
1:498-507. 

 
【邦文雑誌】 
[1] 山田麻紀，岡崎光俊，斉藤聖，二村園

恵，長房裕子，野田隆政（2011）躁病

エピソードを呈し炭酸リチウムが効果

的であったてんかん患者の 2 症例．精

神科治療学，26(2): 227-233. 
[2] 野田隆政，安藤久美子，平林直次，大

森まゆ，黒木規臣，岡田幸之（2012）
医療観察法における ECT のインフォー

ムド・コンセント（I.C.）の再検討．精

神神経学雑誌（総会特別号），107th:  
SS385-SS390. 

[3] 富岡大，川崎真護，岩波明，野田隆政，

兼子幸一，朴盛弘，三村將，中込和幸

（2013）うつ病患者の NIRS による治療

反応性と疾患鑑別への有用性‐多施設

における 2 時点検査の結果と診断変更

症例の検討‐．MEDIX, 58: 4-9. 
[4] 山田麻紀，亀井雄一，野田隆政，有馬

邦正（2013）高照度光療法により睡眠

覚醒リズムと抑うつ状態が改善した概

日リズム睡眠障害の 1 例．精神神経学

雑誌 115(8): 901. 
 
【総説】 
[1] 野田隆政，山村隆（2011）多発性硬

化症（Multiple Sclerosis:MS）でみ
られる精神症状‐うつ症状を中心に
‐．総合病院精神医学，2011.11; 23: 



  

S70. 
[2] 野田隆政（2011）光トポグラフィー

によるうつ病診断補助の現状．
Depression Frontier, 9(2): 94-101. 

[3] 野田隆政（2011）精神疾患の生物学
的マーカー 精神疾患の診断ツール
としての NIRS 測定．月刊精神科，
18(5): 528-534. 

[4] 野田隆政（2011）気分障害‐季節の
変わり目の出現しやすいうつ病の診
断と治療 気分障害研究の最前線 
光トポグラフィー検査の有用性．カ
レントテラピー，29(3): 227-231. 

[5] 野田隆政，花川隆，守口善也，中込
和幸（2012）NIRS-fMRI 同時計測．
臨床神経生理学， 40(5): 355. 

[6] 花川隆，野田隆政，守口善也，中込
和幸（2012）NIRS と fMRI の同時
計測による NIRS 信号解釈の深化．
日本生物学的精神医学会誌，23: 123. 

[7] 野田隆政，中込和幸（2012）光トポ
グラフィー外来．日本生物学的精神
医学会誌，23: 124. 

[8] 安藤久美子，野田隆政（2012）成人
の精神科臨床から見えてくる発達障
害 統合失調症様症状を示す自閉症
スペクトラムの成人例．精神科治療
学，27(5): 579-584. 

[9] 白戸あゆみ，市川亮，今岡岳史，野
田隆政，岡崎光俊（2012）若年発症
の統合失調症として治療されてきた
が，トラウマに焦点を当てた治療に
より著効がみられた強迫性障害の 1
例．精神神経学雑誌，114(2): 181. 

[10] 野田隆政，中込和幸（2012）シンポ
ジウム 精神疾患の診断ツールとし
ての光トポグラフィー．認知神経科
学，14(1): 35-41. 

[11] 野田隆政，松崎朝樹，樋口輝彦（2013）
精神科における『うつ』の診断．老
年精神医学雑誌，25(1):11-17. 

[12] 野田隆政，瀬戸山志緒里，横山仁史
（2013）特集 NIRS の臨床応用『気
分障害』．精神科，23(4): 405-413. 

【著書】 

[1] 野田隆政，松田太郎，蟹江絢子，安藤

久美子（2012）頭蓋内疾患によるせん

妄．八田耕太郎・岸泰宏（編）「ICU で

出会うせん妄の診かた」，中外医学社，

東京，pp20-32． 

[2] 野田隆政（2012）精神症状．村田美穂

（編）「やさしいパーキンソン病の自

己管理（改訂版）」，医薬ジャーナル，

大阪，pp31-36． 

[3] 野田隆政, 安藤久美子, 清水悠（2012）
精神症状への対応．山村隆（編）「多発

性硬化症（ＭＳ）診療のすべて」，診断

と治療社，東京，pp91-98． 

[4] 野田隆政，瀬戸山志緒里，横山仁史

（2013）第 4 章 光トポグラフィー．

糸川昌成（監）「メンタル医療‐原因解

明と診断、治療の最前線‐」，シーエム

シー出版，東京，pp50-58． 

[5] 福田正人，須田真史，小池進介，西村

幸香，川久保友紀，野田隆政，吉田寿

美子（2013）NIRS．山内俊雄・松田博

史「脳画像でみる精神疾患」，新興医学

出版社，東京，pp91-110． 
 
2．学会発表 

【国際学会】 

[1] Yokoyama S, Noda T, Koseki S, Sugimura 
Y, Ishihara N, Shimizu Y, Nakazawa K, Ito 
D, Suyama H, Suzuki S: The relationship 
between frontal and temporal activation 
and automatic thoughts: Multi-channel 
near-infraed spectroscopy (NIRS) study. 
3rd Asian Cognitive Behavior Therapy 
Conference, Korea, 2011.7.14. 

[2] Nakazawa K, Noda T, Nakagome K, 
Sugimura Y, Ishihara N, Shimizu Y, 
Okamoto T, Lin Y, Ogawa M, Murata M, 
Yamamura T: Relationships among 
depression, anxiety, and automatic 
thoughts in Multiple Sclerosis. 3rd Asian 
Cognitive Behavior Therapy Conference. 
Korea, 2011.7.14. 

【シンポジウム】 



  

[1] 野田隆政：近赤外線光トポグラフィー

(NIRS)を用いた気分障害の診断補助

と病状評価. 国立精神・神経医療研究

センター 山梨大学合同シンポジウム, 

山梨, 2011.11.28. 

[2] 野田隆政,・中込和幸：精神疾患の診

断ツールとしての光トポグラフィー. 

第 16 回認知神経化学学会学術大会シ

ンポジウム福岡, 2011.10.23. 

[3] 野田隆政・山村隆：多発性硬化症

（Multiple Sclerosis:MS）でみられ

る精神症状－うつ症状を中心に. 第

24 回日本総合病院精神医学会総会シ

ンポジウム, 福岡, 2011.11.25. 

[4] 野田隆政・平林直次・安藤久美子・大

森まゆ・黒木規臣：医療観察法におけ

る ECT のインフォームド・コンセン

ト. 第 107 回日本精神神経学会学術

総会シンポジウム, 東京, 2011.10.26. 

[5] 野田隆政, 松田太郎, 功刀浩, 吉田寿

美子, 中込和幸, 樋口輝彦：気分障害

における認知機能障害の臨床的意義, 

第 9 回日本うつ病学会総会, 東京, 

2012.7.27. 

[6] 野田隆政・花川隆・守口善也・中込和

幸 : NIRS を用いた精神疾患研究 

NIRS-fMRI同時計測. 第42回日本臨

床神経生理学会学術大会，東京 , 

2012.11.8. 

[7] 野田隆政・中込和幸: NIRS の基礎と

限界－症例を中心に光トポグラフィ

ー外来－. 第 34 回日本生物学的精神

医学会, 神戸, 2012.9.28. 

[8] 野田隆政, 中澤佳奈子, 市倉加奈子, 

新明一星, 堀越勝, 有馬邦正, 伊藤弘

人: 身体疾患患者のメンタルヘルス

ケア: 神経疾患領域におけるメンタ

ルヘルスケア. 第 19 回日本行動医学

会学術総会, 東京, 2013.3.9. 

[9] 野田隆政．ワークショップ「気分障害

診断における光トポグラフィー検査の

実際：その意義と課題」話題提供「光

トポグラフィー検査入院の意義と今

後」第 10 回日本うつ病学会総会，小倉，

2013．7.19 

【一般演題】 

[1] 横山仁史・野田隆政・小関俊祐・国里

愛彦・伊藤大輔・巣山晴菜・杉村有司・

石原奈保子・清水悠・中澤佳奈子・鈴

木伸一：自動思考と客観的および主観

的うつ症状との関連―多チャンネル

NIRS を用いた検討―. 第 37 回日本行

動療法学会, 東京, 2011.11.28. 

[2] 滝沢龍，福田正人，川崎真護，笠井清

登，三村將，中込和幸，朴盛弘，野田

隆政，丹羽真一，岡崎祐士：うつ症状

を呈する統合失調症・気分障害の鑑別

診断補助の試み－光トポグラフィーを

用いた臨床検査の実用化の検討．第 7
回日本統合失調症学会，名古屋，

2012.3.16. 

[3] 津村秀樹，安藤久美子，中澤佳奈子，

安藤久美子，野田隆政，岡田幸之．事

象関連電位を用いた衝動性の神経認知

学的機序に関する研究．第 33 回日本社

会精神医学会，東京，2014.3.20 

【講演】 

[1] 野田隆政：多発性硬化症でみられる精

神症状－うつ症状を中心に－. 第 8 回

MS フォーラム, 東京, 2011.12.11. 

[2] 野田隆政：電気けいれん療法. 平成 23
年度精神科薬物療法認定薬剤師講習会, 
東京, 2011.11.6. 

[3] 野田隆政：気分障害の診断-NIRS の話

題を含めて. 第３回立川 ABILIFY 講演



  

会, 東京, 2012.11.12 

[4] 野田隆政: プライマリー医におけるう

つ病の初期治療・診断. 小平市医師会学

術講演会, 東京, 2012.4.18. 

[5] 野田隆政：うつ病から躁うつ病へ診断

変更となった１例‐診断補助としての

NIRS の可能性‐．第 12 回 Bipolar 
Disorder 研究会，東京，2013.11.30 

[6] 野田隆政：気分障害診断における光ト

ポグラフィー検査の実際．Conference of 
Antipsychotic Medication, for the Patients 
with mental disorder，東京，2013.8.28 

[7] 野田隆政: 精神疾患の基礎知識、診断と

治療. 精神疾患早期発見・早期対応推進

研修, 練馬区医師会, 東京, 2013.3.9 

[8] 野田隆政：国立精神神経医療研究セン

ター病院におけるうつ病治療. 北多摩

うつ病医療連携セミナー, 東京, 
2013.6.20. 

[9] 野田隆政：うつ病／うつ状態の病態評

価と治療法. 第 3 回 NCNP 精神医学用

セミナー, 東京, 2013.7.20. 

[10] 野田隆政：ECT の効果と適応. 精神科

地域医療連携の会.2013.3.17.  

[11] 野田隆政「うつ病治療の最新の知見」

東京都薬剤師会西部支部薬剤師研修会，

東京，2014.3.2  

[12] 野田隆政「m-ECT の現状について」精

神科医療学術講演会，神奈川，2014.3.6  

 

3．その他 

【マスメディアでの報道】 

[1] 家庭画報：希望をつなぐ先端医療：気

分障害 光トポグラフィー検査．2013
年 10 月号 Pp311-314 

[2] 野田隆政「電気けいれん療法の適応基

準づくり、治療が必要な患者への提供

目指す」医師のための専門情報サイト

MT Pro 
http://mtpro.medical-tribune.co.jp/mtprone
ws/1401/1401010.html，2014.1.7 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

なし 



  

厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業（精神障害分野）） 

分担研究報告書 

 

NIRS を用いた精神疾患の早期診断についての実用化研究 

〔分担研究課題〕MRI による脳構造変化の検討 

 

分担研究者 山下典生 （岩手医科大学医歯薬総合研究所超高磁場 MRI 診断・病態研究

部門・助教） 

 
 

研 究 要 旨 

精神疾患患者の NIRS 所見の背景にある脳構造変化を明らかにするため、MRI

を用いた全脳の客観的脳容積評価手法を応用し、脳体積に影響を与える年齢や

性別などの因子を数学的に調整した上で個別症例の脳体積の異常度を算出する

ソフトウェアプログラムを開発し、ウェブ上に公開した。 
  

 

 

A．研究目的 

 

(1)精神疾患研究における脳画像検査の役

割 

 精神疾患の診療における脳画像検査は

これまで脳器質性精神疾患の除外を目的

とすることが多かったが、最近では画像

検査装置や撮像法、さらに画像取得後の

解析手法の発展などによって、その役割

が次第に大きくなってきている。特に

MRI において、Voxel-Based Morphometry

（VBM）とよばれる全脳の自動容積解析

手法が発達し、客観的な脳容積の評価手

法として精神疾患領域においても広く研

究に利用されている。また、これまで施

設間でのデータ共有には、MRI 装置ごと

の物理的特性、電磁波の照射タイミング

や計算アルゴリズムの違いなどに由来す

る画像特性の差等の困難があったが、

Alzheimer’s Disease Neuroimaging Initiative

（ADNI）などの大規模な脳画像多施設研

究が進み、撮像方法の標準化や MRI 装置

間の画質のばらつきを低減するための画

像後処理技術の開発が行われるようにな

り、3 次元 T1 強調画像を中心に画質の均

てん化が進んでいる。これら解析法の発

展や撮像法の標準化などを背景に、コン

ピュータを用いた画像解析は今後ますま

す重要性を増していく事は間違いない。 

 

(2)VBM による個別自動脳容積解析とソ

フトウェア化 

VBM は 1995 年に始めて統合失調症を

対象とした研究に用いられて以来、認知

症を対象としたものやその他数多くの研

究で利用されその有用性を示してきた。



  

VBM 研究では通常、疾患群と健常群の群

間差が検討されてきたが、予め健常者の

データを蓄積して正常データベースを構

築することにより、個別症例の解析を行

う事も可能である。近年では多施設脳画

像研究などによって撮像法の標準化が図

られ、異なった施設・MRI 装置で撮像し

た画像データをまとめて解析する事がで

きるようになってきている。この画質の

均てん化により装置間の画質の差が少な

くなれば、一度正常データベースを構築

すれば複数の施設でそれを共有する事が

でき、診断補助ツールとしての有用性が

大きく高まる。国内では既に、VBM の個

別解析手法の応用としてアルツハイマー

病の早期診断補助ツールがソフトウェア

パッケージとして開発されており、一般

公開はされていないが現在 1000以上の病

院で日常的に使用されている。 

うつ病や統合失調症などにおいても近

年 VBM 研究が広く行われており、海馬や

扁桃体、上側頭回や前頭葉などの萎縮部

位の報告がなされ、その有用性が示され

ている。しかし、これらの研究はやはり

グループ間の差を解析したものであり、

個別解析は殆どなされていない。また、

これまでにうつ病や統合失調症など精神

疾患を広くカバーした診断補助ツールと

して開発された解析ソフトウェアは存在

しない。したがって本研究では、精神疾

患患者の NIRS 所見の基盤にある脳形態

変化を個別に詳細に解析するため、VBM

手法を利用した精神疾患診断補助ツール

をソフトウェアプログラムとして開発す

る事を目的とした。 

 

B．研究方法 

(1)ソフトウェア概要 

 

個別 VBM 解析をソフトウェア化する

ため、ロンドン大学で開発されている脳

画 像 処 理 パ ッ ケ ー ジ の Statistical 

Parametric Mapping（SPM）をベースに用

いた。SPM は世界中で最も広く使用され

ている脳画像解析パッケージであり、行

列演算ソフトウェアの MATLAB 上で動

作する。本研究では開発するプログラム

をウェブ上で公開し広く研究者に利用し

てもらう事を目的として、プログラムは

SPM からグラフィカルユーザインターフ

ェース（GUI）を通じて簡便に実行できる

形式の SPM向けツールボックスとして実

装することとした。 

 

(2) ソフトウェア実装 

 

VBM の解析手順にはいくつかバリエ

ーションがあり、今後も SPM のバージョ

ン更新や新規の画像処理アルゴリズムの

開発に伴い、処理手順が随時更新・改良

されていく事が予想される。したがって

本研究では、VBM の前処理部分は SPM

の既存機能を利用し、正常データベース

構築、ボクセル単位の統計解析および解

析結果のレポーティング機能を実装した

ソフトウェアプログラムを作成した。 

 正常データベースの構築について、

一般的な手法では予め正常群の平均値と

標準偏差を標準座標系に定義した 3 次元

画像の各画素（ボクセル）値として保存

しておき、解析対象者の個人の値とこれ

を比較して z スコアを算出する手順がと

られる。この手法は脳体積個人解析の最

も標準的で簡便な手法であるが、正常群



  

全体で単一の正常データベースを作成し

てしまうと年齢や性別などの共変量を調

節することはできない。この手法を応用

して年齢や性別などの共変量を調整した

い場合には、正常群を性別や年齢層でサ

ブグループに分け、サブグループごとの

平均値と標準偏差を求めなければならな

い。このような層別データベース法にお

いて信頼性の高い正常データベースを構

築するにはサブグループごとにある程度

の人数を確保する必要があり、そのため

に全体としてより多くの人数が必要とな

ったり、また個人解析の際にその個人に

合わせたグループの正常データを参照す

る必要があるため解析手順が複雑になる、

さらには同一被験者を縦断的にフォロー

アップする際に参照するデータベースの

年齢層が切り替わることによって解析結

果の連続性が失われる恐れがある、など

のデメリットが考えられる。本研究では

この層別データベース法の弱点を克服す

るため重回帰分析を利用し、年齢や性別

など任意の共変量を数学的に調整した上

で正常群から求めた正常値の予測範囲か

ら個人の体積値の逸脱度を z スコアとし

て算出するプログラムを SPMのツールボ

ックスとして実装した。プログラムの内

容はボクセル毎に灰白質体積値を従属変

数、任意の共変量を独立変数とした重回

帰式を立てて最小二乗法で回帰係数を求

め、これらを正常分布を表すデータベー

スとして保存する正常データベース構築

部分、さらにこの重回帰式と回帰係数を

用いて個人解析の対象者の年齢や性別な

どから予測されるボクセル値の正常範囲

を動的に計算し、予測値と実測値の差を

予測値の標準偏差で割ることによって z

スコアとして正常からの逸脱度を算出す

る部分、およびレポート出力部分から構

成される。 

 ソフトウェアは SPM バージョン 8 とツ

ールボックスの関数群を利用しながら独

自のプログラムを加えて開発を行った。 

 

C．研究結果 

プログラムは一般の研究者が簡便に処

理が実行できるように SPMのツールボッ

クスとして実装した（図 1）。解析結果の

レポートの例を図 2 に示す。 

 

図 1. プログラムの起動画面 

 

図 2. 解析レポート例 

 



  

開発したプログラムの信頼性・妥当性

検証のため米国アルツハイマー病多施設

脳画像研究の公開データベースを用いて

アルツハイマー患者とその前駆段階であ

る軽度認知障害者を健常高齢者からどれ

だけ正確に識別できるかを指標とした層

別データベース法との比較研究を行い、

現在その結果を海外雑誌に投稿中（under 

review）である。また、同時に統合失調症

患者における有用性の検証も行なってお

り、その詳細については分担研究者であ

る筑波大学根本清貴先生の報告を参照さ

れたい。 

 

D．考察 

 

 NIRS 所見を正確に判読する上で、背景

にある脳構造変化を合わせて考慮する事

が重要であるのは言うまでもない。本研

究では広く脳体積解析に用いられている

VBM 手法を応用し、これを重回帰分析と

組み合わせる事によって年齢や性別等、

任意の共変量を数学的に調整した上で正

常分布からの逸脱度を算出するプログラ

ムを開発した。信頼性・妥当性を検証し

た研究は現在論文投稿中であるが、高齢

者のアルツハイマー病研究のデータベー

スにおいて一般的な層別データベース法

に比較してアルツハイマー病患者の識別

能が高いことが分かっている。統合失調

症患者における有用性の検証は現在進行

中である。プログラムは汎用性を考えて

SPM のツールボックスとして実装し、英

語のマニュアルを整備した上で岩手医科

大学医歯薬総合研究所のホームページ上

で公開中である

（http://amrc.iwate-med.ac.jp/modules/conte

nts/index.php?content_id=32）。ソフトウェ

アプログラムは今後も継続的に改良を行

う予定である。 

 

E．結論 

 

NIRS 所見の背景にある脳形態変化を描

出する事を目的として、年齢や性別など

任意の共変量を調節しながら個人解析を

することができる汎用性の高い自動脳体

積解析ソフトウェアを作成した。 
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NIRS を用いた精神疾患の早期診断についての実用化研究 

〔分担研究課題〕脳画像検査の臨床応用の可能性についての研究 
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研 究 要 旨 

脳画像検査が治療経過の中で診断や状態評価の客観的な指標となるかどうか検
討する目的で統合失調症、双極性障害、大うつ病性障害の脳形態と脳機能を測定し、
疾患横断的な検討と同一被験者における変化を追跡した縦断的検討を行った。 
統合失調症患者群、双極性障害患者群、健常者群の脳構造の比較では、関心領域

の体積と大脳皮質厚を用いることにより初発統合失調症患者と健常者は判別率が
男性で 87％、女性で 81％であった。また、統合失調症患者群と双極性障害患者群
の大脳皮質厚と皮質下関心領域の体積をそれぞれ健常者群と比較すると、両疾患で
いくつかの共通した変化が見られたが、統合失調症患者群を双極性障害患者群と直
接比較すると、統合失調症患者群で脳室の拡大や内側上前頭回における大脳皮質厚
の減少などが見られた。これらの結果から、関心領域の体積や大脳皮質厚が初発統
合失調症の診断補助として応用でききる可能性が示唆されたが、統合失調症と双極
性障害の鑑別診断のためには疾患特異的な変化に注目した研究だけでなく、両疾患
を直接比較した研究による知見が必要であることが明らかになった。 
統合失調症、双極性障害、大うつ病性障害を対象とした脳機能の疾患横断的研究

では、年齢、家族歴、自記式質問紙による bipolarity の評価、検査時の PANSS を
用いた状態像の評価のいずれもが NIRS 波形による鑑別診断の精度を向上させるた
めに有益な情報となることが示唆された。双極性障害の状態像に注目した検討で
は、軽躁状態の方が抑うつ状態よりも語流暢性課題中の脳活動の賦活が大きいこと
や、軽躁状態の時の方がそうでない時よりも脳活動の賦活が大きくなることが確認
され、前頭部の脳活動が状態像を評価する客観的な指標となる可能性が示唆され
た。また、双極性障害患者と大うつ病性障害患者を対象として、測定間隔を約 6か
月間に統制した条件下で NIRS 波形と社会適応の変化を縦断的に検討した研究で
は、語流暢性課題中の脳活動の賦活の大きさの縦断的な変化と社会適応の変化の間
に正の相関が見られ、NIRS 波形の縦断的変化が社会適応の生物学的な指標となる
可能性が示唆された。 
 これらの研究による成果から、脳画像検査が精神疾患の診断補助としてだけでな
く、治療経過における状態評価の補助としても有用である可能性が示唆された。 
  

 

 

A．研究目的 

 

 NIRS が先進医療として承認されてから

は診断補助としてNIRSが用いられるよう

になっているが、依然として CT、MRI、

SPECT などの脳画像検査は脳器質性精神



  

疾患を除外することを目的として実施さ

れることが多く、精神疾患の診断と治療

はほとんどの場合が主治医の臨床的な診

立てに基づいて行われている。 

 近年の脳画像検査法やデータ解析法の

進歩によって、これまではとらえること

ができなかった微細な所見を検討するこ

とができるようになり、統合失調症や感

情障害などの精神疾患において健常者と

比較して脳構造や脳機能に変化が見られ

ることが少なからず報告されている。 

しかしながら、脳画像研究で得られる所

見は群間比較における有意差として認め

られるものであるため、健常群や他の精

神疾患群との重なりが多い。そのため、

臨床場面では個々の症例について画像研

究で報告されているような所見が確認で

きても、そのままでは診断や治療に応用

することはできないというのが現状であ

る。 

 脳画像検査の診療における有用性とし

ては、①診断が確定していない時点での

補助検査としての利用、②精神疾患の診

断が確定したうえで病態の進行（臨床病

期）を検討するための目安としての利用、

③治療効果や回復を判定する指標として

の利用、④それらのことを通じて当事者

や家族が病気や障害を受け止めたうえで

主体性と能動感をもって医療や福祉に臨

むことを推進するための利用、などが考

えられる。これらのうち①に寄与する知

見を得ることを目的として第 1 年度と第

2 年度は MRI 画像を用いた精神疾患の脳

構造の検討、第 3年度は NIRS を用いた脳

機能の検討を行った。また、②と③に寄

与する知見を得ることを目的として第 3

年度はNIRSを用いて脳機能の治療過程に

おける変化を縦断的に追跡するとともに

臨床症状や社会適応の変化との関連を検

討する研究を行った。 

 

1. MRIを用いた統合失調症、双極性障害、

健常者の脳形態の比較 

 

B．研究方法， 

 

対象は東京都立松沢病院の外来/入院

患者と比較対照となる健常者である。 

本研究は東京都立松沢病院の研究倫理

審査会において承認を得て行っており、

実施にあたってはあらかじめ書面による

同意を得た者のみを対象者としている。 

 

MRI を用いた測定では、Philips1.5T ス

キャナーで1mm厚の T1-３D撮像を行った。

得られた MRI 画像は、Linux workstation 

上で Freesurfer（version4.5）を用いて

自動処理（Recon-all）した。Topological 

Error は用手的に修正を行った。 

 

脳形態 MRI を用いた初発統合失調症患者

と健常者の判別についての検討［第 1 年

度］ 

 

初発統合失調症患者群（N=52）と健常

者群（N=40）に対して Freesurfer を用い

て解析を行った。Freesurfer により大脳

皮質は左右それぞれ32の関心領域に自動

分画され、それぞれの体積や大脳皮質厚

が算出される。こうして得られた関心領

域の体積および大脳皮質厚を判別関数に

用いて解析することにより、初発統合失

調症患者と健常者の判別がどの程度可能

か検討した。症例は 2群にわけ、1群は訓



  

練コホート（判別関数を作成）、もう一群

は検証コホート（訓練コホートの関数を

適用）とした。 

 

双極性障害、統合失調症の大脳皮質厚と

皮質下における関心領域体積についての

検討［第 2年度］ 

 

統合失調症患者群（N=20）、双極性障害

患者群（N=15）、健常者群（N=20）に対し

て大脳皮質厚と皮質下における関心領域

体積の解析を行った。大脳皮質厚の比較

では、Freesurfer の一般線形モデルを用

いた。性、年齢を Nuisance Factor とし

て調整し、統合失調症患者群対健常者群、

双極性障害患者群対健常者群、統合失調

症患者群対双極性障害患者群の比較を行

った。多重比較の補正は Monte-Carlo 

Simulation を用いた（Threshold：P<0.05）。

また、皮質下における関心領域の比較で

は性、年齢、頭蓋内容積（ICV）を共変量

とした共分散分析で比較を行った。 

 

 

C．研究結果 

 

脳形態 MRI を用いた初発統合失調症患

者と健常者の判別では、初発統合失調症

患者と健常者の判別率の比較で検証コホ

ートの判別率は男性で 87％、女性で 81％

であった。 

 

双極性障害、統合失調症の大脳皮質厚

については、健常者群と比較した際に統

合失調症患者群では前・側頭部を中心に

広範囲に及ぶ大脳皮質厚の減少が見られ、

双極性障害患者群ではより限局されるが、

下前頭回や眼窩前頭皮質、島回など、統

合失調症患者群と共通した部位で大脳皮

質厚の減少を認めた。 

 

 

 

 

 

 

 

統合失調症患者群と双極性障害患者群

の比較では内側上前頭回で大脳皮質厚の

有意差（統合失調症患者群＜双極性障害

患者群）が見られたが、比較的小さな

Cluster であった。 

 



  

 

 

 

一方、皮質下の構造では、統合失調症患

者群では視床、海馬、扁桃の体積減少な

ど多くの変化が見られ、統合失調症患者

群では双極性障害患者群と比較して有意

な脳室の拡大が見られたのに対して、海

馬の体積減少は統合失調症患者群と双極

性障害患者群の両方で見られた。 

 

 

 

 

D．考察 

 

脳形態 MRI を用いた初発統合失調症患

者と健常者の判別については、関心領域

の体積と大脳皮質厚の組み合わせで初発

統合失調症患者と健常者を比較的高い割

合で判別することができたことから、MRI

画像の自動解析によって得られるデータ

が統合失調症の早期診断に役立つ客観的

な生物学的指標となり得ることが示唆さ

れた。 

 

双極性障害と統合失調症の大脳皮質厚

については、本研究で統合失調症患者群

と双極性障害患者群で共通した脳構造の

変化（下前頭回や眼窩前頭皮質、島回に

おける大脳皮質厚の減少と海馬体積の減

少）が見られた点は、統合失調症と双極

性障害が共通した genetic roots を有す

ると報告している近年の研究と矛盾しな

い。その一方で、統合失調症患者群を双

極性障害患者群と直接比較すると脳室の

拡大や内側上前頭回における大脳皮質厚

の減少などが見られ、脳構造の変化が統

合失調症患者群の方が双極性障害患者群

よりも大きかったことから、両疾患の鑑

別に脳画像解析で得られる関心領域の体

積や大脳皮質厚などのデータが応用でき

る可能性も示唆された。しかしながら、

今後臨床で両疾患の鑑別診断に脳画像検

査を応用するためにはさらに疾患特異的

な所見や両疾患を直接比較したデータを

蓄積する必要があると言える。 

 

 

2. NIRS 検査の臨床応用の可能性につい

ての研究 

 

B. 研究方法 

 

対象は東京都立松沢病院の外来/入院

患者のうち書面による同意が得られた統

合失調症、双極性障害、大うつ病性障害

の患者と同じく書面による同意が得られ

た健常者である。 



  

MRI を用いた研究と同様に、本研究も東

京都立松沢病院の研究倫理審査会におい

て承認を得て行っている。 

 

NIRS を用いた測定では、日立メディコ

社製の ETG-4000 を使用し、光ファイバー

を 3×11 に配置した測定用プローブを、

左右対称で最下列が脳波記録国際 10-20

法のT3-Fz-T4のラインに一致するように

設置して 52 チャンネルの測定を行った。

課題には語流暢性課題(Verbal Fluency 

Test: VFT)を用いた。 

 

臨床診断とNIRS波形による分類の一致率

に影響を与える要因についての検討 

［第 3年度］ 

 

松沢病院の外来/入院患者199名につい

て、NIRS の前頭部 11CH の加算平均波形パ

ターンから波形の重心値と積分値を算出

し、重心値・積分値による分類と担当医

による臨床診断（DSM-IV）の一致率を検

討した。なお、臨床診断が気分障害の対

象者については年齢や家族歴、双極性障

害のスクリーニング用の自記式質問紙で

ある Bipolar Spectrum Diagnostic Scale 

（BSDS）の結果を基にさらに分類した時

の重心値・積分値についても検討した。

また、統合失調症患者については、検査

時のPANSSの結果を基に状態像がNIRS波

形に与える影響について検討した。 

 

双極性障害の軽躁状態における脳活動に

ついての多角的な検討［第 3年度］ 

 

双極性障害患者 27 名(軽躁状態 11 名、

抑うつ状態 16 名)と年齢性別を一致させ

た健常対照群 12 名について NIRS を用い

て VFT 中の脳活動を比較した。躁状態の

症状評価は Young Mania Rating Scale

（YMRS）を用いて行った。11 名の軽躁状

態患者の内、8名では軽躁状態が消失した

後に 2回目の NIRS による測定を行い、同

一被験者内で軽躁状態がある時とない時

の間で脳活動を比較した。 

 

感情障害の治療経過における脳活動の縦

断的変化についての検討［第 3年度］ 

 

双極性障害患者 18 名、大うつ病性障害

10 名と年齢性別を一致させた健常対照群 

14 名について、NIRS を用いて VFT 中の脳

活動を比較した。なお、NIRS 波形の解析

にあたっては、前頭極、左右の腹外側前

頭 前 皮 質 (ventrolateral prefrontal 

cortex: VLPFC)/側頭皮質前部(anterior 

part of the temporal cortex: aTC)とい

う 3 つの関心領域について、領域内のチ

ャンネルにおけるNIRS波形の積分値を平

均した値を用いた。また、社会適応の評

価は Social Adaptation Self-evaluation 

Scale (SASS)を用いて行った。 NIRS によ

る測定とSASSによる評価は約6か月の間

隔をあけて 2 回行い、治療経過で見られ

る脳活動と社会適応の変化を縦断的に追

跡した。 

 

 

C．研究結果 

 

臨床診断とNIRS波形による分類の一致

率に影響を与える要因についての検討で

は、臨床診断と NIRS 波形による分類の一

致率は大うつ病性障害で 38.9％（21/54



  

名）、双極性障害で 63.4%（26/41 名）、統

合失調症では67.8%（21/31名）であった。

また、気分障害患者を対象とした検討で

は、年齢と前頭部積分値が有意な負の相

関を示した（r = -0.278, p = 0.001）。

第一度近親に精神疾患罹患者がいる（遺

伝負因が推定される）群ではいない群よ

りも重心値が大きい傾向（χ2 = 2.22, p = 

0.099）を示し、また BSDS 得点が高く、

双極スペクトラム傾向が強いほど前頭部

の傾きが緩やかな傾向を示し（r = -0.258, 

p = 0.006）、より双極性障害に類似する

波形パターンを示していた。一方、統合

失調症患者（N = 28）について、臨床診

断とNIRS波形による分類が一致しなかっ

た患者（N = 8）では、一致していた患者

（N = 20）と比べて、検査時の PANSS 得

点のうち、三因子モデルでは陽性症状尺

度（平均 ± SD：一致群 11.1 ± 4.2 点, 

不一致群 20.2 ± 10.0 点，p = 0.076）、

五因子モデルでは Activation 因子（一致

群：9.3 ± 2.5 点，不一致群：15.0 ± 5.3

点，p = 0.047）の値が高値となった。 

 

双極性障害の軽躁状態における脳活動

についての検討では、VFT の成績は軽躁状

態群、抑うつ状態群、健常者群の間で有

意差は見られなかったが、両側の背外側

前頭前皮質（dorsolateral prefrontal 

cortex: DLPFC）、VLPFC、右側の aTC に位

置する 12 チャンネル(CHs 28, 29, 32, 36, 

38, 39, 43–46, 49, 50)では VFT 中の

NIRS 波形に有意な群間差が見られた 

(FDR-corrected p < 0.05)。また、有意

差が見られた12チャンネルすべてで抑う

つ状態群の方が健常者群よりも VFT 中の

脳活動の変化が有意に小さく、7チャンネ

ル(CHs 29, 32, 39, 43–45, 50)では軽

躁状態群の方が健常者群よりも脳活動の

変化が有意に小さかった。 

 

 
 

 

状態像による比較では、左側の DLPFC

にある 1チャンネルで軽躁状態群の方が

抑うつ状態群よりも VFT 中の脳活動の変

化が有意に大きかった (CH49; p<0.05, 

FDR corrected)。また、双極性障害患者

群では躁症状の重症度と左側の DLPFC と

前頭極にあるチャンネルの活動性との間

で正の相関が見られた(CHs 49 and 50; 

Spearman’s rho = 0.660 and 0.727; 

FDR-corrected p < 0.05)。一方、軽躁状

態群について躁状態が消失した時点で再

度測定して縦断的な変化を検討したとこ

ろ、前頭極と DLPFC にある 8つのチャン

ネルで軽躁状態があるときよりも躁状態

が消失した後の方が VFT 中の脳活動の変

化が減少していた(CHs 9, 14, 24, 28, 36, 

47–49, p = 0.005–0.046, FDR 

corrected)。 

 



  

 
           (Nishimura et al., in press) 

 

 

感情障害の治療経過における脳活動の

縦断的変化についての検討では、双極性

障害群と大うつ病性障害群は健常者群と

比べて両側の VLPFC/aTC 領域における

VFT 中の脳活動の変化が有意に減少して

いた。 

 

 

 
 

ま た 、 双 極 性 障 害 群 で は 左 側 の

VDLPFC/aTC 領域における VFT 中の脳活動

の縦断的な変化がSASSスコアの縦断的な

変化と正の相関を示した (rho=0.499, 

p=0.035) のに対して、大うつ病性障害群

では右側の VLPFC/aTC 領域における VFT

中の脳活動の縦断的な変化がSASSスコア

の縦断的な変化と正の相関を示した 

(rho=0.746, p=0.013) 。 

 

D．考察 

 

臨床診断とNIRS波形による分類の一致

率に影響を与える要因についての検討で

は、大うつ病性障害で臨床診断と NIRS 波

形による分類の一致率が低かった原因と

して、大うつ病性障害群の中に担当医が

診断に迷っていた症例、他の精神疾患を

合併していた症例、測定時にはうつ症状

がほぼ消失していた症例、測定後に躁病

エピソードを呈して双極性障害と診断さ

れる症例などが含まれていた可能性が考

えられる。また、大うつ病性障害の中の

異種性（今回の解析ではメランコリー親

和型 18 名、非定型うつ病 6名が大うつ病

性障害群の中に混在）も臨床診断と NIRS

波形による分類の一致率に影響を与えう

る要因と考えられる。本研究で得られた

結果から、NIRS 波形が年代によって変化

することが明らかになり、家族歴の中に

精神疾患罹患者がいる群やBSDSで高得点

となり bipolarity が示唆された群で

NIRS 波形が双極性障害のパターンに近く

なっていたことから、年齢、家族歴、自

記式質問紙によるbipolarityの評価のい

ずれもがNIRS波形による鑑別診断の精度

を向上させるために有益な情報となるこ



  

とが明らかになった。一方、統合失調症

患者群では臨床診断とNIRS波形による分

類が一致しなかった群で陽性症状尺度と

Activation 因子が高かったことから検査

時の状態像が波形パターンに影響を与え

る可能性があることが示唆された。 

 

双極性障害の軽躁状態における脳活動

の検討では、双極性障害で軽躁状態と抑

うつ状態を呈する群では健常者群に比べ

てVFT中にVLPFCで活動性が小さかった。

軽躁状態群と抑うつ状態群の比較では、

左側の DLPFC で軽躁状態群の方が抑うつ

状態群よりも脳賦活が大きかった。横断

的検討と縦断的検討で得られた結果から、

前頭部における認知課題による脳活動の

変化は双極性障害の軽躁状態と抑うつ状

態の間で異なることが示唆された。この

ことから、NIRS 検査が状態像に由来する

双極性障害の前頭部における脳活動の特

徴を評価する客観的な指標となりうるこ

とが明らかになった。また、双極性障害

では左側の DLPFC と前頭極の活動性が大

きいほど軽躁状態の症状重症度が大きく、

同一被験者内でNIRS波形を縦断的に評価

した時に軽躁状態の患者は軽躁状態が出

現していないときには前頭部の活動性が

減少することから、NIRS が躁状態の客観

的な評価指標となる可能性が示唆された。 

 

感情障害の治療経過における脳活動の

縦断的変化についての検討では、VFT 中に

双極性障害と大うつ病性障害では両側の

VLPFC/aTC 領域の活動性低下が見られ、双

極性障害では左側の VLPFC/aTC 領域の活

動性の増加が社会適応の改善、大うつ病

性障害では右側の VLPFC/aTC 領域の活動

性の増加が社会適応の改善とそれぞれ相

関していたことから、これらの脳領域の

活動性の増加が社会適応改善の生物学的

指標となる可能性が示唆された。 

 

 

E．結論 

 

 MRI 画像を解析した結果から、関心領域

の体積と大脳皮質厚が初発統合失調症の

診断補助として応用できる可能性が示唆

された。一方、統合失調症と双極性障害

の鑑別診断補助としては、統合失調症で

特異的な脳室の拡大や内側上前頭回にお

ける大脳皮質厚の減少が見られ、統合失

調症の方が双極性障害よりもより強い脳

構造の変化が見られたものの、いくつか

の共通した所見も見られたため、今後は

疾患特異的な変化に注目した研究だけで

なく、両疾患を直接比較した研究による

知見を蓄積することが必要と言える。 

 一方、NIRS 波形を用いた疾患横断的な

検討では、年齢、家族歴、自記式質問紙

による bipolarity の評価、検査時の

PANSS を用いた状態像の評価のいずれも

がNIRS波形による鑑別診断の精度を向上

させるために有益な情報となることが示

唆された。一方、双極性障害の状態像に

注目した検討では、軽躁状態の方が抑う

つ状態よりも VFT 中の脳活動の賦活が大

きいことや、軽躁状態の時の方が VFT 中

の脳活動の賦活が軽躁状態ではない時よ

りも大きくなることが確認され、前頭部

の脳活動が状態像を評価する客観的な指

標となる可能性が示唆された。また、測

定間隔を統制した条件では双極性障害と

大うつ病性障害においてNIRS波形の縦断



  

的変化が社会適応の生物学的な指標とな

りうることが明らかになった。 

 

F. 健康危険情報：なし 

 

G. 研究発表：  

 

1．論文発表 

【英文雑誌】 

[1] Koike S, Takizawa R, Nishimura Y, 

Takano Y, Takayanagi Y, Kinou M, 

Araki T, Harima H, Fukuda M, Okazaki 

Y, Kasai K. (2011) Different 

hemodynamic response patterns in the 

prefrontal cortical sub-regions 

according to the clinical stages of 

psychosis. Schizophr Res. 

132(1):54-61.[DOI:10.1016/j.schres

.2011.07.014] 

[2] Orikabe L, Yamasue H, Inoue H, 

Takayanagi Y, Mozue Y, Sudo Y, Ishii 

T, Itokawa M, Suzuki M, Kurachi M, 

Okazaki Y, Kasai K. (2011) Reduced 

amygdala and hippocampal volumes in 

patients with methamphetamine 

psychosis. Schizophr Res. 

132(2-3):183-9 

[DOI:10.1016/j.schres.2011.07.006] 

[3]  Takayanagi Y, Takahashi T, 

Orikabe L, Mozue Y, Kawasaki Y, 

Nakamura K, Sato Y, Itokawa M, 

Yamasue H, Kasai K, Kurachi M, 

Okazaki Y, Suzuki M. (2011) 

Classification of  first-episode 

schizophrenia patients and healthy 

subjects by automated MRI measures 

of regional brain volume and 

cortical thickness. PLoS One. 6(6): 

e21047. 

[DOI:10.1371/journal.pone.0021047] 

[4] Nishimura Y, Takahashi K, Ohtani T, 

Ikeda-Sugita R, Okazaki Y, Kasai K. 

(2014) Dorsolateral prefrontal 

hemodynamic responses during a 

verbal fluency task in hypomanic 

bipolar disorder. Bipolar Disorders, 

in press. 

 

【邦文雑誌】 

[5] 福田正人，吉田寿美子，杉村有司，

小川勝，大渓俊幸，樋口智江，内山智

恵，安井臣子 (2012) 光トポグラフィ

ー検査（NIRS）による脳機能測定．検

査と技術 40:182-188. 

[6] 鈴木道雄，川﨑康弘，高柳陽一郎，

中村主計，高橋務 (2012) 構造 MRI に

よる統合失調症の補助診断の可能性 

(特集 当事者に届く生物学的精神医学

研究 : バイオマーカーを用いた精神

疾患の客観的補助診断法の開発) 精神

神経学雑誌  114(7), 807-811 . 

 

2．学会発表 

【国際学会】 

[1] Ohtani T., Takahashi K., Nishimura 

Y., Nakakita M., Okada N., Okazaki Y. 

Associations between longitudinal 

changes in the regional hemodynamic 

responses and social adaptation in 

patients with depression and bipolar 

disorder. Poster presentation 11th 

World Congress of Biological 

Psychiatry, 27 June 2013 



  

【シンポジウム・招待講演】 

[2] 西村幸香．精神科領域における NIRS 

の臨床応用．シンポジウム II「機能画

像と高次脳機能」．第 17 回認知神経科学

会学術集会．2012 年 9月 30 日．東京 

[3] 西村幸香．NIRS の臨床応用：双極性

障害における検討．シンポジウム 3

「 NIRS の臨床応用－精神疾患に関連

して」．第 43 回日本臨床神経生理学会

学術大会．2013 年 11 月 7 日．高知 

 

【一般演題】 

[4] 西村幸香，高橋克昌，岡田直大，大

渓俊幸，中北真由美，樋口智江，安井

臣子，内山智恵，鶴見明子，岡崎祐士，

笠井清登．NIRS 波形と臨床的特徴を用

いた統合失調症と双極性障害の鑑別の

試み．第 7回日本統合失調症学会．2012

年 3月 17 日．名古屋 

[5] 西村幸香，高橋克昌，大渓俊幸，高

柳陽一郎，岡田直大，中北真由美，樋

口智江，安井臣子，内山智恵，岡崎祐

士，笠井清登．NIRS 信号を用いた疾患

判別と病歴聴取による診断分類の一致

率の検討．第8回日本統合失調症学会．

2013 年 4月 18 日．浦河 

 

3．その他 

[1] 大渓俊幸，高橋克昌，西村幸香，池

田伶奈，岡田直大，岡崎祐士．光トポ

グラフィー検査による精神疾患の鑑別

診断補助．臨床病理レビュー特集第 151

号, 印刷中 

[2] 西村幸香．精神科領域における NIRS

の臨床応用．認知神経科学．14(3): 

183-189 (2012.12) 

[3] 西村幸香．精神科診断における NIRS． 

特集 I. NIRS の臨床応用．精神科． 

23(4): 397-404（2013.10） 

 

H．知的財産権の出願・登録状況： なし 

 

 



 
 

研究成果の刊行に関する一覧表 
 
      書籍 
 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

福田正人 発達精神病理とし
ての統合失調症－
脳と生活と言葉 

福田正人，
糸川昌成，
村井俊哉，
笠井清登編 

『統合失調
症』 

医学書院 東京 2013 pp.59-66 

福田正人，糸川
昌成，村井俊哉，
笠井清登 

『統合失調症』 福田正人，
糸川昌成，
村井俊哉，
笠井清登編 

『統合失調
症』 

医学書院 東京 2013 pp.753 

福田正人，須田
真史，小池進介，
西村幸香，川久
保友紀，野田隆
政，吉田寿美子 

NIRS 山内俊雄・
松田博史 

『脳画像でみ
る精神疾患』 

新興医学
出版社 

東京 2013 pp. 91-110 

福田正人 脳画像からわかる
統合失調症の仕組
みと回復 

宇田川健・
寺尾直尚・
髙橋清久  
編 

『精神障害を
もつ人のアン
チスティグマ
とリカバリ
ー』（リカバ
リー全国フォ
ーラム） 

精神･神経
科学振興
財団 

東京 2012 pp.44-65, 
111-116, 
127-128, 
138-141. 

 

福田正人 診察・診断・検査 加藤進昌・
神庭重信  
編 

『TEXT精神
医学』（改訂4
版） 

南山堂 東京 2012 pp.35-62 

福田正人 監修 『NIRS波形の臨
床判読－先進医療
「うつ症状の光ト
ポグラフィー検
査｣ガイドブック』 

福田正人  
監修 

『NIRS波形
の臨床判読－
先進医療「う
つ症状の光ト
ポグラフィー
検査｣ガイド
ブック』 

中山書店. 

 

東京 2011  

福田正人，滝沢
龍 

気分障害の診断，
治療に近赤外線ス
ペクトロスコピィ
は有力か？ 

上島国利  
他編 

『E M B精神
疾患の治療 2
011-2012』 

中外医学
社 

東京 2011 pp.114-121 

Sumiyoshi T., 
Higuchi Y., Ito 
T 

Kawasaki Y.: Ele
ctrophysiological i
maging evaluation
 of schizophrenia 
and treatment resp
onse.   

Ritsner M. Handbook of
 Schizophren
ia Spectrum 
Disorders; V
ol III 

Springer New Yor
k 

2011 pp.135-148 



 
 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

Nekovarova T., 
Stuchlik A., Ra
mbousek L., Va
les K., Sumiyos
hi T 

Cognitive deficits 
in rodent models 
of schizophrenia; 
Evaluation of spat
ial cognition. 

Sumiyoshi 
T. (Ed).  

Schizophrenia
 Research R
ecent Advanc 

Nova Scie
nce Publis
hers 

New Yor
k 

2012 pp.291-319 

Sumiyoshi T., 
Uehara T 

Serotonin-1A rece
ptors and cognitiv
e enhancement in
 schizophrenia; R
ole for brain ener
gy metabolism. 

Burne T.H.
J. 

Schizophrenia
 in the 21st 
Century 

Tech, Rije
ka, 

 2012 pp.127-140 

Sumiyoshi T., 
Matsuoka T., K
urachi M 

Role for Pituitary
 Neuropeptides in
 Social Behavior 
Disturbances of S
chizophrenia. 

Sumiyoshi 
T 

Neuroendocri
nology and 
Behavior 

Tech, Rije
ka 

 2012 pp.83-94 

Kaneda Y, Ueo
ka Y, Sumiyosh
i T, Yasui-Furu
kori N, Ito T, 
Higuchi Y, Ka
wamura I, Suzu
ki M, Ohmori 
T 

The Schizophrenia
 Cognition Rating
 Scale Japanese v
ersion (SCoRS-J). 

Boutros N Yearbook of 
International
 Psychiatry 
and Behavior
al Neuroscie
nces Vol II. 

Nova Scie
nce Publis
hers 

New Yor
k 

2012 pp.75-84 

Uehara T, Sumi
yoshi T 

Lactate metabolis
m as a new targe
t for the therapeut
ics of schizophren
ia. 

Atta-Ur-Rah
man 

eBook series:
 Frontiers in
 Clinical Dr
ug Research-
CNS and Ne
urological Di
sorders. 

Bentham 
Science P
ublishers, 

 2013 135-148 

Sumiyoshi T Cognitive impairm
ent in schizophren
ia. 

Stolerman I
 and Price 
LH 

Encyclopedia
 of Psychoph
armacology, 

Second E
dition. Sp
ringer, 

  in press 

小池進介、滝沢
龍 

光トポグラフィ
ー（NIRS）検査
の臨床応用 

松下正明 精神医学キ
ーワード事
典 

中山書店 東京 2011 pp.546-548 

 
 



 
 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

滝沢龍、笠井清
登 

精神科医を志す
君へのメッセー
ジ 

 精神科研修
医ノート 

診断と治
療社 

東京 2011 pp.2-4 

滝沢龍、笠井清
登 

精神疾患の臨床
検査としての光
トポグラフィー
検査（NIRS）－ 
先進医療『うつ症
状の鑑別診断補
助』－ 

加藤進昌・
神庭重信・
笠井清登
（編） 

T E X T精神
医学（第4版） 

南山堂  2012  

滝沢龍、笠井清
登、福田正人 

I．人間の前頭葉
の構造と機能ー
臨床を理解する
ための基礎知識．
７．前頭極FPの構
造と機能． 

福田正人・
鹿島晴雄 

専門医のた
めの精神科
臨床リュミ
エール 

中山書店 東京 2010 pp.77-90 

永井達哉、井上
秀之、笠井清登 

統合失調症の各
病期における精
神生理学的デー
タ ~MMNとMR
S~ 

 精神疾患と
認知機能 

新興医学
出版社 

東京 2011 pp.11-22 

永井達哉、多田
真理子、切原賢
治、荒木剛、笠
井清登 

スマッチネガテ
ィビティの施行
法と精神疾患診
断 

 精神疾患診
断のための
脳形態・機能
検査法 

新興医学
出版社 

東京 2011 pp.64-69 

武井雄一、管心、
栗田澄江、笠井
清登、福田正人、
三國雅彦 

脳磁図(MEG)の精
神疾患診断への応
用 

 精神疾患診断
のための脳形
態・機能検査
法 

新興医学
出版社 

東京 2011  

西村幸香. 第5章 脳機能画
像（NIRS）. 1）
原理・検査法・得
られるデータ 

 精神疾患の
脳画像ケー
スカンファ
レンス－診
断と治療へ
のアプロー
チ 

中 山 書
店  

東京  in press 

 
 



 
 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

西村幸香. 第9章 保険診療
と先進医療のル
ール 

 精神疾患の
脳画像ケー
スカンファ
レンス－診
断と治療へ
のアプロー
チ 

中 山 書
店  

東京  in press 

根本清貴 脳画像解析ソフ
トの利用法 

三國雅彦，
福田正人，
功刀浩 

『精神疾患
診断のため
の脳形態・機
能検査法』 

新興医学
出版社 

東京 2012 pp.150-160 

笠井清登，川﨑
康弘，鈴木道雄，
根本清貴，橋本
龍一郎，八幡憲
明，山下典生 

MRIを用いた多施
設共同研究へ向
けた技術開発 

三國雅彦，
福田正人，
功刀浩 

『精神疾患
診断のため
の脳形態・機
能検査法』 

新興医学
出版社 

東京 2012 pp.126-136 

横田 修, 根本 
清貴, 新井 哲
明 

非アルツハイマ
ー型の認知症と
は？ 

朝田隆 認知症診療
の実践テク
ニック 

医学書院 東京 2011 pp.82-122 

根本 清貴 構造MRI解析 松下正明 精神医学キ
ーワード事
典 

中山書店 東京 2011 pp. 534-535 

石井礼花 注意欠如多動性障
害の脳画像 

 精神医学キー
ワード辞典, 

中山書店 東京 2011 pp.576-578 

川久保友紀（訳） 終末期医療 日本特殊教
育学会 

「障害の百科
事典」,（Alb
recht, GL 
(Ed.) Encycl
opedia of Di
sability, Sag
e publicatio
n, 2005） 

丸善出版 東京 2013 pp704-708 

蔦森絵美，川久
保友紀(訳). 

倫理 日本特殊教
育学会 

「障害の百科
事典」,（Alb
recht, GL 
(Ed.) Encycl
opedia of Di
sability, Sag
e publicatio
n, 2005） 

丸善出版 東京 2013 丸善出版 



 
 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

浅見綾，川久保
友紀（訳） 

医学的無益性 日本特殊教
育学会 

「障害の百科
事典」,（Alb
recht, GL 
(Ed.) Encycl
opedia of Di
sability, Sag
e publicatio
n, 2005） 

丸善出版 東京 2013 pp.69-72 

濱田純子，川久
保友紀（訳） 

断種/不妊手術 日本特殊教
育学会 

障害の百科事
典」,（Albrec
ht, GL (Ed.)
 Encycloped
ia of Disabil
ity, Sage pu
blication, 20
05） 

丸善出版 東京 2013 pp1236-1237 

川久保友紀 自閉症のアセスメ
ント（２）ADOS,
ADI-R他 

前川久男、
梅永雄二、
中山健 

「発達障害の
理解と支援の
ためのアセス
メント」 

日本文化
科学社 

東京 2013 pp.141-162 

橋本謙二 SSRIのσ受容体
に対する影響と
臨床的意味は？ 

上島国利、
三村 将、
中込和幸、
平島奈津子 

EBM精神疾
患の治療 

中外医学
社 

東京 2011 pp.84-87 

谷渕由布子、橋
本謙二 

嗜癖の治療薬 上島国利、
三村 将、
中込和幸、
平島奈津子 

EBM精神疾
患の治療 

中外医学
社 

東京 2011 pp.307-310 

橋本謙二 神経栄養因子  ストレス科
学辞典 

財団法人
パブリッ
クヘルス
リサーチ
センター 

東京 2011 pp.499 

橋本謙二 脳由来神経栄養
因子 

 ストレス科
学辞典 

財団法人
パブリッ
クヘルス
リサーチ
センター 

東京 2011 pp.814 

橋本謙二 神経成長因子  ストレス科
学辞典 

財団法人
パブリッ
クヘルス
リサーチ
センター 

東京 2011 pp.507 



 
 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

橋本謙二 脳由来神経栄養
因子 

 精神医学キ
ーワード事
典 

中山書店 東京 2011 pp.582-584 

橋本謙二 α7ニコチン受容
体 

 精神医学キ
ーワード事
典 

中山書店 東京 2011 pp.585-586 

橋本謙二 シグマ受容体  精神医学キ
ーワード事
典 

中山書店 東京 2011 pp.587-588 

橋本謙二 オピオイド受容
体 

 現代精神医
学事典 

弘文堂 東京 2011 pp.125 

橋本謙二 シグマ受容体  現代精神医
学事典 

弘文堂 東京 2011 pp.393 

橋本謙二 神経ステロイド
（ニューロステ
ロイド） 

 現代精神医
学事典 

弘文堂 東京 2011 pp.518 

橋本謙二 統合失調症のグ
ルタミン酸仮説
に基づいた新規
認知機能障害改
善薬 

 精神疾患と
認知機能－
最近の進歩
－ 

新興医学
出版 

東京 2011 pp.96-101 

Hashimoto, K. Food coloring, so
dium benzoate pre
servative and D-s
erine: Implication 
for behavior. 

Preedy, V.
R 

The Handboo
k of Behavio
r, Diet and 
Nutrition 

Springer 
Publishers 

 2011 pp. 577-584 

 
 
 



 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

橋本謙二 うつ病と脳由来
神経栄養因子（B
DNF） 

 実験薬理学
シリーズ第
５巻「実践治
療薬」 

日本薬理
学会 

京都 2012 pp.288-293 

鈴木道雄 脳構造画像研究 福田正人・
糸川昌成・
村井俊哉・
笠井清登 

「統合失調
症」 

医学書院 東京 2013 pp.244-252 

笠井清登，川﨑
康弘，鈴木道雄，
根本清貴，橋本
龍一郎，八幡憲
明，山下典生 

MRIを用いた多施
設共同研究へ向け
た技術開発 

三國雅彦・
福田正人・
功刀 浩 

「精神疾患診
断のための脳
形態・機能検
査法」 

新興医学
出版社 

東京 2012 pp.126-136 

鈴木道雄，川﨑
康弘，高橋 努，
高柳陽一郎，中
村主計 

構造MRI画像を用
いた統合失調症の
診断法 

三國雅彦・
福田正人・
功刀 浩 

「精神疾患診
断のための脳
形態・機能検
査法」 

新興医学
出版社 

東京 2012 pp.7-17 

野田隆政，松田
太郎，蟹江絢子，
安藤久美子 

頭蓋内疾患による
せん妄 

八 田 耕 太
郎・岸泰宏 

「ICUで出会
うせん妄の診
かた」 

中外医薬
社 

東京 2012 pp20-32 

野田隆政 精神症状 村田美穂 「やさしいパ
ーキンソン病
の自己管理
（改訂版）」 

医薬ジャ
ーナル 

東京 2012 pp31-36 
 

野田隆政,  安藤
久美子, 清水悠 

精神症状への対応 山村隆 「多発性硬化
症（ＭＳ）診
療のすべて」 

診断と治
療社 

東京 2012 pp91-98 

野田隆政，瀬戸
山志緒里，横山
仁史 

第4章 光トポグ
ラフィー 

糸川昌成 「メンタル医
療‐原因解明
と診断、治療
の最前線‐」 

シーエム
シー出版 

東京 2013 pp50-58 

 



 

著者氏名 論文タイトル名 書籍全体の 
編集者名 

書 籍 名 出版社名 出版地 出版年 ページ 

大渓俊幸，高橋
克昌，西村幸香，
池田伶奈，岡田
直大，岡崎祐士 

光トポグラフィ
ー検査による精
神疾患の鑑別診
断補助 

臨床病理レ
ビュー特集
第151号 

    in press 

        

        

        

        

        

        

        

 



雑誌 
 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Kinou M, Takizawa R, 
Marumo K, Kawasaki S,
 Kawakubo Y, Fukuda 
M, Kasai K 

Differential spatiotemporal 
characteristics of the prefro
ntal hemodynamic response
 and their association with 
functional impairment in sc
hizophrenia and major depr
ession. 

Schizophr Res,   in press 

Marumo K, Takizawa R, 
Kinou M, Kawasaki S, 
Kawakubo Y, Fukuda M, 
Kasai K 

Functional abnormalities in 
the left ventrolateral 
prefrontal cortex during a 
semantic fluency task, and 
their association with thought 
disorder in patients with 
schizophrenia. 

NeuroImage 85 518-526 2014 

Takizawa R, Fukuda M, 
Kawasaki S, Kasai K, 
Mimura M, Pu S, Noda T, 
Niwa S, Okazaki Y, the 
Joint Project for 
Psychiatric Application of 
Near-Infrared 
Spectroscopy 
(JPSY-NIRS) Group 

Neuroimaging-aided 
differential diagnosis of the 
depressive state. 

NeuroImage 85 498-507 2014 

Sato H, Yahata N, Funane 
T, Takizawa R, Katura T, 
Atsumori H, Nishimura Y, 
Kinoshita A, Kiguchi M, 
Koizumi H, Fukuda M, 
Kasai K 

A NIRS-fMIR investigation 
of prefrontal cortex activity 
during a working memory 
task. 

NeuroImage 83 158-173 2013 

Takei Y, Suda M, Aoyama 
Y, Yamaguchi M, Sakurai 
N, Narita K, Fukuda M, 
Mikuni M 

Temporal lobe and inferior 
frontal gyrus dysfunction in 
patients with schizophrenia 
during face-to-face 
conversation: a near-infrared 
spectroscopy study. 

J Psychiat Res 47 1581-1589 2013 

Sato T, Fukuda M, 
Kameyama M, Suda M, 
Uehara T, Mikuni M 

Differential relationships 
between personality and 
brain function in monetary 
and goal-oriented subjective 
motivation: multichannel 
near-infrared spectroscopy 
study of healthy subjects. 

Psychiat Clin 
Neurosci 

66 276-284 2012 

 
  
 
 



     

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Suda M, Takei Y, Aoyama 
Y, Narita K, Sakurai N, 
Fukuda M, Mikuni M ( 

Autistic traits and brain 
activation during face-to-face 
conversations in typically 
developed adults. 

PLoS ONE   in press 

Sumiyoshi Ｔ., Higuchi 
Y., Matsui M., Itoh H, 
Itoh T., Arai H, Chieko 
Takamiya C. Uehara T., 
Suzuki M., Kurachi M. 

Membrane fatty acid levels 
as a predictor of treatment 
response in schizophrenia. 

Psychiatry Research 186 23-27 2011 

Yoshida T., Suga M., 
Arima K., Muranaka Y., 
Tanaka T., Eguchi S., Lin 
C., Yoshida S., Ishikawa 

M., Higuchi Y., Seo T., 
Ueoka Y., Tomotake M., 
Kaneda Y., Darby D., 
Maruff P., Iyo M., Kasai 
K., Higuchi T., 
Sumiyoshi T., Ohmori 
T., Takahashi K., 
Hashimoto K. 

Criterion and construct 
validity of the CogState 
schizophrenia battery in 
Japanese patients with 
schizophrenia. 

PLoS One 6(5) e20469 2011 

Itoh T., Sumiyoshi T., 
Higuchi Y., Suzuki M., 
Kawasaki Y. 

LORETA analysis of 
three-dimensional 
distribution of delta-band 
activity in schizophrenia: 
Relation to negative 
symptoms. 

Neuroscience 
Research 

70 442-448 2011 

Tenjin T, Miyamoto S, 
Miyake N, Ogino S, 
Kitajima R, Ojima K, 
Arai J, Teramoto H, 
Tsukahara S, Ito Y, 
Tadokoro M, Anai K, 
Funamoto Y, Kaneda Y, 
Sumiyoshi T, Yamaguchi 
N 

Effect of blonanserin on 
cognitive function in 
antipsychotic-naïve 
first-episode schizophrenia. 

Human 
Psychopharmacology 

27 90-100 2012 

Uehara T., Itoh H., 
Matsuoka T., Rujescu D., 
Genius J., Seo T., 
Sumiyoshi T. 

Effect of transient blockade 
of N-methyl-D-aspartate 
receptors at neonatal stage 
on stress-induced lactate 
metabolism in the medial 
prefrontal cortex of adult 
rats: Role of 5-HT1A 
agonism. 

Synapse 66 408-417 2012 

 



      
 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Uehara T., Sumiyoshi 
T., Hattori H., Itoh H.,
 Matsuoka T., Iwakami
 N, Suzuki M., Kurachi
 M. 

T-817MA, a novel neurotr
ophic agent, ameliorates l
oss of GABAergic parvalb
umin-positive neurons and
 sensorimotor gating defic
its in rats transiently expo
sed to MK-801 in the ne
onatal period. 

Journal of Psychiat
ric Research 

46 622-629 2012 

Sumiyoshi T. Serotonin 1A receptors in
 the action of antipsychoti
c drugs. 

Journal of Psychop
harmacology 

26 1283-1284 2012 

Higuchi Y., Sumiyoshi 
T., Seo T, Miyanishi 
T., Kawasaki Y., Suzuk
i M. 

Mismatch negativity and c
ognitive performance in th
e prediction of transition t
o psychosis in subjects wi
th at risk mental state. 

PLoS ONE 8 e54080 2013 

Sumiyoshi T., Higuchi 
Y. 

Facilitative effect of serot
onin1A receptor agonists o
n cognition in patients wit
h schizophrenia. 

Current Medicinal 
Chemistry 

20 357-362 2013 

Higuchi Y., Sumiyoshi 
T., Itoh T., Suzuki M. 

Perospirone normalized P3
00 and cognitive function
 in a case of early psych
osis. 

Journal of Clinical 
Psychopharmacology 

33 263-266 2013 

Uehara T, Sumiyoshi 
T, Seo T, Matsuoka T,
 Itoh H, Kurachi M.: 

T-817MA, but not haloper
idol and risperidone, resto
res parvalbumin-positive γ
-aminobutyric acid neuron
s in the prefrontal cortex 
and hippocampus of rats t
ransiently exposed to MK-
801 at the neonatal perio
d. 
  

ISNR Psychiatry  947149 2012 

Miyanishi T., Sumiyosh
i T., Higuchi Y., Seo 
T., Suzuki M. 

LORETA current density 
for duration mismatch neg
ativity and neuropsycholog
ical assessment in first ep
isode schizophrenia and at
 risk mental state. 

PLoS One 8 e61152 2013 

Kaneda Y., Ohmori T.,
 Okahisa Y., Sumiyoshi
 T., Pu S., Ueoka Y., 
Takaki M., Nakagome 
K.,  Sora I. 

The MATRICS Consensus
 Cognitive Battery: validat
ion of the Japanese versio
n. 

Psychiatry and Clin
ical Neurosciences 

67 182-188 2013 

  



    

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Sumiyoshi T. Antipsychotic treatments:
 Focus on lurasidone. 

Frontiers in Pharmac
ology 

4 102 
doi: 10.3389/f
phar 

2013 

Sumiyoshi C., Uetsuki 
M., Suga M., Kasai K.,
 Sumiyoshi T. 

Development of brief ver
sions of the Wechsler In
telligence Scale for schiz
ophrenia: consideration o
f the structure and the p
redictability of intelligenc
e. 

Psychiatrya Research 210 773-779 2013 

Uehara T., Matsuoka 
T., Itoh H., Sumiyoshi 
T. 

Chronic treatment with t
andospirone, a 5-HT1A re
ceptor partial agonist, su
ppresses footshock stress-
induced lactate productio
n in the prefrontal corte
x of rats. 

Pharmacology, Bioch
emistry and Behavior 

113 1-6 2013 

Sumiyoshi T., Higuchi 
Y., Uehara T. 

Neural basis for the abili
ty of atypical antipsychot
ic drugs to enhance cog
nition in schizophrenia. 

Frontiers in Behavior
al Neuroscience 

7 140 2013 

Sumiyoshi T., Miyanish
i T., Higuchi Y.: 

Electrophysiological and 
neuropsychological predic
tors of conversion to sch
izophrenia in at-risk subj
ects. 

Frontiers in Behavior
al Neuroscience 

7 148 2013 

Sumiyoshi C., Ertugrul 
A., Anil Yagcioglu A.
E., Roy A., Jayathilake
 K., Milby A., Meltzer
 H.Y., Sumiyoshi T. 

Language-dependent perf
ormance on the letter flu
ency task in patients wit
h schizophrenia. 

Schizophrenia Resear
ch 

152 421-429 2014 

Fujino H, Sumiyoshi C,
 Sumiyoshi T, Yasuda 
Y, Yamamori H, Ohi 
K, Fujimoto M, Umeda
-Yano S, Higuchi A, H
ibi Y, Matsuura Y, Has
himoto R, Takeda M, I
mura O. 

Performance on the Wec
hsler Adult Intelligence 
Scale-Third Edition in Ja
panese patients with schi
zophrenia. 

Psychiatry and Clinic
al Neurosciences 

 
 

in press 

 



   

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Uehara T., Sumiyoshi 
T., Rujescu D., Genius
 J., Matsuoka T., Takas
aki I., Itoh H., Kurachi
 M. 

Neonatal exposure to MK-
801 reduces mRNA expre
ssion of mGlu3 receptors 
in the medial prefrontal c
ortex of adolescent rats. 

Synapse 68 202-208 2014 

Sumiyoshi T. Serotonin1A receptors in t
he action of aripiprazole. 

Journal of Clinical 
Psychopharmacology 

  in press 

Takeuchi M., Furuta 
H., Sumiyoshi T.,    S
uzuki M, Matsui M., O
chiai Y., Hosokawa M.,
 Kurachi M. 

Effect of sleep on memor
y organization. 

Frontiers in Behavi
oral Neuroscienc 

  in press 

Higuchi Y., Seo T, Mi
yanishi T., Kawasaki 
Y., Suzuki M., Sumiyo
shi T. 

Mismatch negativity and 
P3a/reorienting complex in
 subjects with schizophren
ia or at-risk mental state. 

Frontiers in Behavi
oral Neuroscience 

  in press 

Suga M, Uetsuki M, T
akizawa R, Araki T, K
asai K 

Phonological fluency is un
iquely impaired in Japanes
e-speaking schizophrenia p
atients: Confirmation stud
y. 

Psychiatry Clin Neu
rosci. 

65(7) 672-675 2011 

Kawakubo Y, Kono T,
 Takizawa R, Kuwabar
a H, Ishii-Takahashi A,
 Kasai K. 

Developmental Changes of
 Prefrontal Activation in 
Humans: A Near-Infrared 
Spectroscopy Study of Pre
school Children and Adult
s. 

PLoS ONE. 6(10) e25944 2011 

Arai M, Koike S, Osim
a N, Takizawa R, Arak
i T, Miyashita M, Nish
ida A, Miyata T, Kasai
 K, Itokawa M. 

Idiopathic carbonyl stress 
in a drug-naive case of at
 risk mental state. 

Psychiatry Clin Neu
rosci. 

65(6) 606-607 2011 

         



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Koike S, Takizawa R, 
Nishimura Y, Takano 
Y, Takayanagi Y, Kino
u M, Araki T, Harima 
H, Fukuda M, Okazaki
 Y, Kasai K. 

Different hemodynamic 
response patterns in the 
prefrontal cortical 
sub-regions according to 
the clinical stages of 
psychosis. 

Schizophr Res. 132(1) 54-61 2011 

Koike S, Takizawa R, 
Nishimura Y, Marumo 
K, Kinou M, Kawakub
o Y, Rogers MA, Kasa
i K. 

Association between sever
e dorsolateral prefrontal d
ysfunction during random 
number generation and ear
lier onset in schizophreni
a. 

Clin Neurophysiol. 122(8) 1533-1540 2011 

Nishimura Y, Takizawa
 R, Muroi M, Marumo
 K, Kinou M, Kasai K. 

Prefrontal cortex activity 
during response inhibition
 associated with exciteme
nt symptoms in schizophr
enia. 

Brain Res 1370 194-203 2011 

Koike S, Takano Y, Iw
ashiro N, Satomura Y, 
Suga M, Nagai T, Nats
ubori T, Tada M, Nishi
mura Y, Yamasaki S, 
Takizawa R, Yahata N,
 Araki T, Yamasue H, 
Kasai K. 

A multimodal approach to
 investigate biomarkers fo
r psychosis in a clinical 
setting: The Integrative N
euroimaging studies in S
chizophrenia Targeting for
 Early Intervention and Pr
evention (IN-STEP) proje
ct. 

Schizophr Res. 143(1) 116-124 2013 

Satomura Y, Takizawa 
R, Koike S, Kawasaki 
S, Kinoshita A, Sakakiba
ra E, Nishimura Y, Kasa
i K. 

Potential biomarker of subj
ective quality of life: Prefr
ontal activation measuremen
t by near-infrared spectrosc
opy. 

Soc Neurosci  Epub ahead o
f print 

2013 

Takizawa R, Nishimura 
Y, Yamasue H, Kasai 
K. 

Anxiety and Performance: 
The Disparate Roles of Pre
frontal Subregions under M
aintained Psychological Stre
ss. 

Cereb Cortex.  Epub ahead o
f print 

2013 

 
      
 



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Nishimura Y, Takizawa 
R, Koike S, Kinoshita 
A, Satomura Y, Kawasa
ki S, Yamasue H, Tochi
gi M, Kakiuchi C, Sasak
i T, Iwayama Y, Yamad
a K, Yoshikawa T, Kasa
i K. 

Association of decreased pr
efrontal hemodynamic respo
nse during a verbal fluency
 task with EGR3 gene pol
ymorphism in patients with
 schizophrenia and in healt
hy individuals. 

Neuroimage 1 527-534 2014 

Sato H, Yahata N, Funa
ne T, Takizawa R, Katu
ra T, Atsumori H, Nishi
mura Y, Kinoshita A, K
iguchi M, Koizumi H, F
ukuda M, Kasai K. 

A NIRS-fMRI investigation
 of prefrontal cortex activit
y during a working memor
y task. 

Neuroimage. 83 158-173 2013 

Chou PH, Koike S, Nish
imura Y, Kawasaki S, S
atomura Y, Kinoshita A,
 Takizawa R, Kasai K. 

Distinct effects of duration 
of untreated psychosis on b
rain cortical activities in di
fferent treatment phases of 
schizophrenia: A multi-chan
nel near-infrared spectrosco
py study. 

Prog Neuropsychoph
armacol Biol Psychi
atry. 

49C 63-69 2013 

Koike S, Nishimura Y, 
Takizawa R, Yahata N, 
Kasai K. 

Near-Infrared Spectroscopy 
in Schizophrenia: A Possibl
e Biomarker for Predicting 
Clinical Outcome and Treat
ment Response. 

Front Psychiatry. 4 145 2013 

Koike S, Takizawa R, N
ishimura Y, Kinou M, K
awasaki S, Kasai K. 

Reduced but broader prefro
ntal activity in patients wit
h schizophrenia during n-ba
ck working memory tasks: 
a multi-channel near-infrare
d spectroscopy study. 

J Psychiatr Res. 47(9) 1240-1246. 2013 

Hyodo, K., Dan, I., Suw
abe, K., Kyutoku, Y., Y
amada, Y., Akahori, M.,
 Byun, K., Kato, M., an
d Soya, H. 

Acute moderate exercise en
hances compensatory brain 
activation in older adults. 

Neurobiology of 
Aging. 

33(11) 2621-2631 2012 

Moriai-Izawa, A., Dan, 
H., Dan, I., Sano, T., O
guro, K., Yokota, H., Ts
uzuki, D., and Watanab
e, E. 

Multichannel fNIRS assess
ment of overt and covert c
onfrontation naming. 

Brain and Language. 121(3) 185-193 2012 



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Kyutoku, Y., Tada, R., 
Umeyama, T., Harada, 
K., Kikuchi, S., Watanab
e, E., 

Liegey-Dougall, A., Dan, I.
 Cognitive and psychologic
al reactions of the general 
population three months aft
er the 2011 Tohoku Earthq
uake and Tsunami. 

PLoS ONE. 7(2) e31014 2012 

Tsuzuki, D., Cai, D. S., 
Haruka, D., Kyutoku, 
Y., Fujita, A., Watanabe,
 E. and Dan, I. 

Stable and convenient spati
al registration of stand-alon
e NIRS data through ancho
r-based probabilistic registra
tion. 

Neuroscience Resear
ch. 

72(2) 163-171 2012 

Monden, Y., Dan, H., N
agashima, M., Dan, I., 
Kyutoku, Y., Okamoto, 
M., Yamagata, T., Mom
oi, Y. M., and Watanab
e, E. 

Clinically-oriented monitorin
g of acute effects of methy
lphenidate on cerebral hem
odynamics in ADHD childr
en using fNIRS. 

Clinical Neurophysiol
ogy. 

123 1147-1157 2012 

Watanabe, H., Homae, 
F., Nakano, T., Tsuzuki,
 D., Enkhtur, L., Nemot
o, K., Dan, I., and Tag
a, G. 

Effect of auditory input on
 activations in infant divers
e cortical regions during au
diovisual processing. 

Human Brain Mappi
ng. 

34(3) 543-565 2013 

Okamoto M, *Dan I. Extrinsic information influe
nces taste and flavor perce
ption: a review from psych
ological and neuroimaging 
perspectives. 

Seminars in Cell and 
Developmental 
Biology. 

24(3) 247-255 2013 

Okamoto M, Kyutoku Y,
 Sawada M, Clowney L,
 Watanabe E, Dan I, Ka
wamoto K. 

Health numeracy in Japan: 
measures of basic numerac
y account for framing bias
 in a highly numerate popu
lation. 

BMC Medical Inform
atics and Decision 
Making. 

12 104 2012 

Monden Y, Dan H, Nag
ashima M, *Dan I, Tsuz
uki D, Kyutoku Y, Gunj
i Y, Yamagata T, Watan
abe E, Momoi M Y. 

Right prefrontal activation 
as a neuro-functional bioma
rker for monitoring acute e
ffects of methylphenidate in
 ADHD children: An fNIR
S study. 

NeuroImage:Clinical. 1(1) 130-140 2012 

Cooper R J, Caffini M, 
Dubb J, Custo A, Tsuzu
ki D, Fischl B, Wells 
W, Dan I, Boas D A. 

Validating atlas-guided DO
T: a comparison of diffuse
 optical tomography inform
ed by atlas and subject-spe
cific anatomies. 

NeuroImage. 62(3) 1999-2006 2012 

 
 
 



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Nagashima M, Dan I, M
onden Y, Dan H, , Tsuz
uki D, Mizutani T, Kyut
oku Y, Gunji Y, Momoi
 M Y, Watanabe E, Ya
magata T. 

Neuropharmacological effect
 of methylphenidate on atte
ntion network in children 
with attention deficit/hypera
ctivity disorder during oddb
all paradigms as assessed u
sing fNIRS. 

Neurophotonics.   in press 
 

Byun KG, Hyodo K, Su
wabe K, Ochi G, Sakairi
 Y, Kato M, Dan I, Soy
a H. 

Positive effect of acute mil
d exercise on executive fun
ction via arousal-related pre
frontal activations: an fNIR
S study. 

NeuroImage.   in press 

 

Matsui M, Homae F, T
suzuki D, Watanabe H, 
Katagiri M, Uda S, Nak
ashima M, Dan I, Taga 
G. 

Referential framework for t
ranscranial anatomical corre
spondence for fNIRS based
 on manually traced sulci a
nd gyri of an infant brain. 

Neuroscience Resear
ch. 

  in press 

 

Tsuzuki D, Dan I. Spatial registration for func
tional near-infrared spectros
copy: from channel position
 on the scalp to cortical lo
cation in individual and gr
oup analyses. 

NeuroImage. 85(1) 92-103 2014 

Dan H, Dan I, Sano T, 
Kyutoku Y, Oguro K, Y
okota H, Tsuzuki D, Wa
tanabe E. 

Language-specific cortical a
ctivation patterns for verbal
 fluency tasks in Japanese 
as assessed by multichannel
 functional near-infrared sp
ectroscopy. 

Brain and Language. 126 208-216 2013 

Tagai K, Nagata T, Shi
nagawa S, Nemoto K, 
Inamura K, Tsuno N, 
Nakayama K. 

Correlation between both 
Morphologic and Function
al Changes and Anxiety i
n Alzheimer's Disease. 

Dement Geriatr Co
gn Disord 

38(3-4) 153-160 2014 

Shiratori Y, Tachikawa 
H, Nemoto K, Endo G,
 Aiba M, Matsui Y, A
sada T. 

Network analysis for moti
ves in suicide cases: A cr
oss-sectional study. 

Psychiatry Clin Neu
rosci. 

68(4) 299-307 

doi: 10.1111/
pcn.12132. 

2014 

Nakamura K, Takahashi
 T, Nemoto K, Furuich
i A, Nishiyama S, Nak
amura Y, Ikeda E, Kid
o M, Noguchi K, Seto 
H, Suzuki M. 

Gray matter changes in su
bjects at high risk for dev
eloping psychosis and first
-episode schizophrenia: a 
voxel-based structural MR
I study. 

Front Psychiatry.  doi: 
10.3389/fpsyt.
2013.00016. 

 

2013 

       



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Ota M, Sato N, Ishika
wa M, Hori H, Sasaya
ma D, Hattori K, Terai
shi T, Obu S, Nakata 
Y, Nemoto K, Moriguc
hi Y, Hashimoto R, Ku
nugi H.  

Discrimination of female s
chizophrenia patients from
 healthy women using mu
ltiple structural brain meas
ures obtained with voxel-b
ased morphometry. 

Psychiatry Clin Neu
rosci. 

66(7) 611-617 2012 

Matsuda H, Mizumura 
S, Nemoto K, Yamashit
a F, Imabayashi E, Sat
o N, Asada T. 

Automatic voxel-based mo
rphometry of structural M
RI by SPM8 plus diffeom
orphic anatomic registratio
n through exponentiated li
e algebra improves the di
agnosis of probable Alzhe
imer Disease. 

AJNR Am J Neuror
adiol. 

33(6) 1109-1114 2012 

Ohi K, Hashimoto R, 
Yasuda Y, Nemoto K, 
Ohnishi T, Fukumoto 
M, Yamamori H, Umed
a-Yano S, Okada T, Iw
ase M, Kazui H, Taked
a M. 

Impact of the genome wi
de supported NRGN gene
 on anterior cingulate mor
phology in schizophrenia. 

PLoS One 7(1) e29780 2012 

Ota M, Fujii T, Nemot
o K, Tatsumi M, Mori
guchi Y, Hashimoto R,
 Sato N, Iwata N, Kun
ugi H. 

A polymorphism of the A
BCA1 gene confers susce
ptibility to schizophrenia a
nd related brain changes. 

Prog Neuropsychop
harmacol Biol Psyc
hiatry. 

35(8) 1877-1883 2012 

Sumiyoshi, C., Kawaku
bo, Y, Suga, M., Sumi
yoshi, T., Kasai, K. 

Impaired ability to organiz
e information in individua
ls with autism spectrum d
isorders and their siblings. 

Neurosci Res 69 252-257 2011 

Iwanami, A., Okajima, 
Y, Ota, H, Tani, M, Y
amada, T, Hashimoto 
R, Kanai, C, Watanabe,
 H, Yamasue, H, Kawa
kubo, Y, Kato, N. 

Task dependent prefrontal
 dysfunction in persons w
ith Asperger’s disorder in
vestigated with multi-chan
nel near-infrared spectrosc
opy. 

Research in Autism
 Spectrum Disorder
s, 

5(3) 1187-1193 2011 

Kawakubo Y, Suga M, 
Tochigi M, Yumoto M, 
Itoh K, Sasaki T, Kano 
Y, Kasai K. 

Effects of metabotropic 
glutamate receptor 3 
genotype on phonetic 
mismatch negativity. 

PLoS ONE 6(10) e24929 2011 

Shimada T, Kitamoto 
A, Todokoro A, Ishii-T
akahashi A,  Kuwabar
a H, Kim SY, Watanab
e K,  Minowa I, Som
eya T, Ohtsu H, Kano 
Y, Kasai K, Kato N, S
asaki T. 

Parental Age and Assisted
 Reproductive Technology
 in Autism Spectrum Diso
rders, Attention Deficit H
yperactivity Disorder, and 
Tourette Syndrome in a J
apanese Population. 

Research in Autism
 Spectrum Disorder
s 

1 500-507 2012 

 



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Kirihara K, Kasai K, T
ada M, Nagai T, Kawa
kubo Y, Yamasaki S, 
Onitsuka T, Araki T. 

Neurophysiological impair
ment in emotional face pr
ocessing is associated wit
h low extraversion in schi
zophrenia. 

Prog Neuropsychop
harmacol Biol Psyc
hiatry 

37(2) 270-275 2012 

Watanabe T, Yahata N,
 Abe O, Kuwabara H, 
Inoue H, Takano Y, Iw
ashiro N, Natsubori T, 
Aoki Y, Takao T, Sasa
ki H, Gonoi W, Murak
ami M, Katsura M, Ku
nimatsu A, Kawakubo 
Y, Matsuzak H, Tsuchi
ya KJ, Kato N, Kano 
Y, Miyashit Y, Kasai 
K, Yamasue H. 

Diminished medial prefron
tal activity behind autistic
 social judgments of inco
ngruent information. 

PLoS ONE 7(6) e39561 2012 

Aoki Y, Abe O, Yahat
a N, Kuwabara H, Nats
ubori N, Iwashiro N, T
akano Y, Inoue H, Ka
wakubo Y, Gonoi W, 
Sasaki H, Murakami 
M, Katsura M, Nippash
i Y, Takao H, Kunimat
su A, Matsuzaki H, Ts
uchiya KJ, Kato N, Ka
sai K, Yamasue H. 

Absence of age-related pr
efrontal NAA change in a
dults with autism-spectrum
 disorders. 

Translational Psychi
atry, 

2 e178; doi:10.
1038/tp.2012.
108 

2012 

Kamio Y, Inada N, Mo
riwaki A, Kuroda M, 
Koyama T, Tsujii H, K
awakubo Y, Kuwabara 
H, Tsuchiya K, Uno Y, 

Constantino JN. Quantitati
ve autistic traits ascertaine
d in a national survey of 
22,529 Japanese schoolchil
dren. 

Acta Psychiatr Scan
d 

 doi: 
10.1111/acps.
12034.  

 

2012 

Watanabe T, Yahata N,
 Kawakubo Y, Inoue 
H, Takano Y, Iwashiro
 N, Natsubori T, Takao
 H, Sasaki H, Gonoi 
W, Murakami M, Katsu
ra M, Kunimatsu A, A
be O, Kasai K, Yamas
ue H. 

Network structure underlyi
ng resolution of conflicting
 nonverbal and verbal soc
ial information.  

Social Cognitive an
d Affective Neurosci
ence 

  in press 

Ishii-Takahashi A, Taki
zawa R, Nishimura Y, 
Kawakubo Y, Kasai K,
 Kano Y 

Prefrontal activation durin
g inhibitory control measu
red by near-infrared spectr
oscopy for differentiating 
between autism spectrum 
disorders and attention def
icit hyperactivity disorder 
in adults. 

Neuroimage Clin 26 
 

53-63 2013 



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Kuroda  M, Kawakubo
  Y, Kuwabara  H, Yok
oyama  K, Kano  Y, K
amio  Y． 

A cognitive-behavioral int
ervention for emotion reg
ulation in adults with hig
h-functioning autism spect
rum disorders: study proto
col for a randomized cont
rolled trial． 

Trials, 14 231 2013 

Saito Y, Suga M, Toch
igi M, Abe O, Yahata 
N, Kawakubo Y, Liu 
X, Kawamura Y, Sasak
i T, Kasai K, Yamasue
 H. 

Neural correlate of autistic
-like traits and a common
 allele in the oxytocin rec
eptor gene. 

Soc Cogn Affect Ne
urosci 

  in press 

Kuwabara H, Yamasue 
H, Koike S, Inoue H, 
Kawakubo Y, Kuroda 
M, Takano Y, Iwashiro
 N, Natsubori T, Aoki 
Y, Kano Y, Kasai K. 

Altered Metabolites in the
 Plasma of Autism Spectr
um Disorder: A Capillary
 Electrophoresis Time-of-F
light Mass Spectroscopy S
tudy. 

PLoS One 8(9) 
 

e73814 2013 

Yoshida, T., Suga, M., 
Arima, K., Muranaka, 
Y., Tanaka, T., Eguchi,
 S., Lin, C., Yoshida, 
S., Ishikawa, M., Higuc
hi, Y., Seo, T., Ueoka,
 Y., Tomotake, M., Ke
neda, Y., Darby, D., M
aruff, P., Iyo, M., Kasa
i, K., Higuchi, T., Sum
iyoshi, T., Ohmori, T., 
Takahashi, K., and Has
himoto, K. 

Criterion and constract val
idity of the Cogstate Schi
zophrenia Battery in Japan
ese patients with schizoph
renia. 

PLoS ONE 6 e20469 2011 

Matsuoka, Y., Nishi, 
D., Yonemoto, N., Ha
mazaki, K., Hamazaki, 
T. and Hashimoto, K. 

Potential role of BDNF in
 omega-3 fatty acid suppl
ementation to prevent post
traumatic distress after acc
idental injury: An open-la
beled pilot study. 

Psychother. Psychos
om. 

80 310-312 2011 

Hashimoto, K. The role of glutamate on 
the action of antidepressan
ts. Prog. Neuropsychophar
macol. 

Biol. Psychiatry 35 1558-1568 2011 

Matsuzawa, D. and 
Hashimoto, K 

Magnetic resonance 
spectroscopy study of 
antioxidant defense system 
in schizophrenia. Antioxi. 

Redox Sig 15 2057-2065 2011 

 



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Tadokoro, S., Kanahara,
 N., Kikuchi, S., Hashi
moto, K. and Iyo, M. 

Fluvoxamine prevents ons
et of psychosis: a case re
port of a patient at ultra-
high risk of psychotic dis
order. 

Ann. Gen. Psychiatr
y 

10 26 2011 

Niitsu, T., Shirayama, 
Y., Matsuzawa, D., Has
egawa, T., Shiina, A., 
Hashimoto, T., Kanahar
a, N., Shiraishi, T., Fu
kami, G., Fujisaki, M., 
Watanabe, H., Nakazat
o, M., Asano, M., Kim
ura, S., Hashimoto, K. 
and Iyo, M. 

Associations of serum brai
n-derived neurotrophic fact
or with cognitive impairm
ents and negative sympto
ms in schizophrenia. 

Prog. Neuropsychop
harmacol. Biol. Psy
chiatry 

35 1836-1840 2011 

Kishimoto, A., Kaneko,
 M., Gotoh, T. and Ha
shimoto, K. 

Ifenprodil for the treatmen
t of flashbacks in female 
posttraumatic stress disord
er patients with a history 
of childhood sexual abuse. 

Biol. Psychiatry 71 e7-e8 2012 

Niitsu, T., Iyo, M., and
 Hashimoto, K. 

Sigma-1 receptor agonists 
as therapeutic drugs for c
ognitive impairments in n
europsychiatric disease. 

Curr. Pharm. Des 18 875-883 2012 

Yoshida, T., Iyo, M. an
d Hashimoto, K. 

Recent advances in the po
tential therapeutic drugs f
or cognitive deficits in sc
hizophrenia. 

Curr. Psychiatry Re
v 

8 140-150 2012 

Nakazato, M., Hashimot
o, K., Shimizu, E., Niit
su, T., and Iyo, M. 

Possible involvement of b
rain-derived neurotrophic f
actor (BDNF) in Eating D
isorders (ED). 

IUBMB Life 64 355-361 2012 

Yoshida, T., Ishikawa, 
M., Iyo, M., and 
Hashimoto, K. 

Serum levels of mature 
brain-derived neurotrophic 
factor (BDNF) and its 
precursor proBDNF in 
healthy subjects. 

Open Clin. Chem. J.5 7-12 2012 
 

Ishima, T., and Hashim
oto, K. 

Potentiation of nerve grow
th factor-induced neurite o
utgrowth in PC12 cells by
 ifenprodil: role of sigma-
1 receptor and IP3 recepto
r. 

PLoS One 7 e37989. 2012 

      



発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Hashimoto, K. A BDNF Val66Met poly
morphism and ketamine-in
duced rapid antidepressant
 action. 

Clin. Psychopharma
col. Neurosci. 

10 59-60 2012 

Wang, W., Fu, W., W
u, J., Ma, X.C., Sun, 
X.L., Huang, Y., Hashi
moto, K., and Gao, G.
G. 

Prevalence of PTSD and 
depression among the juni
or middle school students
 in a rural town far from
 the epicenter of the Wen
chuan earthquake in Chin
a. 

PLoS ONE 7 e41665. 2012 

Yoshida, T., Ishikawa, 
M., Niitsu, T., Nakazat
o, M., Watanabe, H., S
hiraishi, T., Shiina, A.,
 Hashimoto, T., Kanaha
ra, N., Hasegawa, T., E
nohara, M., Kimura, 
A., Iyo, M., and Hashi
moto, K. 

Decreased serum levels of
 mature brain-derived neur
otrophic factor (BDNF), b
ut not its precursor proB
DNF, in patients with maj
or depressive disorder. 

PLoS One 7 e42676 2012 

Hashimoto, K., and Fur
use, T. 

Sigma-1 receptor agonist f
luvoxamine for delirium i
n older adults. 

Int. J. Geriatr. Psyc
hiatry 

27 981-983 2012 

Niitsu, T., Fujisaki, M.,
 Shiina, A., Yoshida, 
T., Hasegawa, T., Kana
hara, N., Hashimoto, 
T., Shiraishi, T., Fukam
i, G., Nakazato, M., Sh
irayama, Y., Hashimoto,
 K. and Iyo, M. 

A randomized, double-blin
d, placebo-controlled trial 
of fluvoxamine in patients
 with schizophrenia: a pre
liminary study. 

J. Clin. Psychophar
macol. 

32 591-601 2012 

Tadokoro, S., Okamura,
 N., Sekine, Y., Kanah
ara, N., Hashimoto, K. 
and Iyo, M. 

Chronic treatment with ari
piprazole, a dopamine D2
 receptor partial agonist, s
tabilizes dopamine sensitiv
ity in rats. 

Schizophrenia Bull. 38 1012-1020 2012 

Ishima, T., Iyo, M., and 
Hashimoto, K. 

Neurite outgrowth mediated 
by the heat shock protein 
HSP90α: a novel target for 
the antipsychotic drug 
aripiprazole. 

Transl. Psychiatry 2 e170. 

 
2012 

Nakazato, M., Arakawa,
 S., Takase, M., Suzuk
i, M., Shiina, A., Hashi
moto, T., Kanahara, N.,
 Kimura, H., Niitsu, T.,
 Yoshida, T., Shiraishi,
 T., Watanabe, H., Ishi
ma, T., Fujita, Y., Has
himoto, K., Shimizu, 
E., and Iyo, M. 

Effectiveness of enteral fo
rmula with enriched polyu
nsaturated fatty acids in t
he treatment of anorexia 
nervosa: a pilot open case
 study. 

Open Nutrition J 6 104-107 2012 



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Hashimoto, K. Editorial: Understanding d
epression: linking brain-de
rived neurotrophic factor 
(BDNF), transglutaminase 
2 (TG2), and serotonin. 

Expert Rev. Neuroth
er. 

13 5-7 2013 

Hashimoto, K. Sigma-1 receptor chaperon
e and brain-derived neurot
rophic factor: emerging li
nks between cardiovascula
r disease and depression. 

Prog. Neurobiol 100 15-29 2013 

Hashimoto, K., Malcho
w, B., Falkai, P., and 
Schmitt, A. 

Glutamate modulators as 
potential therapeutic drugs
 in schizophrenia and affe
ctive disorders.  

Eur. Arch. Psychiat
ry Clin. Neurosci. 

263 
 

367-377 2013 

Yamamori, H., Hashim
oto, R., Ishima, T., Kis
hi, F., Yasuda, Y., Ohi,
 K., Fujimoto, M., Um
eda-Yano, S., Ito, A., 
Hashimoto, K., and Ta
keda, M. 

Plasma levels of mature b
rain-derived neurotrophic f
actor (BDNF) and matrix 
metalloproteinase-9 (MMP-
9) in treatment-resistant sc
hizophrenia treated with cl
ozapine. 

Neurosci. Lett. 556 37-41 2013 

Niitsu, T., Ishima, T., 
Yoshida, T., Hashimoto,
 T., Matsuzawa, D., Sh
irayama, Y., Nakazato, 
M., Shimizu, E., Hashi
moto, K., and Iyo, M. 

A positive correlation bet
ween serum levels of mat
ure brain-derived neurotro
phic factor and negative s
ymptoms in schizophrenia. 

Psychiatry Res. 215 268-273 2014 

Södersten, K., Pålsson, 
E., Beneroso, K.L.F., Is
hima, T., Landén, M., 
Funa, K., Hashimoto, 
K., and Ågren, H. 

Abnormality in serum lev
els of mature brain-derive
d neurotrophic factor (BD
NF) and its precursor pro
BDNF in mood-stabilizing
 patients with bipolar diso
rder: A study from two i
ndependent sets. 
  

J. Affect. Dis. 160 1-9 2014 

Hashimoto, K. Abnormalities of the 
glutamine-glutamate-GABA 
cycle in the schizophrenia 
brain. 

Schizophrenia Res.   in press. 

Hashimoto, K. Serum brain-derived neuro
trophic factor as a predict
or of incident dementia. 

JAMA Neurol   in press. 

    



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Takahashi T, Nakamura 
Y, Nakamura Y, Aleksic
 B, Takayanagi Y, Furui
chi F, Kido M, Nakamu
ra M, Sasabayashi S, Ik
eda M, Noguchi K, Kai
buchi K, Iwata N, Ozak
 N, Suzuki M 

The polymorphism of YW
HAE, a gene encoding 14-
3-3epsilon, and orbitofrontal
 sulcogyral pattern in patie
nts with schizophrenia and 
healthy subjects. 

Progress in Neuro-P
sychopharmacology 
& Biological Psychia
try 

  in press 

Takahashia T, Malhi GS,
 Nakamura Y, Suzuki 
M, Pantelis C: 

Olfactory sulcus morpholog
y in established bipolar aff
ective disorder. 

Psychiatry Research 
Neuroimaging 

  in press 

Shiino T, KoideT, Kushi
ma I, Ikeda M, Kunimot
o S, Nakamura Y, Yoshi
mi A, Aleksic B, Banno
 M, Kikuchi T, Kohmur
a K, Adachi Y, Kawano
 N, Okada T, Inada T, 
Ujike H, Iidaka T, Suzu
ki M, Iwata N, Ozaki N 

Common variants in BCL9
 gene and schizophrenia in
 a Japanese population: As
sociation study, meta-analys
is and cognitive functional 
analysis. 

Journal of Medical 
Biochemistry 

  in press 

Takahashi T, Wood SJ, 
Yung AR, Nelson B, Lin
c A, Yücel M, Phillips LJ, 
Nakamura Y, Suzuki M,
 Brewer WJ, Proffitt T
M, McGorry PD, Velako
ulis D, Pantelis C 

Altered depth of the olfact
ory sulcus in ultra high-ris
k individuals and patients 
with psychotic disorders. 

Schizophrenia Resear
ch 

  in press 

Ikeda E, Shiozaki K, Ike
da H, Suzuki M, Hiraya
su Y 

Prefrontal dysfunction in re
mitted depression at work r
einstatement using near-infr
ared spectroscopy. 

Psychiatry Research 
Neuroimaging 

214 254-259 2013 

Takayanagi M, Wentz J,
 Takayanagi Y, Schretle
n DJ, Ceyhan E, Wang 
L, Suzuki M, Sawa A, 
Barta PE, Ratnanather J
T, Cascella NG 

Reduced anterior cingulate 
gray matter volume and thi
ckness in subjects with defi
cit schizophrenia. 

Schizophrenia Resear
ch 

150 484-490 2013 

Aoki Y, Orikabe L, 
Takayanagi Y, Yahata N, 
Mozue Y, Sudo Y, Ishii T, 
Itokawa M, Suzuki M, 
Kurachi M, Okazaki Y, 
Kasai K, Yamasue H 

Volume reductions in 
frontopolar and left 
perisylvian cortices in 
methamphetamine induced 
psychosis. 

Schizophrenia 
Research 

147 355-361 2013 

    



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Takahashi T, Nakamura 
Y, Nakamura K, Nishiya
ma S, Ikeda E, Furuichi
 A, Kido M, Noguchi 
K, Suzuki M 

Altered depth of the olfact
ory sulcus in subjects at ri
sk of psychosis. 

Schizophrenia Resear
ch 

149 186-187 2013 

Takahashi T, Nakamura 
K, Nishiyama S, Furuich
i A, Ikeda E, Kido M, 
Nakamura Y, Kawasaki 
Y, Noguchi K, Seto H, 
Suzuki M 

Increased pituitary volume i
n subjects at risk for psych
osis and patients with first-
episode schizophrenia. 

Psychiatry and Clini
cal Neurosciences 

67 540-548 2013 

Yoshimura Y, Kikuchi 
M, Shitamichi K, Ueno 
S, Munesue T, Ono Y, 
Tsubokawa T, Haruta Y,
 Oi M, Niida Y, Remijn
 GB, Takahashi T, Suzu
ki M, Higashida H, Min
abe Y 

Atypical brain lateralisation
 in the auditory cortex and
 language performance in 3
- to 7-year-old children wit
h high-functioning autism s
pectrum disorder: a child-c
ustomised magnetoencephal
ography (MEG) study. 

Molecular Autism 4 38 2013 

Kikuchi M, Yoshimura 
Y, Shitamichi K, Ueno 
S, Hirosawa T, Munesue
 T, Ono Y, Tsubokawa 
T, Haruta Y, Oi M, Nii
da Y, Remijn GB, Taka
hashi T, Suzuki M, Higa
shida H, Minabe Y 

A custom magnetoencephal
ography device reveals brai
n connectivity and high rea
ding/decoding ability in chi
ldren with autism. 

Science Report 3 1139 2013 

Kikuchi M, Yoshimura 
Y, Shitamichi K, Ueno 
S, Hiraishi H, Munesue 
T, Hirosawa T, Ono Y, 
Tsubokawa T, Inoue Y, 
Oi M, Niida Y, Remijn 
GB, Takahashi T, Suzuk
i M, Higashida H, Mina
be Y 

Anterior prefrontal hemody
namic connectivity in consc
ious 3- to 7-year-old childr
en with typical developmen
t and autism spectrum diso
rder. 

PLoS ONE 8 e56087 2013 

Kikuchi M, Shitamichi 
K, Yoshimura Y, Ueno 
S, Hiraishi H, Hirosawa 
T, Munesue T, Nakatani
 H, Tsubokawa T, Harut
a Y, Oi M, Niida Y, Re
mijn GB, Takahashi T, 
Suzuki M, Higashida H,
 Minabe Y 

Altered brain connectivity i
n 3- to 7-year-old children
 with autism spectrum diso
rder. 

NeuroImage: Clinical 2 394-401 2013 

Takahashi T, Nakamura 
K, Ikeda E, Furuichi A, 
Kido M, Nakamura Y, 
Kawasaki Y, Noguchi K, 
Seto H, Suzuki M 

Longitudinal MRI study of 
the midline brain structures in 
first-episode schizophrenia. 

Psychiatry Research 
Neuroimaging 

212 150-153 2013 
 

     



発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Miyanishi T, Sumiyoshi 
T, Higuchi Y, Seo T, S
uzuki M 

LORETA Current Source D
ensity for Duration Mismat
ch Negativity and Neuropsy
chological Assessment in E
arly Schizophrenia. 

PLoS One 8 e54080 2013 

Aleksic B, Kushima I, 
Hashimoto R, Ohi K, Ik
eda M, Yoshimi A, Nak
amura Y, Ito Y, Okochi
 T, Fukuo Y, Yasuda Y,
 Fukumoto M, Yamamor
i H, Ujike H, Suzuki M,
 Inada T, Takeda M, Ka
ibuchi K, Iwata N, Ozak
i N 

Analysis of the VAV3 as c
andidate gene for schizophr
enia: evidences from voxel
 based morphometry and m
utation screening. 

Schizophrenia Bulleti
n 

39 720-728 2013 

Nakamura K, Takahashi 
T, Nemoto K, Furuichi 
A, Nishiyama S, Nakam
ura Y, Ikeda E, Kido 
M, Noguchi K, Seto H, 
Suzuki M 

Gray matter changes in sub
jects at high risk for devel
oping psychosis and first-ep
isode schizophrenia: a voxe
l-based structural MRI stud
y. 

Frontiers in Psychiat
ry 

4 16 2013 

Takahashi T, Nakamura 
Y, Nakamura K, Ikeda 
E, Furuichi A, Kido M, 
Kawasaki Y, Noguchi K,
 Seto H, Suzuki M: 

Altered depth of the olfact
ory sulcus in first-episode s
chizophrenia. 

Progress in Neuro-P
sychopharmacology 
& Biological Psychia
try 

40 137-172 2013 

Nakamura K, Kawasaki 
Y, Takahashi T, Furuichi
 A, Noguchi K, Seto H,
 Suzuki M 

Reduced white matter fracti
onal anisotropy and clinical
 symptoms in schizophreni
a: a voxel-based diffusion t
ensor imaging study. 

Psychiatry Research 
Neuroimaging 

202 233-238 2013 

Kushima I, Aleksic B, It
o Y, Nakamura Y, Shiin
o T, Okochi T, Fukuo 
Y, Ujike H, Suzuki M, 
Inada T, Hashimoto R, 
Takeda M, Kaibuchi K, 
Iwata N, Ozaki N 

Resequencing and associatio
n analysis of the KALRN 
and EPHB1 genes and thei
r contribution to schizophre
nia susceptibility. 

Schizophrenia Bulleti
n 

38 552-560 2012 

Uematsu A, Matsui M, 
Tanaka C, Takahashi T, 
Noguchi K, Suzuki M, 
Nishijo H 

Developmental trajectories of 
amygdala and hippocampus 
from infancy to early 
adulthood in healthy 
individuals. 

PLoS ONE 7 e46970 2012 

Takahashi T, Kido M, N
akamura K, Furuichi A, 
Zhou S-Y, Kawasaki Y,
 Noguchi K, Seto H, K
urachi M, Suzuki M 

Longitudinal MRI study of
 the pituitary volume in ch
ronic schizophrenia: a preli
minary report. 

Psychiatry Research 
Neuroimaging 

202 84-87 2012 



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Koide T, Aleksic B, Ba
nno M, Yamashita S, Ki
kuchi T, Kohmura K, A
dachi Y, Kawano N, Ku
shima I, Nakamura Y, I
keda M, Ohi K, Yasuda
 Y, Hashimoto R, Inada
 T, Ujike H, Iidaka T, 
Suzuki M, Takeda M, I
wata N, Ozaki N 

Common variants in MAGI
2 gene are associated with 
increased risk for cognitive
 impairment in schizophreni
c patients. 

PLosONE 7 e36836 2012 

Ikeda M., Aleksic B., Ki
noshita Y., Okochi T., 
Kawashima K., Kushima
 I., Ito Y., Nakamura 
Y., Kishi T., Okumura 
T., Fukuo Y., Williams 
H.J., Hamshere M.L., Iv
anov D., Inada T., Suzu
ki M., Hashimoto R., Uj
ike H., Takeda T., Crad
dock N., Kaibuchi K., O
wen M.J., Ozaki N., O’
Donovan M.C., and Iwat
a N. 

Genome-wide association st
udy of schizophrenia in a J
apanese population. 

Biol. Psychiatry, 69 472-478 2011 

Itoh T., Sumiyoshi T., H
iguchi Y., Suzuki M., an
d Kawasaki Y 

LORETA analysis of three-
dimensional distribution of 
delta-band activity in schiz
ophrenia: Relation to negati
ve symptoms. 

Neurosci. Res 70 442-448 2011 

Takahashi T., Zhou S.Y.,
 Nakamura K., Tanino 
R., Furuichi A., Kido 
M., Kawasaki Y., Noguc
hi K., Seto H., Kurachi 
M., and Suzuki M 

Longitudinal volume change
s of the pituitary gland in 
patients with schizotypal di
sorder and first-episode sch
izophrenia 

Prog. Neuropsychoph
armacol. Biol. Psych
iatry 

35 177-183 2011 

Takahashi T., Zhou S.Y.,
 Nakamura K., Tanino 
R., Furuichi A., Kido 
M., Kawasaki Y., Noguc
hi K., Seto H., Kurachi 
M., and Suzuki M. 

A follow-up MRI study of
 the fusiform gyrus and mi
ddle and inferior temporal 
gyri in schizophrenia spectr
um. 

Prog. Neuropsychoph
armacol. Biol. Psych
iatry 

35 1957-1964 2011 

Takayanagi Y., Takahash
i T., Orikabe L., Mozue
 Y., Kawasaki Y., Naka
mura K., Sato Y., Itoka
wa M., Yamasue H., Ka
sai K., Kurachi M., Oka
zaki Y., and Suzuki M. 

Classification of first-episod
e schizophrenia patients an
d healthy subjects by auto
mated MRI measures of re
gional brain volume and co
rtical thickness. 

PLoS ONE 6 e21047 2011 

   



   

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Orikabe L., Yamasue H.,
 Inoue H., Takayanagi 
Y., Mozue Y., Sudo Y.,
 Ishii T., Itokawa M., S
uzuki M., Kurachi M., 
Okazaki Y., and Kasai 
K. 

Reduced amygdala and hip
pocampal volumes in patien
ts with methamphetamine p
sychosis. 

Schizophr. Res. 132 183-189 
 

2011 

Kaido T, Noda T, Otsuk
i T, Kaneko Y, Takahas
hi A, Nakai T, Nabatam
e M, Tani M. 

Titanium alloys as fixation 
device material for craniopl
asty and its safety in electr
oconvulsive therapy. 

J ECT 27(1) e27-8 2011 

Noda T, Yoshida S, Mat
suda T, Okamoto N, Sa
kamoto K, Koseki S, Nu
machi Y, Matsushima E,
 Kunugi H, Higuchi T. 

Frontal and right temporal 
activations correlate negativ
ely with depression severity
 during verbal fluency task:
 a multi-channel near-infrar
ed spectroscopy study. 

J Psychiatr Res 46(7) 905-912 2012 

Koseki S, Noda T, Yok
oyama S, Kunisato Y, It
o D, Suyama H, Matsud
a T, Sugimura Y, Ishiha
ra N, Shimizu Y, Nakaz
awa K, Yoshida S, Arim
a K, Suzuki S.  

The relationship between p
ositive and negative automa
tic thought and activity in 
the prefrontal and temporal
 cortices: a multi-channel n
ear-infrared spectroscopy (N
IRS) study. 

J Affect Disord 151(1) 352-359 2013 

Ota M, Ishikawa M, Sat
o N, Hori H, Sasayama 
D, Hattori K, Teraishi 
T, Noda T, Obu S, Nak
ata Y, Higuchi T, Kunu
gi H. 

Discrimination between schi
zophrenia and major depres
sive disorder by magnetic r
esonance imaging of the fe
male brain. 

.J Psychiatr Res 47(10) 1383-1388 2013 

Ota M, Sato N, Nakata 
Y, Ito K, Kamiya K, M
aikusa N, Ogawa M, Ok
amoto T, Obu S, Noda 
T, Araki M, Yamamura 
T, Kunugi H. 

Abnormalities of cerebral b
lood flow in multiple scler
osis: a pseudocontinuous ar
terial spin labeling MRI stu
dy. 

Magn Reson Imagin
g. 

31(6) 990-995 2013 

Kunugi H, Koga N, 
Hashikura M, Noda T, 
Shimizu Y, Kobayashi T, 
Yamanaka J, Kanemoto N, 
Higuchi T. 

Validation of 
computer-administered 
clinical rating scale: 
Hamilton Depression Rating 
Scale assessment with 
Interactive Voice Response 
technology--Japanese 
version. 

Psychiatry Clin 
Neurosci. 

67(4) 253-258 2013 

       



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Nakanishi H, Kurosaki 
M, Nakanishi K, Tsuchi
ya K, Noda T, Tamaki 
N, Yasui Y, Hosokawa 
T, Ueda K, Ikakura J, A
nami K, Asahina Y, Eno
moto N, Higuchi T, Izu
mi N.  

Impaired brain activity in c
irrhotic patients with minim
al hepatic encephalopathy: 
Evaluation by near-infrared
 spectroscopy. 

Hepatol Res.  doi: 
10.1111/hepr.
12127 

2013 

Takizawa R, Fukuda M,
 Kawasaki S, Kasai K, 
Mimura M, Pu S, Noda
 T, Niwa S, Okazaki Y 

Joint Project for Psychiatric
 Application of Near-Infrar
ed Spectroscopy (JPSY-NIR
S) Group. Neuroimaging-ai
ded differential diagnosis of
 the depressive state. 

Neuroimage. 85 498-507 2014 

Goto M, Abe O, Kabasa
wa H, Takao H, Miyati 
T, Hayashi N, Kurosu 
T, Iwatsubo T, Yamashit
a F, Matsuda H, Inano 
S, Mori H, Kunimatsu 
A, Aoki S, Ino K, Yano
 K, Ohtomo K 

Effects of image distortion 
correction on voxel-based 
morphometry. 

Magn Reson Med Sc
i, 

11(1) 27-34 2012 

Goto M, Abe O, Miyati
 T, Kabasawa H, Takao
 H, Hayashi N, Kurosu 
T, Iwatsubo T, Yamashit
a F, Matsuda H, Mori 
H, Kunimatsu A, Aoki 
S, Ino K, Yano K, Ohto
mo K. 

Influence of signal intensity
 non-uniformity on brain v
olumetry using an atlas-bas
ed method. 

Korean J Radiol, 13(4) 391-402 2012 

Matsuda H, Mizumura 
S, Nemoto K, Yamashita
 F, Imabayashi E, Sato 
N, Asada T. 

Automatic voxel-based mor
phometry of structural MRI
 by SPM8 plus diffeomorp
hic anatomic registration th
rough exponentiated lie alg
ebra improves the diagnosis
 of probable Alzheimer Dis
ease. 

AJNR Am J Neurora
diol, 

33(6) 1109-1114 2012 

Maikusa N, Yamashita 
F, Tanaka K, Abe O, K
awaguchi A, Kabasawa 
H, Chiba S, Kasahara A,
 Kobayashi N, Yuasa T,
 Sato N, Matsuda H, Iw
atsubo T; Japanese Alzh
eimer’s Disease Neuroim
aging Initiative. 

Improved volumetric measu
rement of brain structure w
ith a distortion correction p
rocedure using an ADNI p
hantom. 

Med Phys, 41(2) 022302 2013 

   



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

Uwano I, Kudo K, Yam
ashita F, Goodwin J, Hi
guchi S, Ito K, Harada 
T, Ogawa A, Sasaki M. 

Intensity inhomogeneity cor
rection for magnetic resona
nce imaging of human brai
n at 7T. 

Med Phys, 41(2) 022302 2014 

Orikabe L, Yamasue H,
 Inoue H, Takayanagi 
Y, Mozue Y, Sudo Y, 
Ishii T, Itokawa M, Su
zuki M, Kurachi M, O
kazaki Y, Kasai K. 

Reduced amygdala and hi
ppocampal volumes in pat
ients with methamphetami
ne psychosis. 

Schizophr Res 132(2-
3) 

183-189 

[DOI:10.101
6/j.schres.20
11.07.006] 

2011 

Nishimura Y, Takahashi
 K, Ohtani T, Ikeda-Su
gita R, Okazaki Y, Kas
ai K. 

Dorsolateral prefrontal he
modynamic responses duri
ng a verbal fluency task i
n hypomanic bipolar disor
der. 

Bipolar Disorders,   In press 

福田正人 精神科領域におけるNIRS
画像．In：北川泰久・寺本
明・三村將 編『神経･精神
疾患診療マニュアル』 

日本医師会雑誌 142 12 2013 

福田正人 臨床神経生理学から見た
精神疾患の病態生理 

精神経誌 115 187-193 2013 

福田正人，村井俊哉，笠
井清登，池淵恵美 

統合失調症の認知障害論 Progress in Medicine 32 2369-2375 2012 

福田正人，三國雅彦 先進医療「うつ症状の光ト
ポグラフィー検査」 

精神経誌 114 801-806 2012 

福田正人，三國雅彦 心理現象・精神疾患へのNI
RSの応用． 

電子情報通信学会誌 95 372-376 2012 

滝沢龍，笠井清登，福田
正人 

ヒト前頭前野の発達と進
化 

日本生物学的精神医
学会誌 

23 41-46 2012 

    



発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

滝沢龍，笠井清登，福田
正人 

気分障害の脳画像研究と
先進医療NIRSの紹介 －光
トポグラフィー検査「うつ
症状の鑑別診断補助」． 

精神医学 53 383-392 2011 

糸川昌成、新井誠、小
池進介、滝沢龍、市川
智恵、宮下光弘、吉川
武男、宮田敏男、笠井
清登、岡崎祐士． 

脳科学研究から見えてき
た統合失調症の病態およ
び治療と予防の展開 

精神医学. 53(12) 1195-1200 2011 

里村嘉弘、滝沢龍、笠
井清登 

つ状態と光トポグラフィ
ー（NIRS） 

治療 93(12) 2437-2442 2011 

里村嘉弘、滝沢龍、笠
井清登． 

気分障害の診断・治療と
近赤外線スペクトロスコ
ピー（NIRS）－東大病院
「こころの検査プログラ
ム」の紹介― <特集：内
科医のためのうつ病診療
> 

Medical Practice 28(10) 1822-1826 2011 

榊原英輔、西村幸香、
滝沢龍、荒木剛、八幡
憲明、笠井清登 

精神疾患の脳機能を測る BRAIN MEDICA
L 

23(3) 43-50 2011 

滝沢龍、西村幸香、小
池進介、笠井清登、福
田正人 

統合失調症のNIRS研究
と臨床応用 

精神科 16(5) 448-456 2010 

滝沢龍、笠井清登、福
田正人 

自分自身を変えるこころ
と脳 －人間の精神機能
と自己制御性－ 

こころの科学 150
号．特別企画「ここ
ろと脳の科学」 

150 100-106 2010 

永井達哉、多田真理子、
荒木剛 

可塑性と臨床 – 統合失
調症 

Clinical Neuroscie
nce 

29 825-827 2011 

小池進介・滝沢龍・西
村幸香・高野洋輔・岩
白訓周・里村嘉弘・管
心・荒木剛・笠井清登 

発症リスクの高い状態患
者における不適正な血液
動態学的反応
(Inappropriate 
hemodynamic response in 
the individuals with at-risk 
mental state). 

日本生物学的精神
医学会誌 

23(1) 61-69 2012 

 



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

西村幸香 精神科領域におけるNIRS
の臨床応用 

認知神経科学 14(3) 183-189 2012 

里村嘉弘・滝沢龍・西
村幸香・笠井清登 

つ病の診断補助ツールと
してのNIRS. 特集：『う
つ病を「客観的に」診断
するとは？－どこからが
病気か－』 

精神科 22(3) 250-258 2013 

西村幸香 20. 脳画像診断／近赤外
線スペクトロスコピィ
（脳画像検査の実用化）. 
特集：精神保健・医療・
福祉の今がわかるキーワ
ード126. 

精神科臨床サービ
ス 

13(2) 186-187 2013 

大渓俊幸・西村幸香・
樋口智江・安井巨子・
内山智恵・高橋克昌・
高柳陽一郎・中北真由
美・岡田直大・湯本洋
介・杉田伶奈・福田正
人 

光トポグラフィー検査に
よる精神疾患の鑑別診断
補助 

臨床病理レビュー   in press 

西村幸香 精神科診断におけるNIRS.
 特集I. NIRSの臨床応用 

精神科 23(4) 397-404 2013 

小池進介. 統合失調症. 特集I. NIRS
の臨床応用 

精神科 23(4) 414-420 2013 

太田 深秀, 佐藤 典
子, 石川 正憲, 堀 弘
明, 篠山 大明, 服部 
功太郎, 寺石 俊也, 
大部 聡子, 中田 安
弘, 根本 清貴, 守口 
善也, 橋本 亮太, 功
刀 浩. 

MRIによる女性統合失調
症患者と女性健常群との
判別分析. 

精神神経学雑誌 115 1171-1177 2013 

根本 清貴. 画像統計解析法(MRIおよ
びPET/SPECT)の基礎. 

老年精神医学雑誌 24 399-406 2013 

根本 清貴 VBMの利点と問題点 精神科 22 401-404 2013 

高橋 卓巳, 根本 清貴, 
川西 洋一, 水上 勝義, 
朝田 隆 

両側高頻度反復経頭蓋磁
気刺激により臨床症状が
改善するとともに脳血流
SPECTでの血流改善を認
めた大うつ病性障害の1
例. 

精神科治療学 27 1059-1064 2012 



  

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

根本 清貴 精神科領域の用語解説VB
M. 

分子精神医学 12 210-211 2012 

根本清貴 脳血流SPECTによる認知
症の画像診断 

PET Journal 14 26-28 2011 

根本清貴, 朝田隆 高齢者の地域疫学研究に
おける画像所見 

Dementia Japan 25(1) 69-73 2011 

石井礼花 発達障害のDTI・MRI・N
IRS 

児童青年精神医学
とその近接領域, 

52(4) 421-425 2011 

川久保友紀 発達障害の脳科学 Journal of Clinic
al Rehabilitation. 

22(1) 74-77 2013 

黒田美保, 川久保友紀,
 桑原斉, 金生由紀子, 
神尾陽子 

発達障害再考：診断閾値
の臨床的意義を問い直す
 自閉症スペクトラム障
害成人への小集団認知行
動療法の研究過程でみら
れた閾下症例. 

精神神経医学   in press 

石井礼花 「Multimodal imaging 
from Infancy to adolesc
ence illustrating typical
 and atypical brain de
velopment」 

日本生物学的精神
医学会誌 

  in press 

橋本謙二 つ・不安障害治療フォー
ラム．講演1：Fluvoxamin
eの特徴－シグマ-1受容体
アゴニスト作用－ 

臨床精神薬理 14 129-140 2011 

橋本謙二 統合失調症治療薬の新た
な開発の動向 

医薬ジャーナル 
 

47 111-115 2011 

橋本謙二、岸本 朗、
白山幸彦、古瀬 勉 

精神病性うつ病に対する
シグマ-1受容体アゴニスト
フルボキサミン単剤治療
の可能性 

新薬と臨床 60 34-43 2011 



 

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

橋本謙二、平田幸一、
加藤忠史 

うつ病関連疾患（PSD, 
双極性障害）をめぐる最
近の話題－シグマ-1受容
体アゴニストの可能性を
探る 

臨床精神薬理 14 303-318 2011 

吉田泰介、伊豫雅臣、
橋本謙二 

薬物療法による予後改
善：認知改善薬を中心に. 

精神医学 53(2) 127-134 2011 

橋本謙二 特集 統合失調症の社会
復帰－QOLの向上を目指
したバイオ・ソーシャル
な取り組み．統合失調症
の病態からみた新しい治
療薬の開発 

精神神経学雑誌 113(4) 368-372 2011 

橋本謙二 精神神経疾患の新規治療
薬としての抗生物質ミノ
サイクリン 

分子精神医学 12 15-20 2012 

橋本謙二 統合失調症における内在
性D-セリンと新規治療戦
略 

臨床精神薬理 15(5) 665-669 2012 

橋本謙二 精神疾患の病態解析に基
づいた新しい治療薬の創
製 

月刊ファインケミ
カル 

41(7) 11-14 2012 

橋本謙二 精神疾患の血液バイオマ
ーカーとしてのBDNFの
臨床検査への応用可能性 

臨床精神医学 41(7) 879-884 2012 

橋本謙二 統合失調症の病態からみ
た新しい治療薬 

日本生物学的精神
医学会誌 

23(2) 97-101 2012 

橋本謙二 高齢者とグルタミン酸機
能 

老年精神医学雑誌 23(8) 932-937 2012 
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橋本謙二 統合失調症の認知機能障
害改善薬の最新知見 

Schizophrenia Fronti
er 

13(1) 7-10 2012 

橋本謙二 うつ病の病態におけるBD
NF-TrkB受容体シグナル
系の役割 

医学のあゆみ 244(5) 471-475 2013 

橋本謙二 統合失調症のNMDA受容
体機能低下仮説に基づい
た新規治療薬の開発状況 

臨床精神医学 42(7) 927-934 2013 

橋本謙二 うつ病の病態におけるグ
ルタミン酸神経系の役割
と新規治療薬の開発 

日本生物学的精神
医学会誌 

24(3) 153-156 2013 

高橋 努, 鈴木道雄 統合失調症圏のMRI研究の
進歩 

精神神経学雑誌 115 874-879 2013 

鈴木道雄, 高橋 努 統合失調症と脳の形態変
化 

日本臨床 71 619-623 2013 

住吉太幹, 西山志満子, 
樋口悠子, 高橋 努, 松
岡 理, 倉知正佳, 水上
祐子, 数川 悟, 鈴木道
雄 

富山県における早期介入
活動の実際と工夫 

精神神経学雑誌 115 180-186 2013 

川﨑康弘，鈴木道雄 統合失調症を脳画像で診
断するためのVBM 

日本磁気共鳴医学会
雑誌 

32 41-47 2012 

高橋 努, 中村主計，鈴木
道雄 

アットリスク精神状態のM
RI研究 

臨床精神医学 41 
 

1421-1426 2012 

中坪太久郎，松岡理，古
市厚志，今村理佐，荒井
宏文，藪田歩，松井三枝，
鈴木道雄，倉知正佳 

統合失調症の認知機能障
害に関するセッションを
取り入れた家族心理教育
の試み 

精神療法 37 89-95 2011 
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兼田康宏，上岡義典，住
吉太幹，古郡規雄，伊東
 徹，樋口悠子，鈴木道
雄，大森哲郎 

統合失調症認知評価尺度
日本語版を用いたco-primar
yの測定 

日本神経精神薬理学
雑誌 

31 259-262 2011 

中村主計，高橋 努，鈴
木道雄 

早期統合失調症と脳の形
態変化 

精神科治療学 26 1421-1426 2011 

鈴木道雄 統合失調症の早期介入と
脳画像診断 

日本精神科病院協会
雑誌 

29（別
冊） 

35-40 2011 

鈴木道雄，高橋 努，川
﨑康弘，中村主計，高柳
陽一郎 

統合失調症における脳の
構造画像マーカー 

精神科 18 506-512 2011 

高橋 努, 鈴木道雄 早期精神病における脳形
態変化 

日本生物学的精神医
学会誌 

22 15-20 2011 

高橋 努, 鈴木道雄 特集「精神科領域における
画像診断の展望」統合失調
症圏のMRI研究 

最新精神医学 16 269-273 2011 

山田麻紀，岡崎光俊，斉
藤聖，二村園恵，長房裕
子，野田隆政 

躁病エピソードを呈し炭
酸リチウムが効果的であ
ったてんかん患者の2症例 

精神科治療学 26(2) 227-233 2011 

野田隆政，安藤久美子，
平林直次，大森まゆ，黒
木規臣，岡田幸之 

医療観察法におけるECT
のインフォームド・コンセ
ント（I.C.）の再検討 

精神神経学雑誌 

（総会特別号） 

107th SS385-SS390 2012 

富岡大，川崎真護，岩波
明，野田隆政，兼子幸一，
朴盛弘，三村將，中込和
幸 

うつ病患者のNIRSによる
治療反応性と疾患鑑別へ
の有用性‐多施設におけ
る2時点検査の結果と診断
変更症例の検討 

MEDIX 58 4-9 2013 



   

発表者氏名 論文タイトル名 発表誌名 巻号 ページ 出版年 

山田麻紀，亀井雄一，野
田隆政，有馬邦正 

高照度光療法により睡眠
覚醒リズムと抑うつ状態
が改善した概日リズム睡
眠障害の1例 

精神神経学雑誌 115(8) 901 2013 

福田正人，吉田寿美子，
杉村有司，小川勝，大
渓俊幸，樋口智江，内
山智恵，安井臣子 

光トポグラフィー検査（N
IRS）による脳機能測定 

検査と技術 40 182-188 2012 

鈴木道雄，川﨑康弘，
高柳陽一郎，中村主計，
高橋務 

構造MRIによる統合失調
症の補助診断の可能性 
(特集 当事者に届く生物
学的精神医学研究 : バ
イオマーカーを用いた精
神疾患の客観的補助診断
法の開発) 

精神神経学雑誌 114(7) 807-811 2012 

      

      

      

      

      

       
 


